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花嫁のカヤ




　純白のベールに覆われた下で、彼は一体どんな表情を浮かべているのだろう。

　周囲へと巡らしていた視線を、微動だにしない隣の男へと向ける。隣に座っている男の頭から足元までは、真っ白なベールが被せられている。ベールの下の身体は、色鮮やかな花嫁衣装を纏っているはずだ。

　急ごしらえで作られた、男の身体よりも少し大きめの花嫁衣装。男は、一体どんな気持ちでその衣装に袖を通したのだろう。アジム族では、屈辱は死と同意義だったはずだ。

「ユーティ、祝杯を」

　聞こえてきた声に視線を上げると、酒杯を掲げた長兄ボラドの姿が見えた。ボラドは、その筋骨隆々とした体躯をうねるように動かし、騒ぐ参列者たちの間をすり抜けてくる。そうして、ユーティの目の前に腰を下ろすなり、酒がなみなみと注がれた杯を持ち上げた。

「結婚おめでとう」

「ありがとう、ボラド」

　笑顔で答えて、ユーティも杯を掲げる。ボラドと目線を合わせてから、示し合わせたように一口酒を咽喉へと流し込んだ。途端、瑞々しい果実の味が咥内いっぱいに広がった。甘酸っぱい柘榴の味だ。ボラドが唸るように言う。

「今年の柘榴は良い味だ」

「今年は日照りもなく、川の流れも絶えなかった。イェフィムは天地に恵まれてる」

　独りごちるようなユーティの言葉に、ボラドが笑みを深める。

　ボラドはいずれイェフィム族を率いる族長となる。族に対する責任感もあり、愛情も誇りもある。だからこそ、自らの族を褒められて嬉しくないはずがない。

　それは三男であるユーティも同じだ。生まれ育ったこの場所、村の真ん中に清らかな川が流れており、土は肥え、餓えることもない。周囲を荒野や山岳に囲まれているとは思えないほど恵まれた村だと思う。飢餓や死の恐怖がない分、村人たちの気質も穏やかだ。

　だが、ユーティたちのような決まった土地に定住する一族に比べて、各地を移動して生きる遊牧の民は、より困難な生き方を強いられているのだろうと思う。餓えることも、狩りに失敗して死ぬことも当然のように起こりうる。だからこそ、生き抜くことに貪欲で、獰猛で、時々息を呑むほどに気高く美しい。

　ふと隣の男へと視線を向ける。遊牧する民であるアジム族からイェフィム族へと嫁いできた、誇り高き男。これは間違いなく、男にとって屈辱的な婚姻のはずだ。だが、男は何も言おうとはしない。純白のベールを被ったまま、凛と背を伸ばして座っている。まるで一度でも俯いてしまえば負けだと言わんばかりに。

　ユーティの視線の先を見て、ボラドの顔が何とも言えない表情に歪む。苦虫を噛み潰したような、哀れむような、嫌悪と憐憫が入り交じった複雑な表情だ。だが、ボラドは男を無視するように視線をユーティへと戻すと、わざとらしいほど明るい声を上げた。

「婚礼衣装、よく似合ってるな。男前に磨きがかかってるぞ」

「ボラドに男前なんて言われると恥ずかしいな」

　茶化すなよとばかりに右手を左右に振る。実際、逞しい体格をしており、眉がクッキリと太く男らしいボラドに対して、ユーティは筋肉は付いているがボラドよりは細身で、目尻がやや垂れ気味で柔和な顔立ちをしていた。毛先に軽く癖のついた黒髪も、寝起きの草食動物を連想させられる。兄弟だというのに、悲しいほどにその外見は似ていない。

「おい、本気で言ってるんだぞ」

　憮然としたボラドの言葉に、ユーティは小さく苦笑いを零した。

「こういう場で花婿を誉め過ぎるのはタブーだよ。婚礼では花嫁を誉めなくては」

　たしなめるように呟いた瞬間、ボラドの表情がかすかに引き攣るのが見えた。ボラドの視線が戸惑うように宙を泳ぐ。

「まったく違う土地に来て不安な花嫁を歓迎するのが婚礼だろ」

　ボラドに言い聞かせるように言葉を続ける。そのまま静かに見据えていると、ボラドは諦めたように小さく息を吐いて、ベールを被った男へと酒杯を掲げた。

「イェフィム族ミド家の新たな花嫁に、祝杯を」

　ボラドのたどたどしい祝福の言葉に、男は反応を返さなかった。ただ、濃いベールの奥から真っ直ぐに前だけを見つめている。ボラドの顔に、再び渋い色が滲んだ。今度は、男に対する不快感を隠そうともしていない。

　うっかり嫌味の一つでも吐いてしまいそうなボラドを抑えるように、ユーティは男の前に置かれていた杯をそっと持ち上げた。ベールを被る男の前へと、濃い朱色の液体が注がれた杯を捧げる。

「柘榴酒を飲んだことはあるか？　イェフィムの柘榴酒は一等美味い。君も飲んでみるといい」

　促すように囁くものの男は頷きの一つも返さない。指先を伸ばして、他の者に見えないようにベールの合わせ目を静かに開く。すると、純白のベールの隙間から燃えるような赤毛が垣間見えた。

　陽に褪せた赤毛、小麦色の肌、そうして短い前髪の下には琥珀色の瞳が見える。猫科の猛獣を思わせる鋭い眼差しがベールの隙間からユーティを斜に睨み付けていた。その心臓ごと射貫くような瞳に、わずかに不整脈を起こしたように鼓動が跳ねる。不意に現れた虎に睨み据えられたような感覚だ。

　隙間から、キツく噛み締められた下唇が見える。男の唇は、小刻みに震えていた。必死に屈辱を噛み殺している表情だ。

　花嫁とは到底思えない。これは間違いなく、荒野を駆ける戦士の顔だ。獲物を狩り、部族を率いるカリスマを持った男だ。

　だが、その戦士は今やユーティの妻になろうとしている。男が望もうが望むまいが、すでに婚姻は結ばれようとしているのだ。

　屈辱に震える男を見つめたまま、ユーティは男の耳元へと唇を寄せた。

「足は痛まないか？」

　そう訊ねると、途端男の瞳に燃えるような憤怒が浮かび上がった。同時に、男の左足爪先がピクリと戦慄わななく。まるでユーティの言葉によって、痛みを与えられたかのように。

　その小さな震えを見下ろしながら、ユーティは男との婚姻が決まった日のことをぼんやりと思い出した。










「花嫁が嫁いでくるぞ」

　イェフィム族の族長であり、ユーティの父であるバッデロがそう告げたのは婚礼の一月ほど前だった。母のアーリア、長兄のボラド、次男のイギー、三男のユーティ、妹のエマ、家族全員が集合した食事の最中だった。

　ユーティはラム肉のスープを啜りながら、父の言葉を聞いた。その瞬間は、特に驚きも戸惑いも感じなかった。そもそも自分とはあまり関係のない話だとすら思っていたからだ。

　最初に声を上げたのはボラドだった。奥歯の辺りでパンを噛み締めながら、わずかに弾んだ声で訊ねる。

「俺の嫁ってことか？」

「そうなるだろうな」

　ミド家の三人の息子は、まだ誰も妻を持っていない。花嫁がくるとしたら、まずは長兄であるボラドのところだ。

　ボラドの目尻がかすかに赤味を帯びる。ようやく一人前として家族を持てる喜びがその顔に滲んでいた。ボラドが前のめりになって、勢い込むように喋る。

「どこの娘なんだ？」

「アジムの族長であるギュバル家の娘だ」

　その言葉に反応したのは、ボラドではなく次男のイギーだった。イギーは野狐じみた切れ長な目を、更に糸のように細めると、苦々しい口ぶりで言った。

「父さん、本気かよ。アジム族なんてことあるごとに難癖を付けて、他の部族を襲撃してるような血の気の多い連中だぜ。よりにもよってその族長の娘が、どうしてうちに嫁いでくる。厄介な火種を抱え込むだけじゃねぇか」

　口調はぶっきらぼうだが、イギーの言い分は正しかった。

　アジム族は武闘派として名高い好戦的な部族だ。何よりも誇りを重んじ、我らに対する侮辱は死を持って償わせる、と公言している。馬術に長け、一人一人の闘争心も強い。

　イェフィム族とは敵対関係にはないが、だからといって友好的でもなかったはずだ。そんな部族の娘が、なぜイェフィムに突然嫁いでくることになるのか。

「父さん、あたしも反対。アジムの娘って、男に混じって狩りに出たりするような乱暴者だって聞いたことある。血の滴る生肉をそのまま食べたりもするんですって。そんな人が義姉さんだなんて、怖いわ」

　ユーティよりも四つ年下、今年で十四歳になる妹のエマがそう言って唇を尖らせる。首を左右に振ると、腰まで伸ばされた二つのおさげが小さく揺れた。

　その声に続いて、母のアーリアが頬に手を当てて呟くのが聞こえた。

「あら、生肉だなんて……それは困るわねぇ」

　眉尻を下げてはいるものの、その間延びした声音には大した困惑も滲んでいなかった。天然気味な母のことだから、明日の夕飯に迷ったぐらいにしか感じていないのだろう。

　家族からの批判に、父は静かな声を返した。

「お前たちの言い分も解る。だが、向こうからの申し出だ。無碍むげに断れば、一族を侮辱したと取られて襲撃される。断る方法はない」

「嫁いできた花嫁がうちに蔑ろにされているとでも訴えたら、逆にイェフィムが襲われる理由を作っちまうことにはならないか？」

　念を押すようにイギーが問う。父はゆっくりと頷いた。

「その可能性もあるだろう。だからこそ、どんな嫁が来ようとも大事にしなくてはならない。甘やかせということではなく、家族の一員として尊重する。それが肝要だ」

　その言葉で、父がすでに覚悟を決めていることが解ったのだろう。イギーが大きく息を吐いて、諦めたように肩を落とした。エマはまだ不服げな表情を浮かべていたが、それ以上文句を言い出すこともない。

　父が家族へと視線を巡らせる。

「婚姻は一月後だ。ボラド、構わないな」

「あぁ、勿論だ。どんな嫁が来ても、イェフィムの次期族長として受け入れる覚悟はある」

　右拳で胸をどんと叩きながら、ボラドが答える。その声音は、嫁いでくる妻への期待に満ちていた。

　ボラドの悩みすぎない性格がユーティには好ましかった。やや短絡的な性格とも言えるが、一族の長は多少楽天家な方が有り難い。ボラドに足りない部分は、慎重派のイギーが補ってくれるだろう。何だかんだ言いながらも、イギーが面倒見の良いことをユーティは知っている。

　ボラドの自信に溢れた仕草を眺めてから、父は最後にユーティへと視線を向けた。

「ユーティ、お前も異論はないな」

　確かめるような父の声に、ユーティは軽く右手を上げた。

「俺は、父さんの判断も、ボラドの覚悟も信頼してるよ」

　暢気に答えるユーティを見て、イギーが呆れたように溜息を付くのが聞こえた。

「お前は相変わらず暢気な奴だな。もう少し自分の意見ってものがないのか？」

「自分の意見かぁ。でも、決断は父さんやボラドがしてくれるし、心配しなくてはいけないことはイギーが言ってくれるだろう？　わざわざ俺の意見を挟む必要がないだけだよ」

　そう穏やかに返すと、イギーは小さく肩を竦めた。

「お前なぁ、そんな流されっぱなしじゃ、いつかとんでもねぇ嫁を掴まされることになるぞ」

「とんでもない嫁？」

「そうだな、たとえば料理も裁縫もできない、筋肉だらけで男みてぇな嫁とか」

　その喩えに思わず噴き出しそうになった。くっくっと背中を笑いに震わせていると、エマがたしなめるように呟いた。

「笑いごとじゃないわよ。イギーの言うとおり、ユーティはちょっと抜けてるところがあるんだから、ちゃんとした人にお嫁さんに来て貰わなくちゃ」

　まるで母親のような口調で諭される。エマは一番歳の近い兄に対して、やや弟に対するような過保護さを向けてくるところがある。ユーティのどこかふわふわとした捕らえ所のない性格がそうさせているのだろう。実際三男という立場なおかげか、家族の中で一番気楽に暮らさせて貰っている自覚はあった。イェフィム族が末っ子相続でなくて良かったと心底思う。

　イギーとエマから向けられる心配げな眼差しを見返しながら、ユーティはのんびりと呟いた。

「そうだな。どんな相手でも、愛せるように努力するよ」

　ユーティの的外れな言葉に、イギーとエマが脱力したようにガックリと肩を落とす。その様子を眺めて、母が小さく笑い声を上げるのが聞こえた。










　その時は、アジム族の娘を受け入れることで全員が納得した。だが、その二十日後に事態は急変した。

　婚礼の四日前、ようやく花嫁がミド家へと訪れることになった。

　ボラドは朝からそわそわと落ち着きがなく、やたらと鏡を覗き込んでは短い髪を撫で回していた。イギーは口数が少なく、エマはむっつりとした表情で刺繍をしている。ユーティは、いつも通り家の外で山羊たちの世話をしていた。

　昼過ぎに、地面を蹴る馬蹄ばていの音が聞こえてきた。地鳴りじみた振動、舞い起こる土埃、そして馬の嘶いななきが近付いてくる。その音は、ミド家の前で止まった。

　十頭ほどの馬に、猛々しい顔立ちをした男たちが跨がっている。銀糸で刺繍が施された漆黒の長衣を纏い、荒野を走る者らしくその髪色は赤っぽい色に褪せていた。腰帯には三日月のように湾曲した刀剣が差されている。一目見て、荒事に慣れた戦士たちだと判った。

　大量の馬の気配に驚いて、草を食んでいた山羊たちが驚いたように家畜小屋へと我先に走っていく。山羊たちが逃げまどう庭に立ったまま、ユーティは男たちを眺めた。

　ユーティの視線に気付いて、先頭にいた男が馬上から声を上げる。四十過ぎであろう、左頬に大きな刀傷のある男だ。

「貴様は、ミド家の者か」

　まるで腹の底から轟くような、威圧的な声音だった。声だけで相手を踏み躙るような傲岸ごうがんさが滲んでいる。

「はい、ミド家三男のユーティと申します。貴方がたはアジム族の方ですか？」

「そうだ。花嫁を連れてきた。イェフィムの族長を呼んでもらおう」

　ほとんど命じるような口調で言い切って、刀傷のある男が馬から飛び降りてくる。それに合わせて、次々と他の者たちも馬から降りた。

　だが、その中で一人だけ馬から転がり落ちるように降りたものがいた。落馬まではいかないが、地面に着地した瞬間、ガクリと左膝を折っている。蹲うずくまったまま立ち上がろうとしない男を見て、ユーティは男の傍へと駆け寄った。

「大丈夫ですか？」

　声を掛けながら、ゆっくりと右手を伸ばす。だが、肩先へと触れようとした瞬間、その手のひらが勢いよく弾かれた。

　蹲うずくまっていた男がユーティの手を跳ねのけて、鋭い眼差しで睨み付けている。その憎悪を滲ませた琥珀色の瞳に、一瞬ぞくりと背筋が粟立つのを感じた。

「俺に、触れるな」

　明らかな拒絶を滲ませた声に、返す言葉をなくす。

　唖然としているうちに、男は静かに立ち上がった。そのまま左足をずるずると引き摺って歩き出す。よく見ると、左足がわずかに捻ねじれているのが衣服の上からも判った。

　それほど古くはない怪我なのか、歩く度に痛みに眉を顰ひそめているのが見える。この足でよく長時間馬に乗れたものだ。

　苦痛に顔を歪ませる男を見て、ソバカス面の男が小馬鹿にするような声を上げる。

「お嬢ちゃんは一人じゃ歩けないのかなぁー？」

　にたにたと湾曲した目がひどく気色悪かった。声からも顔からも、底意地の悪さが滲み出ている。だが、その『お嬢ちゃん』という一言がユーティには理解できなかった。見渡しても、この場にいるのは全員男性のように思える。花嫁を連れてきた、と言ったはずなのに。

　ユーティが呼びに行くよりも早く、騒ぎを聞きつけた父やボラド、イギーが家の外に出てくる。エマは、扉の隙間から怖々とした視線でこちらを見つめていた。

　父が一歩進み出て、口を開く。

「ようこそいらっしゃいました。私はミド家の家長バッデロと申します」

「私はギュバル家の家長ギバと言う」

　刀傷のある男、ギバは相変わらず威圧的な口調を崩さずに言った。その返答に、父が訝しげに眉を顰める。

「……確かギュバル家の家長の名は、シバだったかと思いますが」

「シバは私の兄だ。二月ほど前に事故で亡くなり、私がギュバル家を、アジム族を引き継いだ」

　父の眉間の皺が深くなる。予想外の事態に、その瞳に警戒の色が滲んでいた。きょろきょろと周囲を見渡していたボラドが困惑した声で呟く。

「花嫁はどこだ？」

　ボラドの言葉に、唐突にソバカス面の男が噴き出した。腹を抱えて、げひゃひゃひゃと下品な笑い声を上げている。その笑い声に、ボラドとイギーが露骨に顔を歪めた。自分たちが嘲られていることを、その笑い声で感じ取ったのだろう。

　笑い続けるソバカス面の男をたしなめるように、ギバが声を上げる。

「ヤッソ、止めろ」

「父さん、だってよォ……」

　父さんと呼んだところを見ると、ヤッソはギバの息子らしい。ヤッソはまだ腹を抱えて、ヒィヒィと掠れた笑い声を漏らしている。

「ヤッソ、二度も言わせるな」

　ギバが低く唸るような声で言い放つ。途端、ヤッソが慌てて口を噤むのが見えた。それでも、その目元は醜悪に歪んでいる。その目線の先には、先ほど左足を引き摺っていた男が立っていた。

　ギバが足が不自由な男の右腕を鷲掴んで、引き摺るようにして父の前へと突き出す。

「これが花嫁のカヤだ」

　その一言に、一瞬でミド家全員の動きが止まった。ボラドは唖然とした表情を浮かべ、イギーは苦虫を噛み潰したように唇を歪め、父は憎々しげにギバを睨み付けている。

　ユーティは、カヤと呼ばれた足の不自由な男を、ただ真っ直ぐ見つめていた。カヤは、じっと地面を見据えたまま動こうとはしない。

　父が怒りを堪えるように、殊更ゆっくりと唇を開く。

「そちらは男性のように見えますが。私たちが待っていたのはギュバル家の娘です」

「これがギュバル家の娘だ。亡くなった前族長のたった一つの忘れ形見だな」

「馬鹿な」

　父がらしくもなく感情的に吐き捨てる。どう見ても男であろう人間を、無理やり娘だと言い聞かせて押し付けるなど、こちらを愚弄にするにも程がある。ミド家だけでなく、イェフィム族まで侮られていることは明白だった。

　だが、父の怒りに頓着する様子もなく、ギバはその口元に粘着いた笑みを浮かべた。

「ミド家の家長は、アジム族を馬鹿だと申されたか？　我々を侮辱するつもりか？」

「先に侮辱しているのは、そちらです」

「我々は約束どおり花嫁を連れてきた。そちらが花嫁を気に入るか気に入らないかは我々の責任の範疇外だ。だが、せっかく連れてきた花嫁を受け入れぬと言うのであれば、アジム族への宣戦布告と取らせてもらう」

　尊大極まりないギバの返答に、父の顔が鬼のように歪んでいく。ユーティは生まれて初めて父が怒り狂うのを目にした。普段は冷静な父が怒りに我を忘れようとしている。ボラドとイギーも同様に屈辱に打ち震え、猛たけっている。

　それを感じ取った瞬間、咄嗟にユーティは父の右肩を掴んでいた。父がハッとしたようにユーティを振り返る。ユーティは一歩前に進むと、朗々と声を上げた。

「花嫁を頂きます」

　その一言に、俯いていたカヤが視線を上げるのが見えた。カヤは信じられないものでも見るかのようにユーティを見つめている。

　微笑むユーティを見て、にたにたと笑っていたギバとヤッソたちが笑みを引っ込めた。

「我らの花嫁をお連れ頂き、誠に有り難うございます。ギュバル家の皆様のご厚意に、心より感謝申し上げます」

　心にもない言葉がすらすらと唇から溢れてくる。にこにこと微笑むユーティを見て、鼻白んだようにヤッソが「ヘッ」と小さく吐き捨てるのが聞こえた。露骨に面白くない表情をしている。

　ユーティは緩く息を吐き出すと、カヤへと向かって手を伸ばした。

「ミド家にようこそ。家族の一員として、貴方を歓迎します」

　差し出されたユーティの手のひらを見つめたまま、カヤは動こうとはしない。仕方なくユーティはカヤの手首をそっと掴んだ。掴んだ手のひらは、今度は振り払われなかった。

　よろめくカヤを傍らへと引き寄せた途端、ギバが舌打ちを漏らした。まさかミド家が花嫁を受け入れるとは思っていなかったのだろう。予想外の事態に、忌々しさを隠し切れていない表情だ。

「それを家族と呼ぶか」

「はい、我々の家族です」

　淀みなく答える。睨み付けてくるギバの眼差しを、ユーティは真っ直ぐ受け止めた。

　ようやく冷静さを取り戻したのか父が淡々と声を上げる。

「長旅で花嫁も疲れていることでしょう。皆さんも慣れぬ場所では落ち着かないかと思います。お話も切り上げて、今日はこれにて失礼させて頂いても宜しいでしょうか？」

　伺いをたてるような台詞だったが、その声音には有無を言わせぬ響きがあった。父の目には据えた光が宿っている。

　ギバが唸るように声を漏らす。

「貴様……」

「この婚姻が結ばれることによって、より一層アジムとイェフィムの友好的関係が深まると信じております」

　ギバの言葉を遮るように、父は上っ面だけの友好の言葉を吐き出した。その言葉に、ギバが不愉快そうに唇をへし曲げる。しばらくギバは父を睨み付けていたが、そのまま何も言わずに馬へと飛び乗った。

「確かに、花嫁は渡した」

　言い捨てて、ギバが土煙を上げて去っていく。その後ろを、馬上に戻ったアジム族が追いかけて行く。最後にヤッソが振り返って、甲高い声を上げた。

「せいぜい可愛がってやりな！」

　嘲笑の声に、ボラドとイギーが歯噛みする。

　ユーティは、所在なく立ち尽くすカヤを静かに見つめた。カヤの手のひらはキツく握り締められている。その手のひらの隙間からぽたぽたと赤い血が乾いた地面へと零れ落ちていた。










　アジム族が去ってからの数時間、ミド家は荒れに荒れた。

　カヤを二階の部屋へと押し込んで、一階の居間で家族会議が開かれた。一番声高々に吼え猛ったのはボラドだ。自分の花嫁が来るはずが、男が来たのだから、いきり立つのも当然だろう。

「何なんだ、あいつらは！　一体どういうつもりで、あんな男を連れて来やがった！」

　檻の中の獣のようにぐるぐると同じところを回り続けていたボラドが地団駄を踏んで喚き散らす。

「どういうつもりかなんて解り切ってるだろうが。あいつら、俺たちを挑発してるんだ。男を花嫁として連れて来て、断ったらアジムを侮辱したって難癖付けて、イェフィムを潰しに来るつもりなのさ。畜生、ふざけやがって」

　吐き捨てて、イギーは鼻梁に深々と皺を寄せた。苛立ちを抑えるためなのか、イギーはしきりに小刀を動かして小枝を弓矢の形に削っていた。イギーの膝元には、削られた木屑が散らばっている。

　ユーティは、緩く二階を仰ぎ見た。もしかしたら、ボラドとイギーの声は、カヤに聞こえているかもしれない。

「ねぇ、あんな人、今すぐ追い出しましょうよ……。目が獣みたいにギラギラしてて怖い……」

　きっと何か酷いことをやらかすに違いないんだから、と怯えた声音でエマが囁く。震えるエマの肩を、慰めるように母が抱き締めていた。

「そうだ！　この家から放り出せ！　いいや、八つ裂きにしてアジム族に送り返してやればいいんだ！」

　ボラドが怒りに任せて吼える。

「いや、死んだことがバレたら、それもアジム族に攻撃される理由になっちまう。バレないように殺して、死体は荒野にでも埋めるか……」

　ボラドに煽られて、イギーまで物騒なことを言い出す。イギーが握り締めた小刀が炎に反射して、鈍く輝くのが見えた。ミド家一家があの足の弱い男を追い詰めて、嬲り殺しにするのか。それは随分と凄惨な光景のように思えた。

　それまで目蓋を伏せていた父が目を開く。

「……アジムの前族長のシバは、こちらが礼節を返せば、決してそれを裏切ったりはしない誇り高い男だった。だが、新たに族長になったギバという男は、それとは真逆の男のようだな。なぜ突然イェフィムに花嫁を嫁がせると言ってきたのか不思議だったが、これで解った。アジムはイェフィムを攻撃する要因を作ろうとしている。その要因があの『花嫁』だ」

　怒りすら越えてしまったかのように、父の声はひどく冷淡だった。底冷えした声音に、わずかに皮膚が凍える。

　父の言葉に、ボラドが同調するように叫ぶ。

「だから、とっととあの男を……！」

「殺すことは、できない。アジム族は目敏く、執念深い。あの『花嫁』が消えれば、我々が『何を』したのか直ぐに気付くだろう。いなくなったことが解った瞬間に、アジムはイェフィムに牙を剥く。それは間違いない」

　悟り切った父の様子に、ボラドがぐっと言葉を飲み込む。小刀を動かしていたイギーが据えた眼差しで、父を見つめた。

「じゃあ、俺たちはどうすりゃいいんだ。あんな爆弾を家の中に置いておかなきゃなんねぇのか。足も弱くて、クソの役にも立たねぇ穀潰しを養ってやるなんて、冗談じゃねぇよ」

「それでも、我々はあの男を『花嫁』として受け入れなくてはならない」

　怒りを滲ませたイギーの言葉に、それでも父は事務的な声で呟いた。その一言に、ボラドの顔面からサッと血の気が引いていく。

「ま、まさか、本当に結婚しなくちゃいけないのか？」

　父の言葉で、ようやくあの男が自分の花嫁としてやって来たことを思い出したのだろう。動揺を滲ませたボラドの声に、無表情だった父の顔に初めて同情の色が滲んだ。

「そうだな」

「お、俺は……」

「ボラド、誰かがあの花嫁の夫にならなくてはならない」

　ボラドの唇がわなわなと震える。だが『誰かが』という父の一言を聞いた瞬間、ボラドはキツく唇を噛み締めた。もしも自分が拒否すれば、望まぬ夫の役割を弟たちに押し付けることに気付いたのだろう。

　固く目蓋を閉じたまま、ボラドが呻くように呟く。

「……ど、どんな嫁がきても受け入れると覚悟していた。俺が、あの男の夫になる」

「馬鹿言うな。お前はイェフィムの次期族長だぞ。族長の妻が男だなんて笑い話にもならねぇ。俺が夫役を引き受ける」

　噛み付くように言い放つイギーを、ボラドが険しい眼差しで睨み付ける。

「馬鹿野郎。弟に厄種やくだねを押し付けるような奴が次期族長になれるか」

「上に立つ人間が厄種背負うことの方が馬鹿じゃねぇか。要らねぇもんは下のもんに押し付けて、お前はどんと構えてりゃいいんだ」

　言い合うボラドとイギーの姿を、ユーティはじっと眺めた。二人の押し問答が右から左へと抜けていく。言い争っている二人の声をどこか遠くの出来事のように聞きながら、ユーティはぼんやりとカヤの姿を思い出した。

　乾いた赤毛、琥珀色の瞳、あの猛々しい眼差し。まるで刀の一太刀のように、目蓋の裏に深く刻まれて離れない。

「――俺が貰うよ」

　無意識に唇が動いていた。その口調があまりにも穏やかだったから、ボラドとイギーは一瞬ユーティが何を言ったのか解らなかったようだった。二人とも目を丸くして、この暢気な三男が今度は何を言い出したんだ？といった表情を浮かべている。その表情に小さく笑い声を零しながら、ユーティは繰り返した。

「俺があの人を貰う」

　自分でも不思議なほどに心は平たいらかだった。悲壮な決意も、甘美な自己憐憫もない。無理に押し付けられたのでもなく、自己犠牲の精神で引き受けたのでもなく、ただ当たり前のように自分があの男を貰うべきなのだと、その瞬間思った。

「ユーティ、引き受けてくれるか」

　確かめるように父が言う。父の眼差しを見返しながら、ユーティは頷いた。

「俺は三男だから族長にも補佐にもならない。俺が貰うべきだと思う」

　客観的に見ても、役割を持たない三男が持て余している花嫁を引き受けるべきだろう。逆に言ってしまえば、こういう時のためにユーティはミド家で育てられてきたのかもしれない。兄二人が背負えないものを代わりに背負うために。ふと、そう思った。

　だが、その時エマの劈つんざくような声が響いた。

「ダメよ、絶対にダメっ！　何でユーティがそんなハズレくじ引かなきゃいけないの！　父さん、ユーティが断れないからって、あんな人と夫婦にさせるなんて酷いことしないでっ！」

　エマがまるで守るようにユーティの腕を抱き締めてくる。その瞳は真っ直ぐに父を睨み付けていた。

「エマ、俺は押し付けられて、あの人を貰うわけじゃないよ」

　そう諭すように呟く。だが、エマは頑なに首を左右に振った。

「嘘よ、そうやってユーティはいっつも皆の余り物ばっかり貰うことになるんじゃない。ご飯だってお土産だって、ユーティは兄さんやあたしに先に選ばせて、残った物を貰ってるって私知ってるんだから。そのうえ、こんな……お嫁さんまで貧乏くじ引かされるなんて……ユーティが可哀想過ぎるじゃない……」

　ぐずと鼻を鳴らして、エマが涙ぐむ。

「そうだ、ユーティ。俺が最初に嫁を貰うと言い出したんだ、俺があれを引き受ける」

「お前にゃ、あんな獣は扱い切れねぇだろう。無理すんな」

　エマの涙に触発されたように、ボラドとイギーまで過保護なことを言い出す。腕にしがみ付いたまま小さくしゃくり上げるエマに、ユーティは困り果てたように頭を掻いた。

「みんな、心配しなくても大丈夫だ」

「大丈夫なわけ……」

「犠牲になるつもりで言い出したんじゃない」

　そう告げると、ボラドとイギーは納得できないように眉を顰ひそめた。エマは目に涙を浮かべながら、掠れた声で呟いた。

「犠牲じゃないなら、なんだって言うのよ……。男と結婚するなんて、皆から笑われて、気の毒だって哀れまれるわ……。自分の子供も抱くことができないのよ……」

　心からユーティを気づかうエマの声に、申し訳ないなという気持ちは湧いてきても、逡巡や迷いは欠片も浮かんで来なかった。きっと、あの男の手を掴んだ瞬間から、ユーティの心は決まっている。

　男に一目惚れしただとかそんなロマンチックな理由ではなく、やっと自分の役割を果たす時が来たんだと理解しただけだ。

　震えるエマの肩をそっと抱き寄せて、その頭を緩く撫でる。エマはユーティの胸元に顔を埋めて、声も出さずに啜り泣いた。じわりと服越しに皮膚へと染み込んでくるエマの涙を感じながら、ユーティはその耳元へとそっと囁いた。

「エマ、泣かなくていい。何も悲しいことなんてない」

「いやよ。ユーティ、ちゃんと嫌だって言って。いつもみたいに流されたりしないで」

「流されたんじゃない。俺の選択だよ」

　はっきりと口に出す。エマがハッとしたように顔を上げる。その潤んだ瞳を見下ろして、ユーティは繰り返した。

「俺の選択だから」

　だから、これ以上何も言わないでくれ。と祈るような気持ちで言う。ユーティのためを思ってくれているエマに申し訳なかったが、エマが泣いても喚いても、ユーティの決意は揺らぐことはない。

　それにユーティがあの男を貰わなくては、このどん詰まりな現状が変わることもない。優先すべきはユーティ一人の幸福ではなく、イェフィム族の存続の方なのだ。

　しゃくり上げながらも口を閉ざしたエマの代わりに、父がようやく結論を口にする。

「ユーティ、お前に任せる」

　どうしてだろう。父のその言葉を聞いた瞬間、ユーティはひどくほっとした。ずっと宙ぶらりんだった自分に、ようやく明確な役割が与えられたような気がしたからだ。

「有り難う、父さん」

　損な役回りを与えられたにも関わらずお礼を言うユーティを見て、エマが胡乱うろんげに顔を顰める。エマは、どうしてユーティが父に感謝するのか、その理由を理解できないのだ。ただ父だけが理解したように、深く頷いた。

　ユーティは、その場からゆっくりと立ち上がった。家族の円から抜け出て、二階の一室に閉じ篭もったままの男の元へと向かう。ユーティの花嫁の元へと。










　消毒液と包帯を持って、扉を叩いた。しばらく待ったが、扉は開かず、返事も返ってこない。ただ重たい沈黙ばかりが扉の奥から伝わってくる。数分待ってから、仕方なく勝手に室内へと入った。

　部屋の中は暗く、ランプ一つ灯されていない。二、三歩足を進めた時、不意に手負いの獣のような唸り声が部屋の奥から聞こえてきた。目を凝らすと、部屋の隅に黒い影が蹲っているのが見えた。

「さっき手を怪我しただろう。手当てをしに来たんだ」

　包帯を掲げて、声を掛ける。先ほどカヤの手のひらから血が滴っていたのを覚えていた。小さな傷だが、放っておけば化膿してしまう。

「遅くなってすまない。そちらに行ってもいいか？」

　そっと暗がりへと足を踏み出すと、途端噛み付くような声が響いた。

「近寄るな！」

　それは怒声というよりも悲鳴のように聞こえた。傷を負った獣が怯えて、牙を剥いているかのようだ。

　その場に立ち止まったまま、影をじっと見つめる。暗闇の中、廊下から漏れ入る光に反射して、琥珀色の瞳だけがギラギラと鈍く光っていた。光の加減によって、その瞳は金色にも白銀にも見える。まるで万華鏡のように複雑な色彩だ。

　その隠微いんびな輝きを見つめながら、ユーティはゆっくりと声を上げた。

「なら、ここに消毒と包帯を置いていく。自分で手当てはできるだろう？」

　屈んで、床の上へと消毒液と包帯を置く。だが、影は微動だにしない。侵入者を警戒するように、部屋の隅で固まったままだ。敵対者を睨みつけるジャッカルの子供のようだと思った。

「君に誤解がないように言っておきたい。俺は、君が嫌がることはしない。決して。これだけは約束する」

　少しでも警戒を解きたくてそう宣言するが、相変わらず返事は戻ってこなかった。きっとまだ落ち着いて話ができる段階ではないのだろう。

　おそらくカヤ自身も、今の状況は受け入れがたい状態なのだ。カヤの様子からして、自ら望んで花嫁としてここに来た訳ではないのだろう。おそらくは有無を言わさず押し付けられた。生まれ育った一族に、まるで捨てられるように置き去りにされた。ゴミのように、生け贄のように、ただ独り放り出されて――

　そう考えれば、ユーティは兄たちのようにカヤを憎む気持ちは湧いてこなかった。ただ切ないと思うだけだ。見知らぬ土地に独りぼっちは、ひどく心細いだろうと。

「――寂しいな」

　小さく、独り言のような言葉が零れた。それがカヤへと向けた言葉なのか、それとも他の誰かに向けた言葉なのかは自分でも解らなかった。声は空中へと浮かんで、儚く霧散していく。こんな言葉に、感情に意味はない。

　カヤが視線を持ち上げて、ユーティを真っ直ぐ見据えているのが判る。その視線から顔を逸らして、ユーティはのんびりとした声を上げた。

「後で食事を持ってくる。最近は新鮮な肉が手に入っていないから干し肉にはなるけど……母さんとエマの料理は美味いよ」

　そう呟いて、扉の方へと踵を返す。扉から出て行こうとした瞬間、暗闇から小さな声が聞こえた。

「お前は俺に同情してるつもりか？」

　初めてカヤの声をきちんと聞いた気がした。かすかにくぐもった、感情を押し殺したような低い声音。ユーティは立ち止まり、緩く振り返った。

「さぁ、解らない」

「解らないだと？」

「君も俺も、結局は同じだ。これから運命共同体になるんだから」

　運命共同体、夫婦になるのだと思えば、ユーティはカヤに同情する気持ちにはなれなかった。カヤを哀れむことは、自分自身を哀れむことに他ならないからだ。

「お前が、花婿か」

　確かめるというよりも、解り切った事実を唾棄するような声音に聞こえた。

「そう、俺が君の花婿になる」

「哀れなもんだな。『貧乏くじ』を引かされて」

　やはり先ほどの家族の会話は、カヤにも聞こえていたのだろう。暗闇から嘲あざけるような掠れた笑い声が聞こえてきた。だが、ユーティを嗤わらっているのではない。それは自分自身を嘲あざけっている声だ。

　まるで道化師のような乾いた笑い声を聞きながら、ユーティはじっと暗闇を見つめた。悲しく嗤わらう男の姿を暗がりの中から見通すように。

「俺は、自分を哀れだとは思わない。君を『貧乏くじ』だとも思わない。君が俺のところに花嫁として嫁いできてくれた。ただ、それだけのことだ」

「嘘をつけ。男の花嫁なんざを歓迎する奴がどこにいる」

　吐き捨てるようなカヤの声音。

　次の瞬間、ふらりと影が立ち上がるのが見えた。カヤは左足を引き摺りながらも荒い足取りでユーティへと近付いてくる。

　そうして、右腕を伸ばすと、ユーティの胸倉をキツく鷲掴んだ。勢いのまま壁へと背を叩き付けられる。瞬間、衝撃にグッと息が詰まった。

「なぜ、俺を殺さない。お前たちは侮辱されているんだぞ」

　至近距離に燃える瞳があった。鼻先が触れそうな程の距離で、カヤがユーティを真っ直ぐに睨み付けている。その狂暴な眼差しに、腹の底がまたひやりと凍えるのを感じた。

　この男の目は、凶器だ。振り下ろされる棍棒のように、切り付けてくる剣のように、他人の心を粉々に破壊して、根こそぎ奪っていく。

　奥歯をキツく噛み締めたカヤが唸るように続ける。

「侮辱には死をもって償わせる。たとえどれだけの年月が経とうと、どれだけの犠牲が出ようと、屈辱は晴らさなくてはならない。俺たちは、ずっとそうしてきた」

　俺たちというのはアジム族のことだろう。誇りと栄誉を重んじるアジム族が受けた屈辱を晴らすためにどれだけの部族と戦ってきたのか。どれだけの血と死にまみれてきたのか。ユーティは知らないし、知りたいとも思わない。

　カヤを見据えて、ユーティは静かに声を上げた。

「それでは、君は考え方を変えるべきだ。イェフィムは争いを嫌う。ここは恨みも怒りも、すべて水に流して生きてきた土地だ。俺は、君を受け容れた。君はもうアジムの者じゃない。イェフィムの、俺の嫁だ」

　そうはっきりと告げる。瞬間、痛みを堪えるように歪んだカヤの顔が見えた。

　胸倉を掴むカヤの拳へと手を伸ばす。指先が触れた瞬間、熱い物にでも触れたかのようにカヤの拳が跳ねて、素早く離れていった。遠ざかる指先がかすかに戦慄わなないている。視線を落とすと、その左膝頭も小刻みに震えているのが見えた。

「足が痛むのか？」

　問い掛けると、またカヤの瞳に憎悪が滲んだ。

「お前には、関係ない」

　すべてを拒絶するようなカヤの返答に、ユーティは言葉を詰まらせた。無理に聞き出そうとしても、今はカヤの神経を逆撫でにするだけだ。そう諦めれば、再び踵を返して部屋の扉へと足を進めた。

　扉から出る直前、呟いた。

「婚礼は四日後だ。君はベールを被って座っておくだけでいい。もしそれも辛いなら、俺に言って欲しい」

　返事は返ってこなかった。暗闇へと語りかけるように囁く。

「食事と一緒に、痛み止めになる煎じ薬を持ってくる。部屋の前に置いておくから、足の痛みが酷いようなら飲んでくれ」

　それだけ言い残して、扉を静かに閉ざす。

　婚礼までの四日間、カヤは部屋から一歩も出てこなかった。










　そうして婚礼当日。

　ベールの隙間から垣間見たカヤの顔には一週間前と同じ、警戒と拒絶、そして憎悪が色濃く浮かび上がっていた。その眼差しを見つめ返しながら、ユーティは柘榴酒が注がれた杯をカヤへと近付けた。

「朝から何も飲んでいないだろう。まだ婚礼は続く。少しだけでも水分を取っておかないと、気分が悪くなるぞ」

　そう囁くと、カヤは躊躇うように唇を歪めた後、ようやく杯を受け取った。その指先がかすかに震えているのは緊張のせいか、それとも怒りのせいだろうか。柘榴酒を含んだカヤの咽喉が上下に動くのを、ユーティはベールの隙間から見つめた。

　その時、入口の方から雄々しい声が聞こえてきた。

「ユーティ！」

　呼ぶ声に、視線を巡らせる。叔父のバハルが近付いて来るのが見えた。

「叔父さん、来てくれたんだ」

「当たり前だろう。可愛い甥っ子の婚礼なんだからな」

　ふさふさとした髭を手のひらで撫でながら、叔父はユーティの斜め前へとどっかりと腰を下ろした。隣に座っていたボラドの肩をぐいっと抱くと、茶化すような笑みを浮かべる。

「ボラドも、まさか一番下の弟に先を越されるとはなぁ」

「うるせぇな」

　叔父の言葉に、ボラドが煙たがるように片手を左右に振った。実際は兄よりも先に弟が所帯を持つことなどあり得ないのだが、今回は族長である父の一存でユーティの結婚が決まったということになっている。

　その叔父も、まさかユーティの結婚相手が男などとは思ってもいないのだろう。この場所で、花嫁が男だと知っているのはミド家一家だけだ。だからこそ、参列してくれたイェフィムの皆も、この場をめでたいものとして祝ってくれている。

「まぁ、お前にもいつか良い嫁さんが見つかるさ。見つからなけりゃ、うちのヨヨをくれてやる」

「ヨヨはまだ五歳だろうが。いい加減なこと言うなよ」

　これ以上叔父の与太話には付き合ってられるかとばかりに、ボラドが立ち去っていく。ボラドに逃げられてしまうと、叔父は矛先をカヤへと向けた。上から下までベールを被ったカヤをじろじろと無遠慮に眺めて呟く。

「そういえば、あんたは何歳なんだ？」

　叔父の一言で、ユーティはカヤの年齢すら知らないことに気が付いた。押し黙ったままのカヤに顔を寄せて、ベール越しに訊ねる。

「俺は十八だ。君はいくつになるんだ？」

　そっと囁きかけて、辛抱強く答えを待ち続ける。沈黙の後、ユーティにだけその小さな声が聞こえた。

「……二十歳」

　ユーティよりも二つ年上だ。つまり、ボラドと同い年か。そう伝えると、叔父は豪快な声を上げた。

「そうか、年上女房か！　なら、早めに子供を産んでもらえよ！　子供は多ければ多い方がいいからなぁ！」

　そう言って笑う叔父には、娘のヨヨしか子供がいない。叔父の妻は身体が弱く、長い間子供を作ることができなかったのだ。五年前にヨヨが生まれたが、出産に耐え切れず叔父の妻は命を落とした。叔父には、もうヨヨしかいない。

　バンバン子作りに励めと言って、肩を強く叩いてくる叔父に、ユーティは曖昧な笑みを返した。

「それにしても、お前の花嫁は随分と静かだな」

　一向に喋りもしない、ベールを被ったまま微動だにしないカヤを訝しむように叔父が呟く。

「妻はこういう場が得意ではなく、ひどく緊張しているんです」

「だからって、顔の一つぐらい見せてくれてもいいんじゃないか？」

「とても恥ずかしがり屋なんですよ」

　ともすればカヤにまで詰め寄ってきそうな叔父を阻むように、ユーティは答えた。それでも叔父の視線は、カヤから離れようとはしない。

「それに、随分と大柄な女なんだな」

　遠慮のない叔父の一言に苦笑いを返した瞬間、不意に外から馬の鋭い嘶いななきが聞こえてきた。激しい土踏みの音が響いた瞬間、外からざわめきが伝わってきた。驚きと焦りの声が聞こえてくる。

　その数秒後、どかどかと荒々しい足取りで数人の男たちが踏み入って来た。アジム族のヤッソたちだ。

「我らが姉妹の婚礼、祝いに来てやったぞ！」

　押し付けがましい台詞を吐き捨てながら、ヤッソが歪んだ笑みを浮かべる。その眼差しは、ユーティとカヤへと向けられていた。

　それまで参列者たちの対応をしていた父がヤッソたちへと近付いていく。

「……ようこそいらっしゃいました。婚礼の日取りをお伝えしたのに返事が返ってこなかったので、まさか来られるとは思っておりませんでしたが」

「美しい花嫁の姿を一目見たくてなァ。同じ部族だった者としては、祝いの言葉の一つでも投げてやらなくては」

　棘のある父の言葉に反応を返さず、ヤッソはただニタニタと嫌らしい笑みでカヤを見つめている。そうして参列者たちを押しのけるようにして、こちらへと近付いて来た。ヤッソたちが放つ不穏な気配に、参列者たちが怯えたようにざわめく。

「カヤ、めでたいなァ！　従兄弟の俺もお前の花嫁姿を見られて、ひどく誇らしいぞ！　さぞ美しく化けさせてもらったことだろう。顔の一つくらい見せてくれないのかァ？」

　ベールを被ったカヤの顔へとヤッソが鼻先を寄せる。心の柔らかい部分を土足で踏み躙にじるような仕草がひどく不愉快だった。

　カヤは動かない。ただじっと心を殺すように押し黙ったままだ。

「参列している皆も、お前の顔を一目見たいと思ってるんじゃないか？　ほら、ベールをめくって、顔を見せてやれよ」

　ヤッソの手がカヤのベールへと伸ばされる。その手のひらがベールを引き剥がそうとした瞬間、ユーティはヤッソの腕を掴んでいた。ヤッソがぎょっとした表情でユーティを見ている。その表情を見返しながら、ユーティは穏やかに微笑んだ。

「私の妻に、触れないで下さい」

　まるで悪戯っ子に言い聞かせるようなユーティの声音に、ヤッソの顔がカッと怒りに染まるのが見えた。

「……お前の妻、だとォ？」

「そうです。カヤは、私の妻です。夫の前で許可もなく妻に触れるのは、親類といえども無礼に当たるのではないですか？」

　微笑んでいるのに、ユーティとヤッソの間には緊迫した空気が流れていた。先ほどまで騒がしかった婚礼会場が静まり返っている。

「はッ、こんな奴を妻と呼ぶのか。随分と物好きな男だな」

「何とでもおっしゃって下さい。私はカヤを妻として貰い受けました。もうカヤはアジムではなく、イェフィムの人間です。私がカヤを守っていきます。もし貴方が私の妻を愚弄するなら、私が許しません」

「許さない、だとォ？　アジムと戦でもするつもりか？」

　引き攣ったヤッソの声音に、一瞬イェフィムの参列者たちにさざめくように動揺が広がるのが解った。

　イェフィムとアジムが戦争を始めれば、大量の血が流される。戦いに慣れていないイェフィム族が劣勢に立たされることは間違いないだろう。

「いいえ、アジムと戦をするつもりはありません。これは族と族との諍いではなく、貴方と私だけの問題だ。やるならば、個人的に決着を付けましょう」

　声音が荒くならないように、抑えた声で言い放つ。途端、ヤッソの額に稲光のような血管が浮き上がるのが見えた。ピクピクと脈打つ血管が醜く、そして浅ましい。

「……個人的に決着ねぇ。平和ボケした一族のお坊ちゃんが生意気な口を聞くもんだな」

「そうですね……。他人を愚弄することしかできない荒くれ者よりかはマシだと思いますが」

　そう静かに漏らして、にっこりと微笑む。その瞬間、ヤッソの目が極限まで開かれた。見開かれた眼球は、殺意に満ちている。

　ヤッソの手が腰帯に差した剣へと伸ばされる。剣が引き抜かれ、その切っ先がユーティの首を切断しようと真横に振り払われるのが見えた。咄嗟、逃れようと後方へと仰け反る。だが、その切っ先がユーティの首へと届くことはなかった。

　まるで突風にでも吹かれたかのように、視界の端を一瞬で真っ白いベールが通り過ぎる。ベールを振り払って飛び出したカヤが次の瞬間、ヤッソの身体を床へと引き摺り倒していた。剣を握り締めたヤッソの手首と、その喉元を鷲掴んで、カヤが真上から苛烈な眼差しを向けている。噛み締められた唇の隙間から、獣のような唸り声が聞こえてきた。

　ベールを脱いだカヤの姿を見て、参列者たちが大きくざわめくのが聞こえてきた。「男？」「まさか、あれが花嫁なのか？」そんな声が届いてくる。

　ヤッソは驚愕に目を剥いていたが、ざわめきを聞いた瞬間、その唇に歪んだ笑みを浮かべた。

「ふへ、へッ、随分と派手な花嫁のお披露目だなァ」

「黙れ、ヤッソ。今ここで手前てめえの首をへし折ってやる」

　ヤッソの咽喉を掴んだカヤの手に力が篭もる。ヤッソの連れが剣へと手を伸ばすのを見た瞬間、ユーティはカヤの腕を掴んでいた。

「カヤ、駄目だ」

　今ここでヤッソを殺せば、カヤも一緒に殺される。そう告げるように、その横顔を見据える。カヤは血走った眼差しで、ユーティを横目に睨み据えた。眼球の奥で、殺意が燃え盛っているのが見える。威嚇する犬のように、尖った犬歯が剥き出しになっていた。

　緊張の糸が張り詰めていた。だが、数秒後、カヤの腕からふっと力が抜けるのが分かった。カヤはすべてを振り払うように立ち上がると、そのまま左足を引き摺りながら駆け出した。

　左右に割れた参列者たちの真ん中を通って、婚礼会場から逃げ去って行く。その背へとヤッソが叫んだ。

「結婚おめでとう、花嫁様よォ！」

　げひゃひゃ、と下卑た笑い声が聞こえてくる。

　ユーティは、静かに立ち上がった。物言いたげな参列者たちの視線を受けながら、出て行ったカヤを追い掛ける。

　会場から出ると、まず地面に脱ぎ捨てられた花嫁衣装が目に入った。装飾もすべて地面へと捨てられている。

　点々と落とされた衣装や装飾の後を追うようにして進む。その足取りは、住居が多く立てられた場所とは逆の、人気のない川の方へと向かっているようだった。

　嫌な予感がして、ユーティは駆け出した。消えたカヤの姿を、必死で追い求める。

　そうして、川縁へと辿り着いた時、水面を波打たせながら川の中へと入っていくカヤの姿を見つけた。カヤは白い肌着だけを身に付けて、ずんずんと川の深い場所まで突き進んでいっている。

「カヤ！」

　ユーティの声に、カヤがハッとしたように振り向く。その背を追うように川へと足を踏み入れた瞬間、カヤが引き攣った声で叫んだ。

「来るなッ！」

　そう喚いて、カヤは焦ったように水の中へと突き進んでいく。もう胸元まで水に浸かっていた。

「カヤ、死ぬつもりか！」

　水を掻き分けながら叫ぶと、カヤの憎悪に燃えた眼差しが向けられた。

「お前に何が解る！」

「解らない、何も！　だから、解りたいと思っている！　君と話したいと――」

「黙れッ！　お前なんかに、お前らなんかに解るわけがない！　この悔しさも、屈辱も……誰も、誰にも、解られてたまるか……ッ！」

　カヤの唇がわなわなと震える。川の中程で立ち止まると、カヤは両手のひらを見つめた。指先の隙間から流れ落ちていく水を眺めて、カヤが咽喉を大きく上下させる。

「族長は……父は、殺されたんだ。ギバたちの手によって、狩りに出ている途中、俺と一緒に崖から落とされて……」

　憎悪に満ちていたカヤの瞳に、じわりと悲しみの色が滲んだ。

「……父を助けたかったのに、日が暮れて、足も捻れて動けなかった。……父の身体から体温が消えていくのを、暗闇の中で一晩中感じ続けた。結局、父は朝を待たずに俺の腕の中で生き絶えた。お前だけは生き延びろと言いのこして……」

　カヤの瞳が再び鋭く尖る。悲しみに潤みながらも、憎しみに深く囚われた眼差しだ。

「だが、生き延びたところで何だという。結局俺はギバに捕らえられて、こんな惨めな立場まで追いやられた。復讐したくても、こんな足になって、まともに戦うことすらできない。俺は……俺は、戦士だったのに、父の跡を継いでアジムを率いるはずだったのに……今は男の花嫁だって……？　一族から見捨てられた挙げ句に、誇りも何もない連中どもの餌にされるだなんて、冗談じゃない。お前の妻なんて……冗談じゃない……」

　最後はほとんど呻くような声だった。吐き捨てるなり、カヤは身を翻ひるがえして川の深みへと大きく足を踏み出した。死へと突き進む、迷いない足取りだ。

「カヤ……っ！」

　そう叫んだ瞬間、カヤの姿が水中へと呑み込まれた。ごぼっ、と大きく気泡が水面へと浮かび上がるのが見えた。咄嗟にユーティは水中へと潜った。水を掻き分けて手を伸ばし、カヤの手首を鷲掴んで引っ張る。

　手首を掴まれた瞬間、カヤが振りほどこうと大きく藻も掻がいた。その抵抗を必死にねじ伏せて、カヤの身体を川縁へと無理やり引き摺り上げる。

　水から出た瞬間、カヤが悲鳴のような声で叫んだ。

「死なせろ……！　死なせてくれ……ッ！」

　それは哀願の言葉だった。死を願う悲しい声だ。

　川へと再び飛び込もうとするカヤを後ろから必死で抱き止める。そのままキツく抱き締めていると、濡れそぼった身体が小刻みに震え出した。掠れた嗚咽が聞こえる。

「こんな……こんな人生……耐えられない……。こんな惨めな生き方は……いやだ……もう全部……くるしい……。頼むから、……死なせて……」

　まるで子供に戻ったかのように、カヤは泣きじゃくっていた。たどたどしく死を強請ねだる声が切ない。しゃくりあげる度に、腕の中の身体が小刻みに震える。触れた指先から、カヤの悲しみが伝わってくるかのようだった。その孤独や苦悩が、ユーティの皮膚へと静かに染み込んでくる。

「カヤ……死んだら駄目だ。ここで死んだら、君の人生が本当に惨めなものになる。君を陥れた連中が一生、君を嗤い続けることになる。だから、悔しくても、苦しくても、生き続けるんだ。いつかきっと幸せだと思える日が来るから……」

　祈るように、耳元へとそっと囁き掛ける。カヤの小さな声が聞こえてきた。

「……幸せ、になんて……なれるわけがない……」

　空虚な声は、人生の何もかもを諦めているかのようだった。カヤを抱く腕に力を篭めて、ユーティは力強く言った。

「俺が、君を幸せにする。必ず、君を守る。君を世界で一番大事にする。男だし、子は成せないけど、君を心から愛せるように努力するから……」

　だから、どうか俺と一緒に生きて欲しい。そう小さく囁くと、強張ったカヤの身体から、ゆっくりと力が抜けていくのが判った。カヤは項垂れたまま、赤ん坊のように啜り泣き続けた。

　まるで罅割ひびわれた卵を抱き締めているかのような感覚だった。壊れやすい卵を守るように、ユーティはカヤの身体をそっと抱き締め続けた。

　川のせせらぎが悲しいくらい穏やかに聞こえた。










　それから七日間、カヤは部屋に閉じ篭もった。

　最初の数日間は、部屋の前に置いた食事にすら手をつけなかった。部屋に押し入ったユーティが口元へと料理を近付けると、最初はむずかる子供のように首を左右に振った。それでも無理やり唇に押し付けると、しぶしぶといった様子で食べる始末だった。

　絶望に浸ったカヤを放っておけず、自分の仕事を終えた後はずっとカヤに付き添った。カヤがまた自殺未遂しないよう、眠る時には手を繋いだ。最初は振り払われたが、何度も繰り返すうちに諦めたようにカヤは身体から力を抜いた。

　部屋の外では、相変わらず不安げな家族の眼差しが向けられた。ボラドやイギーは「本当に大丈夫なのか？」と何度もユーティに訊ねてきたし、エマに至っては「家事も手伝わない花嫁なんて！」と姑のように怒り狂った。

　あの婚礼の一件で、ユーティの花嫁が男であることも村の人たちにはバレてしまった。ミド家がわざわざ説明しなくとも、イェフィムを侮辱するために男の花嫁が送られてきた事に気付いているのか、カヤに対する評価は厳しい。外へと出る度に、ユーティには同情と労りの言葉が向けられた。

「ユーティも気の毒に。イェフィムのためにあんな厄介者を背負い込んで」

「ほとぼりが冷めたら、今度はちゃんとしたお嫁さんを貰いなさいね」

「俺の娘を第二夫人にやろうか？」

　そんな言葉が次々と投げ掛けられて、その度にユーティは曖昧な笑顔で誤魔化した。下手に否定すれば、逆にカヤの立場を悪くしかねないからだ。










　ある夜、カヤの啜り泣く声が夢うつつに聞こえた。閉じていた目蓋を開くと、カヤがシーツに額を埋めるようにして泣いているのが見えた。

「かなしいのか……？」

　夢うつつなまま問い掛ける。震える背を緩く撫でると、カヤは駄々をこねるように小さく首を振った。その涙を止めたいのに、ユーティにはどうすればカヤの悲しみを拭うことができるのか解らなかった。

「……ごめんな……」

　小さく囁きかけると、俯いていたカヤの顔がゆっくりと上げられた。水の膜が張って、ゆらゆらと揺らめく琥珀色の瞳を見つめる。

「……どうして、お前が謝る……」

　掠れた声に切なさが募った。

「君は死にたいのに、死なせてやれないから……」

　カヤにとって今の状況はひどく耐え難いだろう。飼い殺しにされるように生を長引かされるなんて、まるで地獄だ。そんな地獄にカヤを引き留めたのはユーティ自身だった。

「……なぜ、俺を生かそうとする」

　涙で濡れた瞳がじっとユーティを見つめる。かすかに不思議そうにも見える、あどけない眼差しだ。

「……俺もさみしいから」

「さみしい？」

「俺と家族とは血が繋がっていない」

　想像していたよりも呆気なく、言葉は唇から零れた。胸の奥に空いた穴から空っぽな音が漏れ出たような感覚だった。

「捨て子なんだ。十八年前にミド家の前に置き去りにされていた」

　このことは父と母以外は誰も知らない秘密だった。ユーティだって、叔父のバハルがうっかり口を滑らさなければ一生知らなかった事実だ。

『お前は兄さんたちと違ってこの家の子供じゃないんだから、その分しっかり恩返ししなきゃなんねぇぞ』

　いつの日か聞いた、酔っぱらって舌ったらずになった叔父の声。

　その言葉を聞いた瞬間、全身の血液が足下まで落ちるのを感じた。頭の中は真っ白で、ただ強張った父と母の顔だけが視界に映っていた。まだユーティが十にもならない頃だった。

「自分がこの家の者じゃないと解った日から、何のために自分はここに居るんだろうと、ずっと考えてきた。何ができるんだろうと」

　独りごちるように呟く。すると、間近にカヤの顔が寄せられた。琥珀色の瞳が至近距離でユーティを睨み付けている。

「……そのできることが、俺の夫になることか？」

　棘のある声だ。

「足の弱い厄種を引き受けて、それで役に立ったと、自分の役目は果たしたとでも思っているのか？　結局お前は、俺を自分の自己満足の道具に使ってるだけじゃないか」

　噛み付くようなカヤの声を、ユーティは静かに受け入れた。

　カヤが怒るのも当然だ。当初花嫁を貰うと宣言した時は、確かにそういう気持ちがなかったといえば嘘になる。ユーティは自分自身のためにカヤを娶めとると決めたと言っても過言ではない。だが、今は――

「はじめは……確かにそう思っていた。君を引き受けるのが、俺がここに居る意味なんだと。これが今まで育ててもらった恩返しになるんだと」

　淡々と言葉を零すと、カヤの瞳に憎悪の炎が滲んだ。尖った眦まなじりから一筋涙が零れるのが見える。その透明な液体の流れを眺めながら、ユーティは囁いた。

「……でも、今は違う。君を妻にすることが俺の役割じゃない。君を、幸せにするのが俺の役目なんだと、そう思う」

　そう呟いた瞬間、カヤの目が大きく開かれた。

「男同士だから本当の夫婦になることはできないかもしれない。だけど、家族として、友人として、きっと互いを支え合うことはできる……。理解して慈しみ合うことも、いつかできるんだ」

　驚きと困惑に満ちた瞳を見つめながら、涙の跡をそっと指先で拭う。

「だから……どうか俺と一緒に生きて欲しい」

　そう囁いた瞬間、再びカヤの瞳から涙が溢れ出した。拭う端から頬が濡れていく。

「カヤ、泣くな。大丈夫だ、全部きっと大丈夫になるから」

　言い聞かせる言葉は綺麗ごとでしかないのかもしれない。慰めにもならない、上っ面だけの言葉なのかもしれない。だけど、ユーティはそう繰り返すしかなかった。この悲しい魂を、どうすれば癒せるのか解らなかった。

　カヤの背をそっと引き寄せる。胸元に抱き締めると、カヤの身体が小さく震えた。










「あの人、いつまで部屋に閉じこもってる気なの!?」

　翌朝も、お決まりのエマの一声から始まった。婚礼があった翌日からエマは毎日のようにカヤへの愚痴を声高に叫んでいる。花嫁がやってきたにも関わらず、仕事が減るどころか、一人分の食事やら洗濯やらの負担が増えただけなのだから、エマが怒るのも当然だ。

　最初は同意を示していたボラドやイギーも、最近では朝のＢＧＭか何かのようにエマの小言を聞き流している。

　母に至っては怒るどころか、新しい息子が増えたとばかりに毎日カヤの服を縫っては「ちょっと派手すぎるかしらぁ」と暢気に呟いていた。父は淡々と現状を受け流しているように見える。

　蜂蜜が練り込まれたパンを千切りながら、ユーティは苦笑いを浮かべて呟いた。

「悪いな、エマ。手間を掛けてしまって」

「そんなのユーティが謝ることじゃないわ！　全部あの人が悪いんだからっ！」

　聞こえよがしにエマが二階を仰ぎ見て叫ぶ。カヤが来て、もう二週間近く経つ。今更カヤに対する遠慮も恐れもなくなってしまったのだろう。

「あんまり責めないでやってくれ。カヤも見知らぬ土地に来て、まだ慣れていないんだ。もう少しだけ時間をあげて欲しい」

　なだめるように言うと、エマが頬をぷっくりと膨らませるのが見えた。

「そうやって……ユーティは優しすぎるのよ！　あんな人を甘やかしてたら、我が家に開かずの部屋ができちゃうわ！」

　開かずの部屋、とエマが仰々しく言い放つものだから、思わず笑いが零れてしまった。背中を震わせて笑うユーティを見て、エマが眦を吊り上げる。

　エマが怒鳴ろうと口を大きく開いた時だった。二階の扉が開く音が聞こえた。その音に、ハッとしたように家族が二階を振り仰ぐ。

　引き摺るような足音が聞こえて、階段からカヤの姿が見えた。階段の下に立ち尽くしたまま、視線を伏せて唇を引き結んでいる。

「カヤ……」

　声を漏らすと、カヤが目蓋を震わせてユーティを見つめた。まるで迷子の子供のような眼差しだ。その眼差しをみた瞬間、口元に笑みが浮かんでいた。

「おはよう、カヤ。今ちょうど朝食を取っていたんだ。君もおいで。一緒に食べよう」

　立ち尽くしたままのカヤを引き寄せて、隣に座らせる。その手に蜂蜜パンを握らせた。

「美味しいよ。食べてみな」

　背中を緩く叩くと、ようやくカヤが鈍く動いた。拙い手付きでパンを千切って、口元へと運んでいく。怯えたような咀嚼の後、カヤの小さな声が聞こえてきた。

「……おいしい……」

　不意に、猛獣がちらりと指先を舐めてくれたかのような愛おしさが込み上げた。

「もっと食べて。ゆっくりでいいから」

　そう呟くと、カヤはぎこちなく頷いた。一口一口丁寧に噛んで呑み込んでいく仕草がまるでリスのようで愛らしい。大人しくパンを食べるカヤの様子を、まるで鳩が豆鉄砲食らったような眼差しでボラドやイギー、そしてエマが眺めていた。

　パンを一つ食べ終わったところで、カヤがそっと視線をエマへと向けた。途端エマの肩がビクッと跳ねる。それまで散々カヤへの悪態を吐いていたのだから仕返しされるとでも思ったのかもしれない。だが、カヤは拍子抜けするほど落ち着いた声でこう言った。

「……今まで、迷惑掛けてきてすまなかった……。貴方がたに気ばかり使わせて、申し訳ないと思っている」

　カヤの謝罪の言葉に、エマが大きな目を更に見開く。狼狽したように左右へと視線を忙しなく動かしてから、エマはか細い声を漏らした。

「あの……いえ、そんな……」

　助けを求めるようにエマがユーティを見つめてくる。予想だにしていなかったカヤの謝罪に、エマは半泣きになっていた。

「それで……俺は足が悪くて力仕事ができそうにない。だが、俺にできる仕事なら何でもしたいと思っている。掃除でも、料理でも、機織りでも……。だから、どうか俺に教えてくれないだろうか……」

　そう言って、カヤは両拳を床へと付いて、深々と頭を下げた。その姿を見た瞬間、堪えようもなく歓喜が込み上げた。カヤは、この家で生きていく覚悟を決めている。

　ユーティもカヤに倣うように、家族へと頭を下げた。

「俺からも頼みます。教えるのに手間が掛かる分は、俺がその分働きます。今の仕事だけでなく、庭掃除でもパン焼きでも、何でもやらせて欲しい」

　伏せた視線の上で、家族の間に戸惑いが広がるのが解った。わずかな沈黙の後、父の淡々とした声が聞こえた。

「あんたはそれで良いのか？」

　ユーティではなく、カヤへと問い掛ける声だ。カヤが視線を持ち上げて、真っ直ぐに父を見つめる。確かめるように父が続ける。

「女と同じ仕事をすることに抵抗はないのか」

「……抵抗がない、と言えば嘘になります。でも、もう決めましたから」

「決めた？」

「この場所で、生きていこうと」

　恥を忍んで生きていくことを決めた、潔い声音だ。前を向いたカヤの姿は、先日子供のように泣きじゃくっていた人物とは思えないほど堂々としている。

「俺は、きっとここに居るだけで侮辱に等しい存在なんだと思います。疎まれても憎まれても仕方ないと解っています。その分、一生懸命働きます。家族の皆さんに、誠意を尽くします。だから、俺をここに、この家に置いて欲しい。どうか、お願いします」

　カヤは再び頭を下げた。それに合わせて、ユーティも深々と頭を垂れる。

　しばらく沈黙が広がった。もしこれで拒絶されたら、ユーティもこの家に居続けることはできない。カヤと一緒にどこか遠く、離れた場所で暮らそう。

　そう思い始めていた時、不意に母の長閑な声が聞こえた。

「カヤさん、柘榴を剥くのは得意？」

　唐突な問い掛けに、カヤが顔を上げて目を丸くする。

「はい……たぶん、得意です」

「なら良かったわ。私もエマも柘榴を剥くのが下手なの。今日のお昼ご飯は柘榴サラダにしますから手伝って下さいな」

　にっこりと母が微笑む。その微笑みを見て、カヤがかすかに唇を震わせた。拳をぎゅっと膝の上で握り締めて、カヤが答える。

「はい」

　少しだけ泣き出しそうで、それを必死に堪えている声だ。

　ボラドとイギーが顔を見合わせて、ふぅと小さく溜息を付いた。それは嫌な溜息ではなく、どこか仕方ないなぁと受け入れた溜息に聞こえた。










　毎日の家族の団欒に、カヤが加わった。

　カヤは寡黙で、そして勤勉だった。

　日中は母やエマに教えてもらって料理や掃除に励み、夜中になると不慣れな手付きで衣服を繕つくろう。たどたどしいながらも、カヤの覚えは早い。

　ユーティも刺繍のやり方を教えて貰った。真夜中にランプの灯りを頼りに、二人で一枚の布に刺繍糸を通していく。眠たくなると、どちらともなく欠伸を零して布団に潜り込んだ。

　最初の激昂していた姿が嘘のように、カヤは静かに穏やかに、ミド家の生活へと馴染んでいった。父とボラドとイギーは相変わらず様子見といった態度を崩さなかったが、最初あれだけ反発していたエマの態度は少しずつ緩和されていった。当初は警戒するように遠巻きにしていたが、一緒に仕事をこなすうちに慣れてきたのか、今では恐る恐るながらも話しかけるようになっている。

　今は、カヤは庭に洗濯物を干しに行っている。エマは夕食のために豆剥きをしており、ユーティも仕事の合間に豆剥きを手伝っていた。小さな椅子に向かい合うように腰掛けて、足元の籠へと二人黙々と豆を剥いている。その最中に、エマがふと呟いた。

「カヤさんって、全然笑わないわよね」

　何気なく零された一言に、ユーティは手を止めてエマを見つめた。手元へと視線を伏せたまま、エマが言葉を続ける。

「掃除とか裁縫を誉めるとね、一瞬ほっとした表情はするけど、笑ったりは絶対にしないの。いつも遠慮するような目で、私やお母さんを見てるのが解るの。なんだか叱られるのを怖がってる子供みたい。下手に嘘臭くニコニコ笑われるよりかは良いけど、なんていうか喋り方も他人行儀なのよね。きっとまだ不安なんだと思う」

　エマは淡々と口に出すが、その一言一言がユーティに突き刺さった。エマが視線を上げて、問いかけてくる。

「ユーティ、ちゃんとカヤさんと喋ってる？」

「……それなりには」

「それなりって、どのくらいよ」

　詰問じみてきたエマの問い掛けに、ユーティは困り果てたように眉尻を下げた。

「夜に、刺繍をどのあたりまでやったかとか、縫い糸の色は何色にするかとか……」

　ぽつりぽつりと思い出すように答えれば、エマの顔に露骨に呆れが浮かんだ。

「何それ。業務連絡じゃないんだから。そりゃあ本物の夫婦みたいに相思相愛になれとは言わないけど……カヤさんを一番解ってあげなきゃいけないのはユーティなのよ？」

　ぐうの音も出ないとはこのことだ。エマの言葉に、ユーティはガックリと肩を落とした。確かにカヤを幸せにしたいと言っておきながら、今のユーティはただ添え物のようにカヤの傍を突っ立っているだけだ。

「そうだね。エマの言うとおりだ」

「それが解ったなら、こんなところで豆剥きしてる場合じゃないでしょ」

　まるで母親のようなエマの台詞に、ユーティは慌てて立ち上がった。ごめん、とエマへと言い残してから、庭の方へと早足で歩き出す。背後から「ユーティ、がんばって！」とエマの声が届いた。










　庭に着くと、洗濯物が干された前で立ち尽くすカヤの姿が見えた。はためく紅の布の前に立ったまま、カヤは遙か遠くを見据えている。その遠い眼差しが何を見ているのか、何を見ようとしているのか、ユーティには解らなかった。

「カヤ」

　声を掛けると、カヤはゆっくりとした動作でユーティを見つめた。

「悪い、少しぼんやりしてた。直ぐにそっちを手伝いに行くから」

　足下に置かれていた籠を手に持って、カヤが左足を引き摺りながら歩き出す。それを制するようにユーティは慌ててカヤへと近付いた。

「違う、手伝いに呼びにきたんじゃない」

　言い訳するように言うと、カヤは一瞬訝しげな表情を浮かべた後、籠をそっと地面へと戻した。視線をふっと逸らして、再び遠くを見つめる。視線の先には、突き抜けるような青空が広がっている。雲一つないスカイブルーを見つめて、カヤは眩しそうに目を細めた。

「何を見てるんだ？」

　訊ねると、カヤは遠い空を指さした。目を凝らすと、青空を黒い点が飛び回っているのが見える。

「鷹だ」

「鷹が好きなのか？」

「少し前まで鷹を飼っていた」

　上の空な声で呟いて、カヤが視線をユーティへと向ける。一瞬吃驚するぐらい透明な眼差しだった。どこか空虚で、透き通るほど純粋な。

「雌の鷹だ。名前はアンジェ。俺が生まれた時に雛鳥として拾われて、ずっと一緒に育ってきた。大食らいで、餌を強請ねだるときの鳴き声がとてもうるさい」

　思い出したように、カヤが口角をわずかに吊り上げた。だが、それは笑みとは言いがたい。どこか悲しみを含んだ表情だ。

「一緒に、連れて来れなかったのか？」

　そう問い掛けた瞬間、カヤの顔から表情がすっと消えた。どこかぼんやりとした眼差しで、再び遠くを見つめる。

「父と俺が崖から落とされた次の日、村に連れ帰られると、アンジェは矢に射抜かれて殺されていた。ヤッソの仕業だ。あいつ、アンジェの死体を木からぶら下げてやがった」

　カヤの声音は、ひどく淡々としていた。だからこそ、より深い悲哀が伝わってきた。

「山に置き去りにされた父の死体も、ぶら下げられたアンジェの死体も、どちらも埋めてやることができなかった。アンジェの死体が少しずつ腐って、禿鷹どもに啄ついばまれるのをずっと見ていた」

　カヤは独り言のようにぽつぽつと零す。聞き役を必要としていない、自分自身の心を覗き込むような静かな口調だった。

「こんな最期が父やアンジェの運命だったのかと。もしそうなら、運命はなんて残酷なんだろうと呪いもした。こんな終わり方で、父もアンジェも幸福な人生だったと言えるのか、俺にはずっと解らなくて――」

　そこで言葉を止めて、カヤはすっと顔をユーティへと向けた。ユーティがその眼差しに一瞬たじろぐと、カヤは醒めた声音で呟いた。

「……つまらないことを話した。仕事に戻る」

　籠を拾い上げて、カヤが歩き出す。咄嗟にその手を掴むと、カヤの表情が一瞬痛みを堪えるかのように歪んだ。それは泣き出しそうな表情にも見える。

「つまらなくなんてない。俺は、君ともっと話がしたい」

「……俺は、あんたと話したくない」

　カヤの咽喉がひくりと上下する。

「あんたと話していると……どんどん自分が弱くて、情けない生き物になっていくような気がする」

「俺は、君を弱いとも、情けないとも思わない」

「だからそれが……っ！」

　いきり立ったようにカヤが押し殺した声で叫ぶ。ユーティを睨む目がかすかに潤んでいる。その瞳を黙って見つめていると、カヤが唇を小さく震わせた。

「どうしたらいいのか、わからなくなる……」

　まるっきり迷子の子供のような台詞だ。くしゃくしゃに歪んだ顔を見た瞬間、不意に心臓の奥から愛おしさが込み上げた。目の前の男が無性に可愛くて堪らなくなった。

　無意識に手が伸びていた。赤毛に触れると、カヤはビクリと肩を跳ねさせた。どこか窺うような表情でユーティを見つめている。

　そのあどけない表情を見つめ返したまま、ユーティはそっとカヤの頭を撫でた。幼い子供にするように指先で短い髪をといて、地肌を柔らかく撫でる。

　そうしているうちに、カヤの目にじわりと涙の膜が張っていくのが見えた。下唇をキツく噛みしめて、必死に涙が溢れるのを堪えようとしている。その姿が痛ましくて、切ないくらいいたいけだった。

　カヤ、と名前を呼ぼうとした時だった。馬の蹄の音が近付いてくるのが聞こえた。視線を向けると、馬に乗ったボラドとイギーが家へと戻ってくるのが見えた。二人の姿が見えた瞬間、カヤがユーティからパッと離れる。

「ボラド、イギー、おかえり。狩りはどうだった？」

　馬から飛び降りた二人へと声を掛ける。

　二人とも今日は久々に狩りに出かけていたはずだ。近頃はなかなか獲物が仕留められず、新鮮な肉にありつけていない。それはミド家だけでなく、この村全体がそうだった。

　ボラドとイギーは顔を見合わせると、大きく溜息をついて首を左右に振った。

「駄目だ。一匹も仕留められなかった」

　イギーが答える。ボラドが背に担いでいた弓を手に取って、ぶすっとした表情で続けた。

「矢が届く距離まで近付く前に、獲物に気付かれて逃げられちまう。どいつもこいつも俺たちが現れると、半径一キロ以内からすたこらさっさと消えちまうんだ」

「獲物に気付かれるのは、ボラドの声がでけぇからだろうが」

　茶化すようなイギーの言葉に、ボラドが顔を赤くして目を吊り上げるのが見えた。

「お前だって、そんな細ぇ目をしてるから獲物の一匹も見つけられないんだろうが」

「はぁ？　俺のせいだって言うのかよ」

　ボラドとイギーが不穏に睨み合う。そのまま喧嘩でも始めそうな二人をなだめようと、ユーティは二人の間に割って入った。まぁまぁと声を上げながら、制止するように二人の胸を押さえる。

　その時、不意に小さな声が聞こえた。

「――弦の」

　ボラドの手に握られた弓を眺めて、カヤが呟く。

「弦の張りが甘い」

　と続けて、カヤは当たり前のような動作でボラドの手から弓を奪い取った。慌ててボラドが声を上げる。

「お、おいっ……」

「だから飛距離が伸びない。距離を縮めようとして近付き過ぎるから獲物が逃げる」

　ほとんど独り言のように漏らして、カヤは右足裏で固定して弓をグッとしならせた。弦を外してしまうと、慣れた手付きで先ほどよりも短い位置に弦を結び直してしまう。そうして、先ほどよりも反りが大きくなった弓を構えて、弦をキツく引いた。カヤの胸前むなさきで、ギリギリと弦が引き絞った音を立てるのが聞こえる。

　弦の張りを確かめた後、カヤはゆっくりと力を抜いていった。弓をボラドへと差し出して、唇を開く。

「本当は弓の材質も変えて、もう少し全長も長くした方が良い。それと、兎は素早くて小回りがきく。人間の足では追えない。馬上から射るか、巣穴を見つけて待ち伏せするのが一番良い」

　普段の寡黙さが嘘のように滑らかに話すカヤを、ボラドが呆然と見つめている。差し出しされた弓を受け取ることすら忘れているようだった。

　目を丸くしたまま動かないボラドを見つめて、カヤが困ったように首を傾ける。その仕草を見て、ユーティは思わず噴き出してしまった。声を上げて笑うユーティを見て、カヤがますます困惑したように眉尻を下げる。

「カヤ、もし良ければ一緒に狩りに行かないか？」

　笑い声を止めて、そう誘いかけると、カヤの表情に驚きが広がった。

「俺とか？」

「あぁ。俺たちよりも君の方がずっと狩りに慣れてるだろうし、知識もある。俺たちが知らない色々なことを教えて欲しいんだ」

　告げた瞬間、カヤの頬がわずかに喜びに色づくのが見えた。イギーがユーティの腕を肘でつついて耳打ちしてくる。

「おい……大丈夫なのかよ……」

「そんなに危ない場所には行かないよ」

「そういうことじゃなくて……」

「イギー、俺は狩りついでに、自分の妻と散歩に行くだけだよ」

　イギーの言いたいことは解っていた。イギーは、カヤと二人きりで出掛けることに対する危険性をユーティに伝えたかったのだろう。

　だが、ユーティはカヤを疑おうとは思わなかった。カヤがユーティに危害を加えるとは思えない。そんなことができるほど、カヤは残酷でも非道でもなかった。むしろかわいそうなくらい感傷的だ。

　あくまで散歩だと言い放つユーティに、イギーが諦めたように溜息を吐く。その心配げな表情に笑い掛けて、ユーティはイギーの肩を軽く叩いた。

「ボラド、弓と矢を借りるよ。おいでカヤ、紹介したい子がいるんだ」

　ボラドが持っていた弓と矢筒を奪って背に担ぐ。それから、カヤの手を掴んでゆっくりと引っ張った。

　背後から「あいつあんなに頑固だったかぁ？」と嘆くようなイギーの声が聞こえた。










　馬舎へと向かう。そこには二頭の馬が繋がれていた。それぞれ栗毛と黒毛の馬で、父とユーティの愛馬だった。黒毛の馬へと呼び掛けるように声を上げる。

「アベル」

　黒毛の馬が頭を上げる。近付いて鼻面を撫でると、ぶるるると満足げな鼻息を漏らすのが聞こえた。

「カヤ、この子はアベルだ。三歳になる俺の馬。気性は少し荒いが、足は村一番に速い」

　そう紹介する。アベルの黒々とした瞳を見つめてから、カヤは静かに指先を伸ばした。柔らかな手付きで、アベルの毛並みを撫で、確かめるように後ろ足に触れる。

「良い馬だな。足が引き締まっていて、持久力もありそうだ」

　カヤの誉め言葉に、ユーティは無意識に唇を緩めていた。

「有り難う、カヤにそう言ってもらえると嬉しいよ」

　そう告げると、カヤが一瞬堪えるような表情を浮かべた後、パッと顔を逸らした。その耳がわずかに赤いのが見える。その淡い朱色がひどく愛らしい。

　馬具を手早く取り付ける。アベルに飛び乗って、ユーティはカヤへと手を差し伸べた。

「カヤ、乗って」

「……お前と一緒に乗るのか？」

「アベルの足は強い。長距離でなければ、二人乗りでも問題ないさ」

「そういうことじゃなく……」

「君の足が心配なんだ。一緒に乗っていた方が揺れも少なくなる」

　ここに馬でやって来た時に、苦悶の表情を浮かべていたカヤの姿を思い出す。今では歩いたぐらいでは足が痛む様子は見せないが、一人で馬に乗せるのは流石に心配だった。

　そのまま手を伸ばしていると、諦めたようにカヤはユーティの手を掴んだ。グッと力を込めて、一気に馬上へと飛び乗ってくる。足が悪いとは思えない、滑らかで軽快な動作だった。

　前方に座ったカヤの身体の横から腕を伸ばして、綱を掴む。カヤの態勢が整ってから、馬を走らせた。最初はゆっくりと、徐々に速度を出していく。

「足は痛まないか？」

「平気だ」

「良かった。少し距離はあるけど、湖の方まで行ってみようか」

　そう呟いて、方向を変える。家が見えなくなり、少しずつ村から遠ざかっていく。人工物がなくなり、視界に見えるものがすべて瑞々しい自然へと変わる。

　カヤは時折ぐるりと周囲を見渡す以外は、真っ直ぐ前を見据えていた。表情は引き締まっているが、村の中よりもずっと穏やかな顔をしている。

　村から離れて十分ほど経った頃だっただろうか。風に乗って、淡い歌声が聞こえてきた。カヤが小さな声で歌っている。子守歌のような、柔らかく微睡むような歌だ。それが何の歌なのか聞いてみたかったが、カヤの歌を遮りたくなくて、ユーティは口を噤んだ。透き通るようなカヤの歌声に、静かに耳を傾ける。

　しばらくすると歌声が止まった。

「何の歌なんだ？」

「アジムに古くから伝わる狩りの歌だ」

「狩りの歌にしては、随分と優しい歌なんだな」

「そうだな。狩りというよりかは祈りの歌に近いかもしれない」

「祈り？」

「俺たちは獣を狩る。命を奪って、捌いて食ってしまう。だが、いずれ俺たちも死んで土に還り、獣たちの栄養になる。命は循環していて、いずれ世界へと還っていく。だから、どうか俺たちが獣を狩るのを赦して欲しい、と祈る歌だ」

　母もこの歌が好きだった。とカヤは独りごちるように続けた。

「君のお母さん？」

「そうだ。俺が二つになる前に病気で死んだからあまり記憶はないが、この歌をよく歌っていたのは覚えている。狩りの歌なのに、まるで子守歌みたいに歌っていた」

　柔らかなカヤの声で、その思い出が彼にとってひどく大事なものなんだと解った。

「父に母のことを聞くと、決まって何とも言えない表情をするのが面白かった。それから『お前の母さんは不思議な人だった』と、苦笑いを浮かべながら言うんだ。俺は父さんのその苦笑いを見るのが好きだった。その表情を見る度に、父さんが母さんのことを本当に愛していたことが伝わってくるから。その度にどうしてだか俺まで誇らしい気持ちになった」

「誇らしいか……少し解るような気がするよ」

「そうか、解るか」

　ぽつりとカヤが零した。わずかな沈黙が流れる。

　不意にカヤが肩越しに振り返ってきた。至近距離で見つめてくる眼差しに、心臓が小さく跳ねた。

「あんたの話を聞きたい」

「俺の？」

「俺ばかり話すのはズルい」

　ズルいだなんて、まるで子供の言い分だ。子供っぽいカヤの口調に、思わず唇から笑い声が零れてしまう。

「俺の話か。いざ話すとなると何を話せばいいのか解らないな」

「お前が子供の頃の話とか」

「子供の頃……あまり良い子だったとは言えないな」

　良い子ではなかったと言えば、わずかに驚いたようにカヤが目を大きく開いた。

「荒れていたのか？」

「荒れていたというよりも、閉じ篭もっていたに近いかな。自分が拾われた子供だと知った頃は、誰とも話したくなかったし、家族とさえ目を合わせられなかった。毎日何かに怯えていた気がする。いつお前なんか要らない、この家から出て行け、と言われるのかと思ってビクビクしていた」

　緩やかな馬の歩みの中、ぽつぽつと言葉を落としていく。カヤは前を向いて、黙ってユーティの言葉を聞いているようだった。

「それから、自分の気持ちを上手く言葉に出せなくなったような気がする。その場の雰囲気を読んで、その時にふさわしい自分を演じているような……自分の本当の気持ちを口に出したら、みんなから見捨てられてしまうような気がして――」

　そこまで喋ったところで、不意に唇が動かなくなった。言葉が咽喉の奥に重く詰まっている。吐き出したいのに、吐き出せない。こんな無様な感情は表に出してはいけない、と自分の中の誰かが必死に唇を閉ざす。いつだって本当の言葉は、自分の口から出てこない。もどかしさに下唇を噛み締める。

　そのまま押し黙っていると、前方に座っていたカヤが不意にユーティの胸元へと凭れ掛かってきた。体温と重みがじわりと伝わってくる。そうして、カヤは独り言のような声音で呟いた。

「俺は、見捨てない」

　その声が耳に届いた瞬間、無意識に息が止まった。咽喉がひゅっと短い音を漏らす。

「お前がどんな奴でも、俺はお前を見捨てない」

　淡々とした、だが揺るぎない声音だった。自分の言葉を疑わない、真っ直ぐ心の奥底まで響いてくるような凛とした声だ。不意に、唇が情けなく震えそうになった。

「どうして……」

　掠れた声で問い掛けると、凭れ掛かったままカヤが首を捻るようにしてユーティを見つめてきた。

「お前が俺を見捨てなかったように、俺もお前を見捨てない。それだけのことだ」

　そう口に出して、カヤはほんの少し目元を和らげた。そうすると、鋭い顔立ちに何とも言えない甘さが滲み出てくる。

「それに、仮初めだろうが俺たちは夫婦だろう？　夫を見捨てたりしないよ」

　運命共同体なんだろう？　と、まるで悪戯っ子のように問い掛けて、カヤが小首を傾げる。その瞬間、胸の奥底から温かく柔らかい感情が込み上げてくるのを感じた。

「カヤ……」

「なんだ？」

「カヤ、俺は君を――」

　自分が何を言おうとしているのか、自分でも解らなかった。咽喉に詰まった重みを強引に押しのけて、感情が唇から溢れ出ようとしている。

　だが次の言葉を口に出そうとした瞬間、不意にカヤが唇に人差し指を当てて、静かに、と押し殺した声を上げた。馬の足を止めて、じっと探るような眼差しで遠く離れた草むらを見つめる。

「……何かいる」

　草の隙間まで見通すように視線を固定したまま、カヤが小声で囁く。視線を前方へと向けたまま、カヤは片手だけをユーティへ伸ばしてきた。

「弓と矢を」

　求める声に、ユーティは即座に応じた。担いでいた弓と矢筒を、そっとカヤの手へと渡す。カヤは担いだ矢筒から一本の矢を引き抜くと、ゆっくりと弓矢を構えた。

「俺が合図をしたら、アベルを走らせてくれ」

　その言葉に、小さく頷きを返す。手綱をキツく握り直した瞬間、カヤの両肩にぐっと力が篭もるのが伝わってきた。

　次の瞬間、カヤが短く叫んだ。

「走れ！」

　合図に合わせて、手綱を一気に引く。馬が土煙を上げて駆け出すのと同時に、草むらの中から二匹の兎が飛び出した。それぞれ白と黒の兎だ。即座にカヤが叫ぶ。

「白を追え！」

　促されるままに、走る速度をぐんぐん上げていく。

　カヤは矢を弦へとつがえながら、前のめりになって白兎を睨み据えている。そうして、弦をキツく引くと、一気に矢を放った。矢は真っ直ぐに空気を切り裂き、白兎の身体へと突き刺さった。

　だが、カヤの視線はすでに白兎から離れている。まるで自分の矢が辿り着く先をすでに知っていたかのように。

　カヤが短く叫ぶ。

「右へ！」

　馬の鼻先を右方向へと向けて駆け続ける。カヤが素早く矢筒から次の矢を引き抜き、落馬しそうなほど上半身を真横に傾ける。

　その不安定な体勢のまま、別方向へと逃げていた黒兎へと目掛けて一気に矢を放った。矢が黒兎へと命中しても、カヤの筋肉は固く強張ったままだ。

「カヤ、凄いな……！」

　馬の足を止めて賞賛の声を向けても、カヤは唇を開かなかった。目線を先ほどの草むらへと固定したまま、首を小さく左右に揺らす。

「違う、まだ何か……」

　カヤが呟いた瞬間、深い草むらの中から突然巨大な角が突き出されてきた。咄嗟に手綱を引いて、馬を後退させる。それは巨大なアカシカだった。ユーティが今まで見た中でも一番大きい。アカシカの突進に、ヒュッと咽喉が鳴った。

　アカシカは威嚇するように数メートル突進した後、猛烈な勢いで逃げ始めた。乾いた空気に、砂埃が舞い上がる。

「追うんだ！」

　焦れるようにカヤが鋭く叫ぶ。その声音に、再び全速力で馬を駆けさせた。

　カヤが矢をつがえて、前方のアカシカへと狙いを定める。だが、アカシカは想像以上の俊敏さで左右にジグザグに動き回っていた。アカシカが方向を変える度に、カヤの身体が合わせるように左右に揺れる。

「狙いが定まらな……っ！」

　吐き捨てるのと同時に、カヤの身体がぐらりと傾いた。落ちる、と思った瞬間、ユーティは手綱を離して、片腕でカヤの腰を抱えていた。女のような柔らかさのない、引き締まった男の腰だ。

　落馬しかけていた身体を無理やり引き上げた瞬間、カヤが手に持っていた弓をユーティへと向かって投げた。

「ユーティ、打てッ！」

　後方へと向かって投げられた弓を反射的にキャッチする。ほとんど考える暇もなく、アベルの首にしがみつくカヤの背の矢筒から矢を引き抜き、弓を構えた。猛烈な勢いで逃げるアカシカへと狙いを定める。息を大きく吸い、そうして一気に矢を放った。

　矢は鋭く空を切り、アカシカの首裏へと深々と突き刺さった。アカシカの身体が強張って、数メートル進んだところで轟音を立てて地面へと倒れ込む。

　その光景を見つめたまま、ユーティは硬直した。弓を放った形のまま指先が小刻みに震えている。

　言葉にしようがない高揚が体内を渦巻いて、血流が無意識に速くなっていた。心臓がドクッドクッと音を立てているのがこめかみの辺りで聞こえる。

　ふと気が付いた。カヤの右手のひらがユーティの左胸へと押し当てられている。まるでその鼓動を確かめるように。

「平気か」

「……あぁ、平気だ。こんな大きな獲物を仕留めたのは初めてで……少し驚いている」

　今まで何度も狩りに出たことはある。矢や刃で獣を殺したことも初めてではない。だが、今回の狩りは今までの狩りとは全く異なっているように感じた。

　馬と一体になったかのように駆け、弓矢が自分の腕と同化したような感覚すら沸き上がった。まるで自分が一頭の獣になったかのようだった。もしかしたら、今矢が突き刺さって絶命しているのは自分の方だったかもしれない、と想像してしまうほどに。それほどにカヤとの狩りは濃密で、生々しかった。

「ユーティ、短刀は持っているか」

　動揺するユーティに反して、カヤは冷静だった。腰帯に挟んでいた短刀を差し出すと、カヤは短刀を握り締めて、ひらりと馬から飛び降りた。左足を引き摺りながらも、倒れたアカシカの元へと走っていく。馬から降り、ユーティもその背を追いかけた。

　絶命直前のアカシカの元へと駆け寄ったカヤは、その傍らへと膝を着いた。そうして、短い言葉をアカシカへと囁き掛けた。言葉が終わると同時に、アカシカの咽喉を短刀で切り裂く。赤い血飛沫が散って、アカシカの身体から急速に生命が消えていくのがユーティにも伝わってきた。

　カヤはアカシカの身体に寄り添ったまま、その血潮が乾いた地面へと流れていくのを見つめている。まるで全てを受け入れて呑み込むような、柔らかな眼差しだ。

「今、何て言ったんだ？」

　問い掛けると、カヤは視線を遠くへと向けたまま小さく呟いた。

「感謝する、と。君を食らう俺も、いつか同じ場所に還る、と」

　それは感謝の言葉だろうか。それとも懺悔の言葉だろうか。それら全てをひっくるめた祈りの言葉だろうか。ユーティには解らなかった。

　カヤがくるりと振り向いた。地面に膝を着いたまま、じっとユーティを見上げて言う。

「もし俺が死んだら、獣に食わせるか土に埋めてくれ」

　唐突な言葉に、呼吸が途切れた。息を止めたまま、カヤを見下ろす。

「いきなり、何を言い出すんだ」

「約束してくれ。燃やされたり、石や瓶の中に閉じ込められるのは嫌だ」

　口調は穏やかなのに、その言葉には切迫した願いが込められているように感じた。その切実さが不意に苦しくて堪らなくなった。

　その場にしゃがみ込んで、片腕で頭を抱える。

「……そんなこと、言うなよ……。君が死ぬのなんて、考えたくもない……」

　想像するだけで心臓が張り裂けそうになる。カヤが死んで、その死体を土に埋めたり、野晒しにして獣に食われていく様を眺めるなんて、そんなことは耐えられない。たとえそれが、カヤ自身が望んだことでも。

　頭に手のひらが触れるのを感じた。顔を上げると、カヤが困ったような眼差しでユーティを眺めているのが見えた。その眼差しを見つめ返していると、カヤがふっと笑みを浮かべた。かすかに苦笑が滲んだ、優しい笑い方だ。

「……お前は、不思議な奴だな」

　目の奥で、光が弾けたような気がした。カヤの微笑みを見た瞬間、体内に光が満ちた。薄皮一枚隔てたような無感動な世界に、確かな温度と彩りが広がっていく。

　気が付いたら、カヤの身体をキツく抱き締めていた。女のような柔らかさもない、子供のようなか弱さもない、硬い男の身体をまるで守るかのように両腕の中に閉じ込める。

「君を幸せにしたい」

　呻くような声で呟く。それは嘘偽りのないユーティの本心だった。

「君に幸せだと、笑って欲しい」

　それは願望というよりも祈りのように思えた。

　カヤを幸せにしたい。カヤに笑っていて欲しい。ただそれだけ叶うのなら、他には何も要らない。そう思える程に、腕の中にいる男が愛しくて堪らなくて、涙が出そうだった。

　カヤの肩口に顔を埋めたままでいると、ふと背中に触れる手を感じた。ぽんぽんとまるで子供をあやすようにユーティの背を叩きながら、カヤがそっと囁く。

「――ありがとう、ユーティ……ありがとう……」

　たどたどしい声音に、目尻にじわりと涙が滲んだ。










　結局、家に帰ったのは日も暮れかけた時刻だった。

　カヤは、絶命した兎二羽にも祈りの言葉を捧げた。アカシカはそのまま持ってかえることができず、その場でカヤが捌いた。食べられる部分と食べられない部分を手早く選別して、木の枝とロープで作った簡易な橇そりに乗せて馬に引かせる。

　兎二羽とアカシカ一頭を連れ帰ったユーティとカヤの姿に、家族は全員目を丸くして驚いた。

「カヤが仕留めたんだ」

　そう自慢げに言い放つと、途端ギョッとしたようにカヤが目を剥いた。

「ちっ、違う。アカシカを仕留めたのはユーティだ」

「矢を打ったのが俺だっただけで、カヤがいなかったらそもそも追い詰めること自体できなかった。だから、全部カヤのおかげだよ」

「そ、そんなことはない。お前のアベルの手綱捌きが上手かったおかげで獲物を追えたんだ」

　お互いに譲り合うようなやり取りを繰り返していると、イギーが呆れたように声を上げた。

「なぁ……お前らもしかしてイチャついてんのか？」

　その揶揄やゆじみた言葉に、カヤの顔が見る見る内に赤く染まっていく。顔を真っ赤にして、どこか泣き出しそうな表情を浮かべたカヤを見て、ボラドとイギーが面食らったように顔を見合わせる。カヤが家族の前でこんなにも感情を露わにしたのは、この家に来てはじめてかもしれない。

　目を丸くするボラドとイギーを眺めて、ユーティはにっこりと笑みを浮かべた。

「本当に、良い嫁をもらいました」

「ユーティ！」

　ユーティの一言に、カヤが声を張り上げる。もう耳まで赤くなっていた。

「ほらほら、みんなしてカヤさんをイジめないの」

　母が場を取りなすように、パンパンッと両手を二度叩く。そうして、兎と橇に乗せられたアカシカを見下ろすと、困ったように頬に手を当てた。

「困ったわねぇ。これだけお肉がたくさんあったら、うちだけじゃ食べきれないわ」

　困ったというくせに、相変わらずその暢気な声音では困っているように聞こえない。エマが硬直しているカヤの腕を掴んで声を上げる。

「ね、カヤさん、私にも捌き方教えて」

「え、ぁ、はい」

「捌き終わったら、一緒に近所の家に配りに行こ？　うちのお嫁さんからのお裾分けですって。最近みんな新鮮なお肉食べてないから、きっと喜ぶよ」

　エマの無邪気な言葉に、カヤの指先がピクリと跳ねる。紅潮していたカヤの頬がわずかに白くなっていく。

「いや、俺は……俺が行ったら、きっと……」

「俺も一緒に行くよ」

　カヤの言葉を遮って、ユーティは声を上げた。カヤがハッとしたようにユーティを見つめる。

「大丈夫、俺が一緒にいる」

　そう言い聞かせるように囁くと、カヤの目がわずかな安堵に緩んだ。カヤの背に担がれていた弓をじっと眺めながら、父が声を上げる。

「この弓は弦が短くされているな。あんたがやったのか？」

　父の問い掛けに、一瞬カヤが肩を強張らせる。だが、カヤは頷いて「はい」と短く答えた。

「弦の張りが甘かったので、弦を短く結びました。その方が飛距離も伸びます」

「そうか……他に何か思うことはあるか」

「今後長距離での射撃をしようと思うなら、弓の材質を変えた方がいいです。もっとしなやかで反りに強い木材が良い。全長も今よりも二十センチは長くした方がいいと思います」

　迷いなく答えるカヤの顔を、父が窺うように見つめる。そうして、考え込むような沈黙の後、父は深く頷いた。

「息子たちにも作り方を教えてやって欲しい。村の弓をすべて作り替える」

　唐突な父の宣言に、ボラドがギョッと身を仰け反らせる。

「おっ、おい、父さん、本気かよ。村の弓を全部って」

「ボラド、お前だって解っているだろう。我々も、村の者たちも、狩りが上手くはない。行商人や遊牧の民から買うのにも限界がある。腐りかけた肉を売りつけられても文句の一つも言えない。だからこそ、我々は自分たちで狩猟ができるようにならなくてはいけない」

　そのためには有効な道具が必要だ。と父は続けた。再びカヤへと視線を向けて、ゆっくりと声を上げる。

「イェフィムのために力を貸してくれるか？」

　父の問い掛けに、カヤがぐっと息を詰まらせるのを感じた。

「俺で、良ければ……」

　その掠れた声音で、カヤがかすかに泣き出しそうなのが解った。手を伸ばして、ゆっくりとその手のひらを握り締める。カヤの潤んだ瞳がユーティを見つめた。

「大丈夫、きっと上手くいく」

　この言葉を言うのは二回目だ。楽観的なユーティの台詞に、カヤの唇がかすかに笑みを浮かべる。心が震えるような、柔らかな泣き笑いだ。その瞬間、不意に胸の奥がざわつくような甘い感情が込み上げてきた。

　ゆらゆらと揺らめく琥珀色の光彩から、目を逸らせなくなる。家族の前なのも忘れて、目の前の男をキツく抱き締めたいと心から願った。










「構えが遅い」

　言い放たれた冷たい声に、グッと咽喉が詰まる。弓矢を構えたまま視線をちらりと横へと向けると、途端寒々とした眼差しが突き刺さった。

「一本目を打ったら、直ぐに矢筒から二本目を引き抜いて構える。左手を固定位置から動かさなければ、二打目を打つ速度も上がる」

　噛んで含めるような口調に、ユーティは情けなく眉尻を下げた。まるっきり物覚えの悪い生徒と厳しい先生のような状況だ。

「すまない、覚えが悪くて」

「お前が夫じゃなかったら、尻を蹴り飛ばしてるところだ」

　本気か冗談かわからないその一言に、思わず目を大きく見開く。すると、そのユーティの表情が可笑しかったのか、カヤが噴き出すように笑った。

「ふ、ふ、冗談だ」

「なんだ冗談か」

「あぁ、勿論。夫だろうが他人だろうが、後二回同じ失敗を繰り返したら、その尻を思いっきり蹴っ飛ばしてやる」

　冗談ってそっちの方か、と思わず脱力してしまう。肩をガックリと落としたユーティを見て、カヤが更に高らかな笑い声を上げる。腹を抱えてケラケラと笑い声を上げる姿は、ひどく子供っぽい。

　カヤがミド家に嫁いできてからすでに三月ほど経った。この三月の間に、カヤも随分とミド家に馴染んだ。ミド家だけでなく、村人たちの間にもカヤの存在は浸透しつつある。

　あの狩りに出掛けた日の夜、カヤを伴ってアカシカの肉を近隣の家へと配り歩いた。村人たちは最初はギョッとした表情を浮かべていたが、ユーティやエマが『うちのお嫁さんが』と何度も繰り返しているのを聞いて、ようやくミド家がカヤを受け入れたのを感じ取ったのだろう。肉を渡して立ち去る時には、誰もが穏やかな眼差しでカヤを見つめていた。

　勿論、村人全員がカヤを受け入れたわけではない。まだ懐疑的な眼差しを向ける人間もいる。それでも今では表立ってカヤを糾弾するような人は一人もいなかった。

　カヤもよく辛抱した。足が悪いながらも黙々と家事に励み、ミド家の息子たちに丁寧に弓の作り方を教えた。木材を選定し、綺麗にまとめられた図解を描き上げて、夜遅くまで説明した。

　それにカヤの弓の腕は一流だった。遠く離れた的の中心を正確に射抜く。弓矢の射方を教えて欲しいとユーティが頼むと、カヤは一瞬、面映おもはゆそうな表情を浮かべて頷いた。カヤは照れると、少しだけ不貞腐れたような表情をする。それがユーティには可愛くて堪らない。

　カヤの人の良さが次第に周囲にも伝わってきたのか、最近ではカヤの弓講座に近所の子供も参加するようになってきた。カヤはユーティを指導する合間に、子供たちにも丁寧に弓矢の扱い方を教える。ユーティに対する指導は厳しいが、子供たちへ向ける言葉は優しい。

　今も叔父バハルの五歳になったばかりの娘、ヨヨがその小さな手で子供用の弓を弄っている。

「ヨヨ、あんまり引きすぎると危ないぞ」

　ぐいーっと力の限り弦を引っ張るヨヨへと、カヤが慌てて駆け寄る。ヨヨはつぶらな瞳で、カヤを不思議そうに見上げた。ふっくらとした赤い頬を見つめながら、カヤが優しく微笑む。

「一緒に射いってみるか？」

　カヤが問うと、ヨヨは嬉しそうに目を細めた。ヨヨは無口な子だが、その表情は言葉よりも雄弁に心を語る。カヤもこの大人しく愛らしい子を特別可愛がっているようだった。

　そういえば、この三月で一番変わったことがある。カヤがよく笑うようになった。最初はぎこちなかった笑顔も、今では溌剌とした屈託のない笑顔へと変わっている。カヤが本来持っていた健全な魂がその笑顔とともに少しずつ溢れ出しているようだった。カヤの笑い声を聞く度に、ユーティまで嬉しくなる。

　カヤがヨヨの手を補助しながら、子供用の小さな弓を引いていく。木に取り付けられた的に矢が当たると、ヨヨがふにゃりと頬を綻ばせるのが見えた。ヨヨの笑顔を見て、カヤがまた嬉しそうに目を細める。

　その時、家の方から叔父バハルの声が聞こえてきた。

「ヨヨー、そろそろ帰るぞー！」

　その声に、ヨヨがパッと顔を輝かせて、家へと向かって駆け出す。その小さな背へと、カヤはのんびりと声をかけた。

「転ばないように気を付けろよ」

　ヨヨの小さな背へとひらひらと手を振るカヤの姿を見て、ユーティは呟いていた。

「カヤは、子供が好きなのか」

　独りごちるようなユーティの声に、カヤがふっと振り向く。その何気ない眼差しにすら心臓が小さく跳ねた。

「アジムでは、よく子供の世話係をしていたからな。弓や剣術だけじゃなくて座学なんかも教えていた」

「座学？」

「方角の見方だとか、食べられる木の実の区別だとか、傷薬や毒薬の作り方なんかをな」

「毒薬……」

　さらっと出てきた毒薬という一言に、思わず唇が半開きになる。途端、カヤが肩を竦めて笑った。

「アジムは敵が多い部族だったからな」

　違う、自分たちで敵を作っていたのかな。とカヤがぽつりと呟く。まるで過去に思いを馳せるように、その視線がぼんやりと宙に浮かんだ。その目に見えない何かを見つめるような眼差しを見る度に、ユーティの心はざわついた。

「カヤは……アジムに戻りたいと考えたりはするか？」

　躊躇うように問い掛けると、カヤはパチリと大きく瞬いた。じっとユーティを凝視してから、困ったように首を傾げる。

「わからない」

「わからない？」

「生まれてからずっとアジムの中で生きてきたんだ。愛情や執着がないと言えば嘘になる。他の部族としょっちゅう争っているような部族だったが、それでも自分たちの中に曲げられない誇りや信念はあった。誠意を向けてくれる相手に対しては、最大限の敬意と尊敬を返していた。そのアジムの潔癖な魂が俺は好きだった。……それも、今では全て失ってしまったかもしれないが……」

　カヤが悲しげに俯く。前族長であったカヤの父が殺され、ギバが跡を継いだ時点でアジムからは信念が消えてしまったのかもしれない。他部族を侮辱し、仲間であったはずのカヤを見捨てた時点で、その潔癖な魂は泥にまみれてしまった。

「アジムには白か黒しかない。守るものと叩き潰すものとをハッキリと区別している。だが、イェフィムに来て、もしかしたら俺たちは許せるものすらも叩き潰してきたのではないかと思った。話せば解り合える相手を切り捨ててきたのではないかと」

　そう囁いて、カヤは寂しげな微笑みを浮かべた。

「ここでは、たくさんの人が俺に優しくしてくれる。俺はイェフィム族を侮辱するために送られてきた人間だというのに、ここに居ることを許してくれる。この村は良いところだ。恨みも怒りも流して、静かに受け入れてくれる。この村に来れてよかったと、今ではそう思う」

　カヤが伏せていた視線を持ち上げて、ユーティを見る。その揺るぎない眼差しに、じんわりと胸の奥が熱くなった。

「俺も、君がこの村に来てくれて嬉しい。俺の妻になってくれて」

　込み上げる喜びにそう口に出すと、カヤは一瞬驚いたように目を見張った。

「本気か？」

「本気だ」

　当たり前のように答える。すると、途端カヤの顔がカッと赤くなった。まるで熟れた林檎のようだ。カヤの目線が泳いで、明後日の方向へと逸らされる。

「……お前は、あんまりそういうことを言うな……」

「そういうこと？」

　不思議そうに首を傾げると、カヤの顔がくしゃくしゃに歪んだ。羞恥と戸惑いに揺れた表情をしている。カヤはわずかに押し黙った後、たどたどしい口調で呟いた。

「……心臓が、おかしくなる」

　掠れたカヤの声。薄く噛み締められた下唇を見た瞬間、不意に言葉にしがたい衝動が込み上げた。心臓が熱くなって、脳天から指先まで血流が一気に巡る。

　タッ、と地面を蹴って、カヤとの距離を詰める。肩を掴むと、カヤの目が驚きに見開かれた。琥珀が溶けたような甘い色の瞳。その瞳をじっと見つめたまま、唇を重ねた。想像よりも柔い感触が唇に広がる。カヤの唇が一瞬震えたのを感じた。

　カヤの両手がユーティの腕を掴む。だが、その手はユーティの腕を振り払うことも、突き飛ばすこともしない。ただ小動物のようにかすかに震えているばかりだ。

　カヤの温かい呼気を感じる。口付けは一瞬だったのに、それはひどく長い時間のように感じた。

　そっと唇を離すと、カヤが小さな声を漏らした。

「……なんの、つもりだ」

　憤怒や嫌悪の声ではない。ただただユーティの行動が理解不能と言いたげな困惑の声音だった。

「君に口付けたかった」

「どうして……」

「君を愛しているからだ」

　思っていたよりも滑らかに、心は唇から零れ出した。その言葉はユーティの心臓の奥深くにすとんと落ちてきた。自分の言葉で、ようやく自分の心をはっきりと知った気がした。

　カヤを愛している。同性だとか、足が弱いだとか、そんなことは関係なく、ただ一つの魂として目の前の男を愛していた。

　カヤの目が見開かれる。その唇がわなわなと上下に震えていた。

「カヤ……嫌か？　俺のことが嫌いになったか？」

　そっと顔を覗き込んで訊ねると、カヤは首をぎこちなく左右に振った。だが、目線は伏せられたままでユーティを見ようとはしない。

「カヤ……」

　もう一度呼び掛けるのと同時に、家の扉が開かれる音が聞こえた。カヤの肩がビクリと大きく跳ねる。父が扉を開け放ったまま、感情の読めぬ眼差しでユーティを見ていた。

「ユーティ、カヤ、そろそろ昼食ができる。中に入れ」

　父の硬質な声に、カヤの顔から見る見るうちに色が抜けていく。カヤは手の甲で唇をキツく押さえて、掠れた呼吸を漏らした。










　その晩、カヤとともに父の部屋に呼び出された。ユーティと並んで座らされて、カヤはひどく居心地が悪そうに肩を窄めていた。

　父は目を通していた書物をパタンと閉じると、ゆっくりと唇を開いた。

「呼ばれた理由は、もう解っているな」

「嫌だ」

　父の言葉に被さるように、ユーティは吐き捨てた。らしくもないユーティの拒絶の言葉に、父が眉根を寄せる。

「見ていたんだろう、父さん。父さんが言いたい事も解ってる。だけど、俺は絶対に嫌だ」

　噛み付くように言い放つと、父がグッと目を細めた。

「お前は……カヤを愛しているのか」

「心から」

「カヤは男だ」

「それでも、俺が貰った。俺がカヤを娶ることを、父さんが許した。父さんはあの時の言葉を反故にするつもりなのか？」

　お前に任せる、と確かに父は言った。それなのに今更自分からカヤを奪うつもりなのか。そう考えるだけで、憤怒が脳内を占めていく。

　怒りに顔を歪めるユーティを見て、父が緩く溜息を吐いた。

「……お前も解っていたとは思うが……騒ぎが収まった後で、お前には側室をとらせるつもりだった」

「そんなものは必要ない」

「カヤでは子を成すことができない」

「子など要らない。俺はカヤさえいればいい」

　跳ね付けるような口調で言う。今までは自分の意見もなく、流されるままに生きてきた。だが、今だけは死んでも流されたくない。自分の想いを曲げたくはない。

　頑ななユーティの返答に、父が額を手で押さえるのが見えた。そうして、父は溜息混じりにこう呟いた。

「……ユーティ、お前のために言っているんだ」

　その言葉に、不意に弾けた。息子を思いやって言っただろう父の言葉に、目蓋の裏が真っ赤に染まる。噛み締めた奥歯がガギッと鈍い音を立てるのが聞こえた。

　今までずっと隠し続けていた言葉が腹の底から溢れ出してくる。

「血も繋がっていないくせに、何がお前のため――」

　言い終わる前に、右頬に衝撃が走った。パンッと鋭い音が響いて、右頬から痺れるような痛みが沸き上がってくる。カヤに頬を張られたのだと気付いたのは数秒後だった。

　カヤは頬を張った形のまま手を止めて、ユーティをキツく睨み付けている。

「父親に対してその言い草は何だ。ユーティ、冷静になれ。一時の気の迷いで取り返しの付かないことを言うんじゃない」

「気の迷い……？」

「あぁ、気の迷いだ。男が男を愛しているだなんて、そんなのは馬鹿げた感情だ」

　切り捨てるようなカヤの言葉に、唇が凍り付く。呆然と押し黙ったユーティから視線を逸らして、カヤが父を見つめる。カヤは両手を床に付くと、深々と頭を下げた。

「大事な息子さんを迷わせてしまって申し訳ないです」

「……貴方が悪いとは思っていない」

「いいえ、悪いのは俺です。ユーティは優しい奴だから、俺のような人間を放っておけなくて……それで勘違いしてしまったんだと思います。全部全部、悪いのは俺なんです」

　カヤは首を左右に緩く振ると、苦しそうな声で続けた。

「それで……図々しいお願いなのですが、この村の外れにでも住まわせて頂いて良いでしょうか……？　ユーティの夫人が嫁ぎ次第、俺はこの家を出て行きたいと思います」

　カヤの口調には、迷いの欠片も見えない。出て行く、という言葉に、息が止まりそうになる。

　父はカヤを見つめた後、囁くような声で漏らした。

「貴方には、申し訳ないことをする」

「いいえ、とんでもないです。勝手に嫁いで来た俺に、貴方がたは本当に親切にして下さった。荒野に放り出されても、嬲り殺されても文句は言えないのに、俺に寝床と食事を与えて、家族の一員として受け入れてくれた……。この御恩を決して忘れません」

　再びカヤが床に触れそうなほど頭を下げる。

　そうして、顔を上げると、カヤはユーティを見つめてこう言ったのだ。

「……ユーティ、今度は良い嫁を貰ってくれ……」

　まるで痛いものを呑み込むかのような、強張ったカヤの微笑み。その笑みを見た瞬間、不意に心を踏み躙られたような気がした。大事に温めていた卵がグシャリと音を立てて踏み潰されたような惨むごい感覚。目の前が真っ暗になって、何も考えられなくなる。

　気が付いたら、カヤの左手首を掴んで強引に引っ張っていた。

「ユーティ！」

　カヤの焦りに満ちた声音。父が呼び止める声も聞こえたけれども、ユーティは足を止めなかった。

　大股で歩いて、家から出て行く。暗闇の中を、行く先も考えずに突き進んだ。

「……離してくれ……足が、痛い……」

　ユーティの強引な歩みに着いていけず、カヤは左足をずるずると引き摺っている。ほとんどつんのめるような歩き方だ。

　カヤの懇願の声に、ユーティは返事を返さなかった。頭蓋骨の内側で熱が暴れ狂っている。自分がこんなに身勝手な人間だとは今まで想像もしていなかった。感情が、衝動が、身体を勝手に突き動かす。

　いつの間にか灯り一つ見えない村の外れにまで辿り着いていた。

　背の低い草原の真ん中で立ち止まって、頭上を見上げる。空には欠けた月と幾万もの星が光り輝いていた。壮大で美しい光景なのに、心は氷のように冷え切っている。

　肩越しに振り返ると、怯えたように視線を伏せるカヤの姿が見えた。

「カヤ」

　呼び掛けると、カヤの肩が小さく跳ねる。全身が萎縮し切っていた。

「カヤ、顔を上げて」

　そう囁き掛けても、カヤは顔を上げようとはしない。また目の奥がじわりと熱を帯びるのを感じた。怒りが噴き出しそうだ。

「――顔を、上げろ」

　低く唸るような声で命じると、カヤの皮膚が大きく震えた。カヤの視線が恐る恐るユーティへと向けられる。

「カヤ、俺が嫌いか」

　端的に問い掛ける。カヤが目を見開いて、唇をかすかに震わせた。だが、その唇から言葉は漏れてこない。

「嫌いだから、俺を見捨てるのか。浅はかで身勝手で、弓の下手な男に嫁いだことを後悔しているのか。それとも本当は……お前を無理やり妻に娶った俺のことを憎んでいるのか」

「……憎んで、なんか……」

　歯切れの悪い口調で、カヤが囁く。

「それなら、なぜ良い嫁を貰えなんて言う。俺は君を愛していると言ったはずだ。君が妻になってくれて嬉しいとも。それなのに、どうしてそんなことが言える」

　責め立てるようなユーティの言葉に、カヤは再び視線を伏せた。じっと俯いたまま、唇を小さく動かす。

「……お前に、俺は相応しくない、から……」

　まるで叱られた子供のように自身の服の裾をぎゅっと掴んで、カヤは途切れ途切れに言葉を続けた。

「俺では、子が産むことができない。親族に紹介しても、白い目で見られる。蛮族の男を無理やり花嫁に押しつけられたと、一生哀れまれることになる。俺は、お前が哀れみの目で見られるなんて、絶対に嫌だ……」

　たどたどしいカヤの言葉を、ユーティは黙って聞いた。掴んだ手首越しにカヤの震えが伝わってくる。どうしてだか、その震えが他人ごとのようにしか感じられなかった。

「それで？」

　素っ気なく漏らした言葉に、カヤが小さく息を呑む。

「それで、君の気持ちは？」

「気持ち……？」

「君は、俺をどう思っている」

　そう問うと、カヤが逃れようと、掴まれた手首にぐっと力を入れるのを感じた。逃がさないように、握り締める手のひらに力を込める。指先が手首に淡く食い込むのを感じた。

「ユーティ……痛い……」

「俺から逃げたいなら、俺の目を見て『嫌い』だとはっきり言え。お前なんか嫌いだと、欠片も愛していないと」

　強要するように吐き捨てる。途端、掴んだカヤの手首から見る見るうちに体温が抜けていくのが判った。視線を地面へと落としたまま、カヤが唇をかすかに動かす。

「……きらい、だ……」

　それは言い訳する子供のような口調だった。もう片方の手でカヤの肩を掴んで、小さく揺さぶる。

「ちゃんと、俺の目を見て言え」

　伏せられたカヤの睫毛が戦慄く。ひどく緩慢な動作で、カヤの視線が上げられた。泣き出しそうな瞳がユーティをじっと見つめる。

「……おまえ、なんか……きら……」

　声が震えて、途切れる。次の瞬間、カヤの瞳が潤んでいくのが見えた。水の膜を張った瞳がゆらゆらと揺れる。カヤの咽喉が上下に動いて、ヒッと掠れた音を立てた。

　次の瞬間、カヤの膝が崩れた。手首を掴まれたまま、カヤは地面に膝を着いて項垂れている。

「もう……やめてくれ……」

「カヤ、言うんだ」

「……おれが……おれが全部悪かったから……」

「カヤ」

　執拗に繰り返すと、限界を超えたようにカヤが勢いよく顔を上げた。両目からはぼろぼろと涙が溢れ出しているのに、その目尻はキツく尖っている。

「俺じゃ駄目なんだ！　どれだけお前を想っても、願っても、女になれない！　子供も作れない！　お前をいつか孤独にさせる！　だからッ……だから……！」

　再びカヤはがっくりと頭を垂れた。空気が張り詰めたような沈黙の後、小さくしゃくり上げる声が聞こえた。カヤの両肩が小刻みに震えている。

「……すこし前までは、自分が男であることを誇っていたのに……。自分がアジムを率いる族長になることを疑いもしていなかった……。それなのに、今は自分が女でないのが悔しい……。どうして、自分は男に生まれてきたんだろうと……こんな、こんな惨めな……情けない……」

　ぽつぽつと草葉に滴り落ちる水滴の音が聞こえた。カヤの悔恨が皮膚に伝わってくる。

　静かにその場にしゃがみ込む。俯いたカヤの顔、その濡れた頬へと手のひらを滑らして、ゆっくりと声を漏らす。

「……君も、俺を想ってくれてるのか？」

　ユーティの問い掛けに、カヤのしゃくり上げる声が大きくなる。促すように頬を指先で撫でながら、繰り返す。

「俺と同じ気持ちだと思ってもいいのか……？」

　啜り泣くばかりで、カヤは答えない。緩く肩を揺すって、問い続ける。

「頼む、答えてくれ。君の気持ちを知りたいんだ」

　懇願するように言うと、カヤの頭がかすかに動いた。涙で濡れた瞳がユーティを見つめている。

「……ユーティ、ゆるしてくれ……」

　カヤの声は掠れて、その顔はくしゃくしゃに歪んでいた。悲哀に満ちた表情のまま、カヤはひどく小さな声で囁いた。

「……お前を愛している……」

　愛の言葉は、まるで懺悔のように聞こえた。哀れな子供のような声を聞いた瞬間、不意に熱情が込み上げた。凍り付いていた心臓が溶けて、身体の奥深くから言葉にできない感情が沸き上がってくる。

　気が付いたら、目の前の身体を草原に押し倒して、その唇に噛み付いていた。涙の味がする唇を割り開いて、咥内へと舌を捻り込む。柔らかくぬめる舌を強引に絡め取った。

「……ッ、ん……！」

　カヤが咽喉の奥からか細い声を漏らす。その声にすら熱が込み上げた。ざらつく舌の表面を擦り合わせながら、上着の裾から片手を潜り込ませる。途端、カヤはユーティの腕を掴んだ。その瞳に滲んでいるのは、かすかな怯えだ。唇を離すと、カヤが掠れた声を漏らす。

「ユ、ユーティ……」

「カヤ、触れたい」

　理性のない衝動だけのユーティの声に、カヤは咽喉を上下にひくりと震わせた。だが、結局ユーティの腕を掴んでいた手から力を抜いた。ぱたりと草むらの上に手を落として、小さく声を漏らす。

「俺も……お前に、触れてほしい」










　身体の下から、唸り声にも似たか細い音が聞こえる。

　油断すると直ぐに閉じられそうになる両足を両手で強引に割り広げたまま、剥き出しの下肢に顔を埋める。勃ち上がった陰茎の先端をぺちゃぺちゃと音を立てて舐めると、しゃっくりのような悲鳴が聞こえてきた。

「ユ……ユーティ……そこ、ばかりっ……」

　草原に敷かれたユーティの上着の上に横たわって、カヤが身をくねらせる。下肢はすでにすべての衣服を取り払われて、乱された上着の隙間からは赤い鬱血痕がいくつも覗いていた。

「気持ち、よくないか……？」

　問い掛けてから、先端の膨らみをぱくりと咥内に咥える。頬の内側に先端を擦り付けるようにしてしゃぶると、掴んだカヤの内股がビクビクと痙攣するのを感じた。その反応に気を良くして、ずるずると根本まで呑み込んでいく。浮き上がった裏筋に舌の表面を押し当てながら頭を上下に動かすと、じゅぷじゅぷと卑猥な水音が上がった。唇の隙間から先走りと唾液が混ざり合った泡が溢れ出す。

「ッ、……んん……！」

　カヤが両手で口元を覆ったまま、いやいやと拒むように首を左右に振る。咥内でカヤの陰茎が脈打ってるのが判る。それが堪らない。ユーティの唇一つで翻弄されているカヤが可愛くて仕方がなかった。

「も……でる、から……っ！」

　押し退けようとカヤがユーティの後頭部を片手で掴む。逃れようと悶える腰を鷲掴んで、強引に口淫を続けた。

「ャ……っ！　だめ……ダメっ、だ……！」

　恐慌したように十本の指先に髪の毛をぐしゃぐしゃに掻き乱される。根本までぐっと咽喉の奥に呑み込んだ瞬間、咥内でビクビクと陰茎が激しく痙攣するのを感じた。

「アッ……！　あァ……っ！」

　濡れたカヤの嬌声に併せて、苦く、熱い液体が咽喉に叩き付けられる。カヤの下腹や内股が狂おしく震えている。上下に波打っていた下腹が収まった頃に、ユーティは唇を窄めたまま陰茎を咥内から引き抜いた。その刺激にすらカヤの腰がビクッと大きく跳ねる。

　咥内に溜まった精液を、ゆっくりと手のひらの上へと吐き出す。唾液と混ざった精液は泡立てた卵白のようにも見えた。カヤは、半ば放心気味で荒い息をついている。その双丘に濡れた指先を滑らせると、カヤが驚いたように身を竦めた。

「ユ……、ティ……ッ」

「カヤ、嫌か？」

　戸惑うように揺れるカヤの瞳を見つめる。言葉を詰まらせるカヤを見て、ユーティは言葉を続けた。

「君が嫌なら絶対にしない。それか、もし君にその気があるなら、俺が女役をやっても構わない」

「……お前はそれでいいのか？」

　窺うようなカヤの声に、ユーティは眉尻をくにゃりと下げた。

「……君に、嫌われる方がイヤだ」

　子供っぽいユーティの言葉に、カヤが目をパチリと大きく瞬かせる。その直後、その頬が柔らかく緩んだ。強張っていたカヤの全身からゆっくりと力が抜けていくのが伝わってくる。

　カヤは両手を伸ばすと、ユーティの頬を左右から挟んで、そっと額を押し当てて笑った。

「どうして笑うんだ？」

「ふ、ふふ、お前が年下だったのを思い出した」

「それでどうして笑うんだよ」

　拗ねたようなユーティの口調に、カヤが更に笑い声を漏らす。

「なんていうかな……今、すごく……お前が可愛くて堪らない」

　そう囁くと、カヤはユーティに軽く口付けた。触れる程度の口付けだったが、その一瞬の触れ合いには温かい感情が満ち溢れていた。

　目を丸くするユーティを見上げて、カヤが目を細めて微笑む。

「お前が望むことを何でもしてやりたい。お前が望むことなら何でもして欲しい」

　まるで子供にするように、カヤが頬を擦り寄せてくる。そうして、カヤはユーティの耳元に囁いた。

「俺の身体も魂も、永遠にお前のものだ」

　心臓が止まるかと思った。大きく見開いた目で見下ろすと、強い意志を称えた琥珀色の瞳が見えた。カヤは口元に艶やかな笑みを浮かべている。

「本当か？」

「誓いを破ったら、俺を殺してもいい」

「君を殺すわけないだろう」

　呻くように返すと、カヤが小さく笑い声を上げた。砂糖菓子が咽喉を転がるような、甘く無邪気な笑い声。

　そうして、カヤはユーティの首に両腕を回すと、淡い溜息のような声を漏らした。

「全部、お前のものにしてくれ……」

　その声を聞いた瞬間、頭の奥が真っ白になるのを感じた。指先まで体温が流れて、全身が愛情で満ちていく。

　気が付いたら、カヤの身体をうつ伏せて、その後孔に指先を潜り込ませていた。白濁をまとわせた中指をずるずると奥まで進めていくと、カヤの綺麗な肩甲骨が跳ねる。

「痛くないか？」

　背後から覆い被さるようにして耳元に唇を寄せると、カヤがこくこくと子供のように頷いた。

「へいき、だから……」

　その声に促されるようにして、中指を前後にゆっくりと動かす。その度にカヤは、ふ、ふ、と短い呼吸を繰り返した。

　前後の動きが滑らかになってきた頃に、二本目の指をゆっくりと中へと差し込んだ。

「んっ、ん、ァ……」

　二本の指でバラバラに粘膜を擦るように動かすと、鼻がかったカヤの声が聞こえた。手のひらに残った白濁を中に擦り込んでいくと、少しずつ肉壁が柔らかく潤ってくる。

　その感触にすら高ぶった。一度も触れていないにも関わらず、下衣の前がキツく張り詰めている。堪らず、カヤの裏腿に硬くなった下肢を押し付けると、眼下のうなじが震えた。

「ユー、ティ、……もう、挿れていい……から……」

「駄目だ。二本じゃ足りない」

「だって、おまえ……こんな……」

　言葉を遮るように三本目の指を捻り込んだ。今度は中々奥まで入らず、半ば強引に根本まで沈めていく。

「あ、あ……っ！」

　カヤの掠れた声。視線を落とすと、三本の指を咥え込んだ後孔が見えた。キチキチに広がった縁が暗闇の中でも赤く色づいているのが判る。

　ゆっくりと三本の指を動かすと、カヤの背骨がくねるように波打つ。背に浮かび上がった汗を舌で舐め取ると、指を咥えた後孔が驚いたようにキュウッと窄まるのを感じた。

「っ、……ふぁ、ア……」

　三本の指に感じる締め付けがわずかに緩んできたのを感じて、ゆっくりと指を引き抜く。尻肉を左右に割り広げると、かすかに口を開いた後孔が見えた。その光景に、また血が昇っていく。

　下衣から完全に勃ち上がった性器を取り出して、膨らんだ先端をぐっと押し付ける。途端、怯えたように後孔がキュッと窄まった。先端に吸い付いてくるような感触に、吐き出す息が震える。

「……すまない、最初は……余裕がない……」

　宣言するように呟くと、カヤは敷かれた上着へと左頬を押し当てて、濡れた視線をユーティへと向けた。

「いい、から……、もッ……はやく……」

　怯えながらも強請る声に、理性が音を立てて千切れる。グッと腰に力を込めると、そのまま綻んだ穴へと先端を沈めた。

「ッぐ……ンンぅ……！」

　カヤが悲鳴を殺そうと、自身の手の甲に噛み付く。その背骨がまるで痙攣でも起こしたかのように、ぶるぶると震えているのが見えた。

「カヤ、力を抜いて……」

　キツく締め付けてくる後孔に、陰茎にも痛みが走る。なだめるように背中や脇腹を撫でていると、後孔の締め付けがほんの少しだけ緩んだ。その隙に、ずぶっと一番太い部分を埋め込む。

「んグぅ！」

　太い部分が潜り込めば、後はずぶずぶと根本まで肉筒に沈んでいった。熱く絡み付いてくる粘膜に、頭の奥がじんと痺れる。

「あ……あァァ……」

　無意識に助けを求めるように、カヤの指先が藻掻く。その手を真上から縫い止めて、ほとんど身体を密着させるようにして奥まで犯した。下生えと尻が触れ合う。

「全部、入った」

　独りごちるように囁く。カヤは俯いたまま、荒く短い呼吸を繰り返している。

　いつの間にかひどく汗をかいていたのか、ピッタリと重なった胸と背がぬるついていた。湿った身体を合わせたまま、身体全体を揺さぶるようにして奥の方を小刻みに突き上げる。

「ぁ……ん、んっ」

　馴染んできた頃に、少しずつ突き上げの幅を大きくしていく。中程まで引き抜いて、また奥まで差し込む。奥まで先端が潜り込む度に、きゅうっと肉筒に陰茎が食い締められる感覚が堪らなかった。

「カヤ……熱くて気持ちいい……」

　耳元に掠れた声で囁くと、カヤの耳が更に朱色に染まるのが見えた。

「……そ、ういっ……こと、……言ぅ、なッ……」

　律動に声を途切らせながらも、カヤが非難するように言葉を漏らす。だが、そんな声も今は甘い嬌声にしか聞こえなかった。頭の芯がぼやけて、快楽のことしか考えられなくなる。

「……ごめん、一度出したい……」

　そう口に出した瞬間、律動の速度を上げた。カヤの腰を両手で抱え上げて、半ば下半身を浮かせるようにして、ぐっと奥まで突き上げる。途端、カヤの咽喉からしゃっくりじみた嬌声が溢れた。

「ヒッ、ぁあッ」

　中に塗り付けた精液のせいか、それとも滲み出た先走りのせいか、カヤの粘膜はすでにぐずぐずに濡れそぼっていた。大きく前後に動くのに合わせて、じゅぷじゅぷとあられもない水音が上がる。

「ぅヴ……うー……っ」

　カヤが音を恥ずかしがるように、両手で耳を塞ぐ。まるで愚図る子供のようで、その仕草が可愛くて堪らない。塞がれた耳元に唇を寄せて、囁く。

「カヤ……かわいい……」

　その声が聞こえたのか、途端後孔の締め付けがキツくなった。太く浮かび上がった裏筋に、熱い粘膜が絡み付いてくる感触に目の奥がチカチカと点滅する。締め付けを振りほどくように荒っぽく二、三度中を突き上げた。

　そうして、一番奥まで先端が潜り込んだ瞬間、熱が弾けるのを感じた。

「ふ……」

「ぅあ……アぁ、……やッ……！」

　息を詰めて、中に熱を吐き出した。一番深いところに出されているのを感じたのか、カヤが悶えるように腰を揺らす。その腰をぐっと引き寄せて、最後の一滴まで強制的に呑み込ませる。震えるカヤの指先が藁にでも縋るように短い草をキツく握り締めているのが見えた。

「……ぁ、あ……」

　射精が終わった後も、粘膜に精液を馴染ませるように腰を前後に揺らす。ゆっくりと陰茎を引き抜くと、カヤの後孔から白濁がとろとろと溢れ出してきた。その光景に、惨い独占欲が体内から沸き上がってくる。

「カヤ、こっちを向いて」

　ぐったりと倒れているカヤの腕を引っ張って、仰向けに転がす。両足の間に圧し掛かると、一瞬カヤが怯えたように瞳を揺らした。

「……ユーティ、まだ……するのか……？」

「したい。……駄目か？」

　瞳を覗き込んで、甘えるように訊ねる。そうすれば、カヤが嫌だと言えないことを知っていた。カヤが言葉に詰まった後、唇をわずかに震わせて答える。

「……お前が、したいなら」

　そう答えて、カヤは自分で両足を恐る恐る開いた。従順でいたいけなカヤの姿に、すぐさま下腹部に熱が点る。

　濡れた後孔に半勃ちした陰茎を押し付けて、奥へとずるずると呑み込ませて行く。先ほど中に出したおかげか、最初の挿入の時よりも抵抗はなく、キツさも和らいでいる。

「ぅ、ヴゥ……」

「カヤ、痛いか？」

「……っ、たくない……けど……、腹がパンパン、で、……苦しっ……」

　浅い呼吸の合間に、カヤがたどたどしい声を上げる。カヤの下腹部へと手のひらを這わせると、腹筋がビクンと跳ねた。その衝撃で、後孔がキツく締められる。息を小さく漏らして、しゃぶり付くような締め付けに耐える。

「……ごめん……もう、少し、大きくするから……」

　謝りながら、両手をカヤの身体の両脇に付く。そのまま、ぐんっと腰を押し付けると、カヤの咽喉から掠れた悲鳴が零れた。

「あ、ぁッ！」

　半勃ちだった陰茎を前後に動かして、完全に勃起させて行く。少しずつ膨張していく体内の異物を感じたのか、カヤがユーティの腕を掴んで、首を左右に振る。

「……もっ、でかく……す、るな……ァ……」

「ん、ごめん。……ごめんな」

　わずかに目尻に涙を滲ませるカヤをなだめるように、顔へとキスの雨を降らせる。口では謝りながらも、中を擦る動きは止めなかった。濡れそぼった肉壁を掻き回して、一番深い場所まで犯していく。

　気付けば、カヤの吐息に甘さが混じり始めていた。くにゃりと萎えていた陰茎がわずかに勃ち起がっているのが見える。奥から先端まで引き抜く瞬間、ユーティの腕を掴むカヤの指先にぎゅうっと力が込められる。

「……抜かれる時の方が、気持ちいい？」

　訊ねると、カヤは赤い顔を更に赤く火照らせてユーティを睨み付けた。余計なことを聞くな、という表情。

　わざと中を擦るようにしてゆっくり引き抜いていくと、悶えるようにカヤの腰が揺れた。そうして、ある一点を擦った瞬間、カヤの全身が殊更大きく跳ねた。もう一度確かめるように擦ると、今度は後孔がぎゅうぅっとキツく締め付けてくる。

「ここは、気持ちいいか？」

　ユーティの問い掛けに、カヤは憤死しそうな表情でそっぽを向いた。噛み締められた下唇がかすかに震えている。

「……き、きくな……ぁ……」

　羞恥のあまり涙目になったカヤが愛らしい。だが、否定しないということはそうなのだろう。

　律動を小刻みにして、数回そこを先端で擦ってから奥まで挿し込む。その動きを繰り返している内に、カヤの性器は硬くなっていった。密着して腹で挟むようにして陰茎を擦ると、耐えられないと言いたげにカヤの両手がユーティの背を掻き毟った。

「ゆ、ユーティ、……そこ、も……ッ、ダメだ……っ！」

　びくびくと痙攣しながらカヤの内部が陰茎を引き搾ってくる。その感触に、堪らず奥まで一気に突き上げた。途端カヤが悲鳴じみた嬌声を張り上げる。

「アぁ、あぁああぁッ！」

　もう止まらなかった。カヤの唇に噛み付いて、暴れる舌を無理やり絡め取る。咥内を犯したまま、獣のように荒っぽい突き上げを繰り返した。繋がった部分から、ぶちゅぶちゅと聞くに耐えない卑猥な音が上がっている。

「ンッ、んん、んーっ！」

　カヤが身体を強張らせて、ビクビクと全身を痙攣させる。ユーティを咥え込んだ後孔がキツく窄まるのと同時に、カヤの精液で腹が濡れるのを感じた。

　精液を強請るようにきゅうきゅうと吸い付いてくる粘膜に耐え切れず、ユーティも二度目の絶頂に達した。唇を離して短く声を漏らし、カヤの体内をしたたかに濡らしていく。

「ふぁ、あ……」

　中に吐き出される感触に、カヤが力の抜けた声を上げる。すべて出し終わった頃に、カヤの体内から陰茎をゆっくりと引き抜いた。ずるずると抜け出ていく感覚に、カヤが腰をビクつかせる。

「カヤ、大丈夫か？」

　頬を撫でて訊ねると、カヤは数度瞬いてから視線をユーティへと向けた。

「大丈夫、だ……」

「……すまない、最初から無茶をした」

「それ……終わった後に言うか……」

　今更なユーティの謝罪に、カヤが小さく声を上げて笑う。そのまま両腕を伸ばして、ユーティの頭をぎゅうっと抱き締めてくる。まるで幼子のようなカヤの仕草に、愛しさが募る。

　ユーティの頭を離すと、カヤは真っ直ぐユーティを見つめて囁いた。

「許してくれユーティ」

「……一体、何を許すんだ」

「お前を、離してやれなかった。俺は、お前に何も与えてやれない。きっといつかお前に辛い思いをさせる。お前のことを想うのなら、離れるのが一番良いと解っていたのに……」

　カヤの瞳に再び涙が滲んでいく。カヤはユーティの胸に額を押し付けると、懺悔に満ちた声を漏らした。

「……お前を、離したくない……」

　吐き出されたカヤの本音に、心臓が苦しいくらい締め付けられた。ユーティが思うよりもずっと、カヤはユーティのことを想ってくれていたのだと、この瞬間ようやく気付いた。

　後悔に打ち震えるカヤの身体を強く抱き締める。

「カヤ、許しを乞うことなんて何もない。俺は、君を愛している。君以外の妻なんて要らない。たとえ子が産まれなくても、俺は君が傍にいてくれれば幸せなんだ……」

　たとえどちらかが先に逝ってしまったとしても、子も孫もなく独りぼっちになってしまったとしても、愛する人に心から愛されたという事実だけで人生は満ち足りる。幸福な人生だったと思える。そう信じたい。

「だから……どこにもいかないでくれ」

　祈るように囁く。すると、しばらくの沈黙の後、かすかな啜り泣きの声が聞こえてきた。カヤがユーティの肩に顔を埋めるようにして泣いている。

　カヤの形の良い後頭部を撫でながら、ユーティは少しだけ笑った。

「君は、強いのに泣き虫だな」

　そう呟くと、カヤの両手がぎゅうっとユーティの両肩を握り締めた。縋り付くようなその手に答えるように、カヤの目蓋に唇を落とす。

　カヤが薄く目を開くと、濡れた琥珀色の瞳に月の光が映り込んで金色に輝いた。その宝石のように美しい瞳を、ユーティは見つめ続けた。










　身体の始末をした途端、体力と気力の限界を迎えたのか、カヤは糸が切れたように眠ってしまった。熟睡するカヤを背負って、家までの帰路を辿る。家を飛び出た時は、まだ辺りは真っ暗だったのに、今はすでに朝日が昇ろうとしている。

　家の扉を潜ると、居間の方から父の声が聞こえた。

「帰ったか」

　声の方へと足を進めると、居間の小さな椅子に腰掛けた父の姿が見えた。傍らの机に、水の入ったグラスが置かれている。一睡もせずに待っていたのか、父の目は赤く充血していた。

　ユーティがカヤを背負っているのを見ると、父は諦めたように溜息を吐き出した。

「駄目か」

「……うん、駄目だ。離せない」

　嘆息する父に対して、苦笑が滲んだ声で返す。

　背負っていたカヤを長椅子に寝かせてから、父と向かい合うようにして小さな椅子に座る。父はユーティを見据えたまま口を開こうとはしない。沈黙に耐えられず、先にユーティの方が口を開いた。

「父さん、ごめん」

「何がだ」

「血も繋がっていないくせに、なんて言って。貴方は俺のことをずっと大事に育ててくれたのに、その想いを踏み躙るようなことを言ってしまって――」

　言葉に詰まる。父はユーティを無言で見つめた後、ゆっくりと唇を開いた。

「そんなことは気にしていない」

「本当に？」

「血が繋がっていようがいまいが、お前はミド家の三男で、私の息子だ。たとえお前がどう思おうが、私の考えは変わらない」

　迷いのない父の答えに、鼻の奥がツンと痛むのを感じた。かすかに目が潤む予感に、咄嗟に俯く。すると、珍しく父の笑い声が聞こえてきた。

「私は頑固者だ」

　不意にそんなことを呟く。そうして、こうも続けた。

「お前も、私に似て頑固者だ」

　ハッとして顔を上げる。父は苦笑じみた柔らかな笑みを浮かべていた。

「仕方がない、家族だからな」

　その瞬間、胸の奥で固く結ばれていた紐がゆっくりと解けていくのを感じた。雁字搦めになっていた心が解放されて、今この時からこの家族の一員として胸を張ることができるのだと思った。

「……父さん、有り難う」

「あぁ」

「貴方の息子であることが心から誇らしくて、嬉しい」

「そうか」

　照れ臭さを隠すためなのか、父の返答は素っ気なかった。わざとらしくユーティから視線を逸らしている。目を細めて笑うと、父はバツが悪そうに頬を人差し指で掻いた。それから、長椅子の上で眠るカヤへと視線を滑らせる。

「カヤを選ぶと決めたんだな」

「あぁ、カヤと一緒に生きていく。カヤは――」

　眠るカヤを見つめる。不意に、心臓の奥から甘いような、温かいような、そのくせかすかに仄暗い感情が沸き上がってきた。執着と独占欲の鎖が絡まった、澄み切った純粋な愛情。

　口元に無意識に笑みが滲む。

「俺の妻だ」

　自分がどんな風に笑っているのか、自分でも解らなかった。優しい笑みなのか、歪んだ笑みなのか。壊れていっているのか、再生しているのか。そのどちらともが同時に起こっているのか。

　押し黙った父を見つめ返して、ユーティはひどく柔らかな声で言った。

「父さん、カヤを俺の妻にしてくれて有り難う」

　父は唇を開かない。カヤは静かに寝息を立てている。

　東の小窓から朝日が室内へと淡く射し込んでいた。










「なぁ、ユーティ、本気かよ」

　弓を片手に草原へと視線を巡らしていると、ふと背後からそんな声が聞こえてきた。双眸を瞬かせてから振り返ると、何とも情けない表情をしたボラドの顔が見えた。

「今朝の話、お前本気で言ったのか？」

　ボラドが同じ言葉を繰り返す。その声音は『本気なわけがない』とユーティに答えてくれと懇願しているようにも聞こえた。ボラドの横では、イギーが仁王立ちをしてユーティを見据えている。

　今朝の話、という言葉に、わずかに溜息を漏らしそうになった。その話を口に出した時の家族の驚愕に満ちた表情が目蓋の裏に蘇る。久しぶりに兄弟三人で狩りに出たというのに、まだ朝の話を持ち出すのだろうか。

「言っただろう。俺は本気だ」

「本気なら、どうかしてる」

　イギーが吐き捨てるように呟く。嫌悪を滲ませた声音に、心臓がわずかに痛んだ。詰まりそうになる咽喉を動かして、ユーティはゆっくりと言葉を口に出した。

「俺はどうもしてないよ。本気でカヤと添い遂げるつもりだ」

　そう返した瞬間、ボラドとイギーが示し合わせたように俯いて大きく首を左右に振るのが見えた。

　その仕草で、久々に二人がユーティを狩りに誘った理由がよく解った。兄二人は弟の暴挙を食い止めようとしているのだ。男と添い遂げるなどという馬鹿な選択を正そうと。

　兄二人の哀れむような眼差しから目を逸らして、ユーティは自身の左手首へと視線を落とした。そこには細い金の腕輪がはめられている。カヤの右手首にも、ユーティと同じ腕輪が巻かれているはずだ。

「ユーティ、お前は本当に解ってるのか？　腕輪なんざ付けてたら、もう側室すら娶れねぇし、どの女からも相手にされねぇんだぞ」

　腕輪を見つめるユーティの視線に気付いたのか、まるで頭の悪い生徒に教えるようにイギーが言い放つ。

　イェフィム族の婚姻の証として、金の腕輪を送る、という風習がある。金の腕輪を送るということは『永遠の愛を誓う』という意味であり、それを付けていることによって周囲に『自分には心に決めた伴侶がいる』という事実を示すことにもなる。

　カヤと結ばれた晩から一月後の今日、ユーティは家族全員の前で、カヤに金の腕輪を送った。

　それを見た家族の反応は、ただただ驚きに満ちていた。カヤとユーティが形ばかりの夫婦だと思っていた兄弟たちは、まさかユーティが本気でカヤを愛しているなどとは想像もしていなかったのだろう。誰もが唖然とした表情で、ユーティを見つめていた。

　その奇妙な沈黙を破ったのは、カヤの呻くような声だった。カヤはその場で額を床へと擦り付けるようにして平伏すと、申し訳ございません、と家族全員に謝罪し始めたのだ。

『申し訳ございません、愛してしまいました』

　謝りながら愛を告げるカヤの姿に、兄弟たちは皆顔を見合わせて口を噤んだ。今の気持ちをどう言葉にすれば良いのか解らなかったのだろう。

　結局その直後にカヤから引き剥がされるようにして、ユーティはボラドとイギーに狩りへと連れ出された。

　数時間は黙々と狩りをしていたが、兎を数羽仕留めたところで、とうとう辛抱できなくなったのか現在の詰問に至ったという訳である。

「側室を娶るつもりはない。女に相手にされなくてもいい。俺にはカヤがいればいい。だから、腕輪を送ったんだ」

　困ったような口調で答える。途端イギーがユーティの肩を掴んできた。

「お前、まさかあいつに脅されてんじゃねぇだろうな」

「脅されてるわけないだろう。俺は、俺の意志でカヤを選んだんだ」

「正気じゃねぇよ」

　忌々しそうに吐き捨てられるイギーの声に、ユーティは微笑んだまま緩く首を傾けた。

「……そう、かもしれない。俺は、たぶん正気じゃないんだろうな」

「ユーティ、今なら撤回できる」

　ボラドが諭すように言う。兄二人は弟の気の狂った行為を正そうと必死になっている。それが二人の思いやりだと解っているからこそ悲しかった。

　ユーティは、小さく首を左右に振った。

「撤回はしない、絶対に」

「おい、ユーティ……」

「たとえ正気じゃなくても構わないんだ」

　そう言って微笑んだユーティを、兄二人はまるっきり奇妙なものでも見るような視線で眺めている。

　弓を地面に突き立てて、ユーティはじっと兄二人を見つめ返した。

「ボラドもイギーも本当は知ってるんだろう？」

「何をだ」

「俺がミド家の誰とも血が繋がっていないことを」

　ボラドの身体がぎくりと強張るのが見える。イギーは目を細めて押し黙った後、静かに唇を開いた。

「……血が繋がってねぇからって、何だって言うんだ」

「叔父さんに聞いたのか？」

「そうだな。バハル叔父は悪い人間じゃねぇが駄目だ。酔っ払うと言って良いことと悪いことの区別も付かなくなる」

　おまけに言った記憶すら忘れちまう。と苦虫を噛み潰すような声音でイギーが呟く。硬直していたボラドが恐る恐るといった様子で口を開く。

「……もしかして、お前はずっと俺たちに引け目を感じてたのか？」

「引け目？」

「俺たちを家族だとは思ってなかったのか？」

　ボラドらしい直球な問い掛けに、ユーティは小さく笑った。

「家族は家族だよ。ボラドとイギーは良い兄さんだ。だけど、やっぱり二人と血が繋がっていないのはずっと意識してた。忘れようとしても忘れられなかった」

　ボラドとイギーは黙ったまま、ユーティを見つめている。ユーティは緩く息を吐いて、言葉を続けた。

「どうやったら自分が『本物の家族』になれるのかを、ずっと考えていた。でも、やっと解ったんだ。『本物の家族』になる必要なんかないって。血が繋がってなくても、俺はみんなが大切で、みんなは俺を大切にしてくれている。それだけで良かったんだって」

　本当は物凄く簡単なことだった。血だとか絆だとか、そんな定義は最初から必要なかった。ただ、単純な愛おしさだけがあれば良かったのだ。

　ユーティが微笑みかけると、ボラドは泣き出しそうにくしゃりと顔を歪めた。

「そう思うきっかけをくれたのがカヤなんだ」

「……だから、お前はあいつを選んだのか？」

　かすかに呻くような声音でイギーが問い掛けてくる。

「そうだね。それもきっと理由の一つだ。カヤが男でも、無理やり連れて来られた花嫁でも、そんなことはどうでもいい。ただ、カヤと一緒にいたいんだ」

　ユーティの台詞に、イギーが大きく溜息を吐き出す。あからさまな諦めの溜息に苦笑いを返しながら、ユーティは続けた。

「二人は、カヤが嫌いか？」

「……嫌いだなんて、今はもうそんなこと思っちゃいない。あいつは真面目だし、よく働いてくれてる。弓だって……悔しいがあいつが言ったとおりに作り直したら、狩りの成功率もぐっと上がった。悪い奴じゃないのは解ってる。解ってるが……」

　ボラドが口ごもる。その視線が揺れて、ユーティから逸らされた。苦渋に満ちたボラドの顔を見つめて、ユーティは小さく囁いた。

「ありがとう」

　突然の言葉に、ボラドが驚いたように目を見開く。

「どうして、ありがとうなんて言う」

「二人が反対しているのが、きっと俺のことを心配しているからだって思うから。カヤと添い遂げても、何も産まれない。周りからも認められず、最期には独りぼっちで死ぬ羽目になる。そう思ってるんだろう？」

　イギーが苦しげに下唇を噛み締めるのが見えた。その顔へと暢気に笑いかける。

「でも、大丈夫だ」

「……大丈夫なわけないだろうが」

「大丈夫さ。二人から見たら正気じゃないかもしれないけど、俺は今とても幸福なんだ。きっとこれからも、カヤが傍にいてくれるなら」

　この上なく幸せそうに微笑むユーティを見て、イギーが自身の頭をぐしゃぐしゃと掻き回しながら困惑した声で呟く。

「お前は……一体いつからそんな奴になったんだ？」

「そんな奴？」

「前までは自分の意見なんかちっとも言わずに、俺たちに流されっぱなしだっただろう。それがこんな頑固者になっちまってよぉ」

　まるで嘆くようなイギーの声に、ユーティは思わず笑い声を上げてしまった。頑固者と言われたのは、これで二回目だ。

　軽やかなユーティの笑い声に、イギーとボラドがひどく珍しいものでも見たかのように目を丸くする。

「ふ、はっ、ははっ、そうだな。俺は頑固者だな」

「おい、ユーティ」

「父さんに似たんだ」

　悪戯っ子のようににんまりと笑いかけると、ボラドとイギーがとうとうガックリと肩を落とした。何だか試合に完全敗北したような様子だ。

　二人の様子を眺めながら、ユーティは殊更穏やかに言葉を続けた。

「俺とカヤの関係を、今すぐ認めてくれとは言わない。でも、……何年でも何十年かかってもいい、いつか認めて欲しいと思う。俺はボラドもイギーも好きだから、二人に認めてもらえないのは辛い」

　訴えかけるように小さな声で呟く。そうすると、ボラドが鈍い動作で顔を上げた。

「……お前は頑固な上に、ずるい奴にもなった」

「ずるい、かな？」

「ずるいだろ」

　と、もう一度ボラドが繰り返す。

　すでに日は夕暮れへと近付きつつあった。遠くの青空に薄く朱色が混じり始めるのを見て、ユーティは声を上げた。

「もう帰ろう。きっとみんな、俺たちの帰りを待ってる」

　近くに繋いでいたアベルの背へと飛び乗る。二人の兄がしぶしぶといった様子で馬上へと上がるのが見えた。










　村へと近付いたところで、ざわめきが聞こえてきた。道端を慌ただしく人々が駆け回り、大声で何かを叫んでいる。その不穏な気配に、無意識に全身の筋肉が強張った。

「何事だ」

　近くにいた者を呼び止めて、ボラドが問い掛ける。途端、若い男は目を剥いて、震える声で喚き出した。

「レギドラ家のシギが死んだ！」

「シギが!?　なぜ！」

　イギーが鋭い声を上げると、男は取り乱したように首を左右にぶんぶんと振った。首がもげて飛んでいってしまいそうな勢いだ。

「シギだけじゃない！　アーリンも、ビジュヌも！　そこら中で死人が出てる！」

「原因は何だ!?」

「全員井戸の水を飲んで、苦しんで死んじまった！　きっと井戸に毒を投げ込まれたんだ！　ここいらの井戸全部！」

　男の金切り声を聞いた瞬間、ボラドとイギーの顔が真っ青になるのが見えた。それはユーティも同じだ。一瞬目の前が真っ暗になるような恐怖だった。

　村中の井戸に毒が投げ込まれた。なぜ、一体誰に……。

「村の者は全員知ってるのか!?」

　ユーティは思わず男へと叫んでいた。ユーティの鬼気迫る様子に男が怯んだように目を瞬かせる。

「わ、わからない……。この辺りの住人は気付いてるが、村外れの方までは……」

　男の言葉を聞き終わる前に、ユーティはボラドとイギーへと視線を向けた。

「手分けして村中にこのことを伝えに行こう！」

「俺は東に行く！　イギーは西へ！　ユーティ、お前は家に戻って、父にこのことを伝えろ！」

「だが……！」

　言い返そうとしたユーティを遮るように、ボラドが言い放つ。

「家族を死なせるな！」

　そう叫ぶボラドは力強く、牽引力に満ちていた。普段は涙もろかったりする兄だが、やはり不慮の事態に陥った時の判断力は次期族長だと思わせられる。

　イギーが西へと向かって駆け出すのを見た瞬間、ユーティも綱を強く牽いていた。

　騒ぎが起こっていた場所から遠ざかるにつれて、村は少しずつ静かになっていった。まだ自分たちの命が危機に晒されていることに気付いていないのだ。

　馬で駆けながら、ユーティは声の限りに叫んだ。

「井戸の水を飲むな！　毒が入っている可能性がある！　周りにも伝えてくれ！」

　ユーティの叫び声を聞いた瞬間、慌てふためいたように人々が隣の家へと走っていく。こうしておけば人伝いに情報は広がるだろう。

　我が家にたどり着いた瞬間、ユーティは馬上から飛び降りた。勢いのまま駆け出し、厨房へと向かっていく。今頃、家族は夕食の準備をしているはずだ。

　厨房の扉を勢いよく開くと、驚きに満ちたエマと母の顔が見えた。

「ユーティ、どうしたの……。そんな汗だくになって……」

「二人とも水を飲むな。村の井戸に毒が投げ込まれている」

　ユーティの言葉に、エマが手に持っていたスープ鍋を床へと落としてしまう。ガチャンと音を立てて、スープが床へと広がっていく。その流れへと視線を落としてから、ユーティは左右を見渡した。

「父さんとカヤは」

「お……お父さんは書斎にいるけど……カヤさんは井戸に水を酌みに行くって……」

　エマの震える声を聞いた瞬間、足が動いていた。家の裏手にある井戸へと全速力で走る。

　井戸の前にカヤは屈み込んでいた。地面に膝を付くようにして、井戸の底から桶を引き上げようとしている。

「カヤ！」

　ユーティの呼ぶ声に、カヤが振り返る。その頬が嬉しげに綻ぶのが見えた。

「あぁ、ユーティ、おかえり」

　穏やかに言いながらも、カヤの片腕は井戸へと向かって伸ばされている。桶を掴もうとしていると気付いた瞬間、血の気が一気に引いた。

「カヤ、水に触るな！」

「え？」

　駆け寄ると同時にカヤの両腕を掴んで、後方へと引き寄せた。二人揃って、地面に強く尻餅をつく。カヤの手から離れたせいで、ロープと滑車がカラカラと空回りしている。その直後、水面へと桶が落下する音が聞こえてきた。

「ユーティ、何を……」

「村の井戸に、毒が投げ込まれたらしい。もう何人も死者が出ている」

　息切れの合間に必死に言葉を紡ぐ。毒、と聞いた瞬間、カヤの顔色が真っ青になった。

「ど、毒？」

「あぁ……まだ詳しいことは解っていないが……」

　ぶるりと胸元に抱き留めたカヤの身体が震える。カヤは口元に手の甲を押し当てたまま、掠れた声を上げた。

「まさか……」

「カヤ？」

「ユーティ、どうしよう。どうすればいい」

「どうしたんだカヤ」

「村が襲われる。お前が……みんなが殺されてしまう……」

　恐慌するカヤの姿に驚く。落ち着かせようと、近くに置いていた長椅子へと腰掛けさせる。その前へとしゃがみ込んで、カヤの顔を下からそっと覗き込んだ。

　カヤの顔はすでに真っ青を通り越して、青白くなっている。

「カヤ、説明してくれ。村が襲われるというのはどういうことだ？」

　白く色を失くしたカヤの頬を撫でながら問い掛ける。カヤは両手を固く組み合わせたまま、下唇をキツく噛み締めている。

「……アジムが、襲ってくる」

「なぜ」

　出てきた言葉に、ユーティは驚愕の声を上げていた。カヤが歯の根をカチカチと鳴らしながら必死で言葉を紡ぐ。

「アジムは、敵を襲撃する前に、その村の川や井戸に毒を撒くんだ。村中を混乱させてから、その隙をついて襲い掛かる。だから、これは……」

「襲撃の前兆だと？」

　言葉の続きを呟くと、カヤはこくんと弱々しく頷いた。カヤは震える手でユーティの腕を掴むと、ほとんど懇願するような声を上げた。

「ユーティ、頼む。家族を連れて逃げてくれ」

「何を、言うんだ」

「俺の力じゃ家族全員を守れるか解らない。他の村人にも逃げるように、俺が説得する。だから、頼む。今すぐどこか遠いところへ……」

　騒々しい馬の蹄の音に、カヤの声がかき消される。馬の足音は真っ直ぐミド家へと近付いてきた。

　その音の群れは、直ぐにユーティたちの目の前に現れた。馬から飛び降りた男たちがユーティとカヤを取り囲む。全員、イェフィムの村人たちだ。

「ユーティ、そいつを渡してくれ」

　年嵩としかさの男が声をあげる。常日頃ミド家とも交流のある、村の中でも重役の男だった。カヤの前に遮るように立ったまま、ユーティは年嵩の男を見据えた。

「カヤを？　なぜ？」

「そいつが井戸に毒を投げ込んだ犯人だからだ」

　年嵩の男が憎悪の篭もった声で吐き捨てる。その言葉に、ユーティはキツく奥歯を噛み締めた。

「カヤが犯人？　冗談を言わないでくれ、カヤがそんなことをするわけがない」

「いいや、間違いない。そいつが井戸に毒を投げ落とすところを見た人間がいる」

　そう年嵩の男が言った直後、野太い叫び声が聞こえた。人だかりの中からバハル叔父がカヤを指さして、声高に喚き散らしている。

「お、俺は見たぞ！　そいつが真夜中に村中を歩き回って、井戸に何かを投げ落としているのを！　そいつが犯人だ！　そいつが殺したんだッ！」

　常軌を逸した叔父の様子に、思わず顔が苦々しく歪んだ。あの叔父は一体何を言っているんだ。

「叔父さん、何を言っているんだ。真夜中に歩き回る？　カヤはいつも俺と一緒に寝ているのに、なぜそんな芸当ができる」

「そ、そいつが睡眠薬でも飲ませたに決まってる……！　ア、アジムは危ない薬なんかにも詳しいらしいからな！　そいっ、そいつはアジムから送り込まれた敵だったんだ……！　最初から俺らを殺すつもりだったんだ……ッ！」

　思い込みと偏見にまみれた叔父の言葉に、次第に怒りが込み上げてくる。ピリピリと張り詰めた空気の中、カヤの小さな声が聞こえてきた。

「……俺、じゃない……」

　肩越しに振り返ると、カヤが小刻みに震えているのが見えた。カヤは顔を上げると、押し殺した声で叫んだ。

「俺じゃない……！　井戸に毒なんて投げ込んでない……！　誰も殺そうなんて思っていない……っ！」

　訴えかけるようにカヤが叫ぶ。だが、取り囲む村人の誰も、その声に応えようとはしない。ただ冷ややかな視線でカヤを見据えるばかりだ。

　わずかな沈黙の後、人だかりの中から、こんな言葉が聞こえてきた。

「――やはり、お前はイェフィムの人間じゃなかったんだ」

　俺たちの仲間ではない。そう告げる言葉に、カヤの顔が痛々しいまでに引き攣る。笑っているような悲しんでいるような、哀れな泣き笑い。あぁ駄目だったのか……、と呻くような表情。

　その痛ましさにユーティの心臓まで締め付けられる。

「さぁ、一緒に来てもらおうか」

　年嵩の男がカヤへと手を伸ばす。咄嗟にユーティは、その手を払い落とした。

「カヤに触るな」

「ユーティ、庇うつもりか」

「カヤは何もしていない。無実の者に罪を着せようとしているのはお前たちの方だ。絶対に、死んでもカヤを連れて行かせない」

「……どいてくれ、ユーティ」

「嫌だ」

「どくんだッ！」

　年嵩の男が叫ぶのと同時に、周りにいた者たちが一斉に飛びかかってきた。顔や胴体に衝撃が走る。力任せに殴られ、全身の骨が軋むように痛んだ。殴り掛かってくる輩を、条件反射で殴り返す。

「ユーティ！　ユーティ、やめろ！　やめてくれ……っ！」

　カヤの悲痛な叫び声が聞こえる。だが、やめられない。ここで大人しくカヤを引き渡すなんて死んでも嫌だった。連れて行かれたが最後、カヤがどんな目に合うのかなんて容易に想像ができる。

　殴られた顔面や身体がビリビリと痺れるように痛む。拳の皮が剥けて、殴りつける度に赤い血が飛び散るのが見えた。拳から感覚が遠くなる。

　目の前の男の鼻頭に拳を叩きつけた時だった。家の裏口の方から怒号が聞こえてきた。

「お前たち、何をしている！」

　その声に、一同の動きがピタリと止まる。裏口の扉の前に、肩をいからせた父が立っていた。扉の後ろには、エマと母が怯えた表情でこちらを窺っている。

　鼻を手の甲で拭うと、べったりと血がこびり付いた。どうやら鼻血まで出ているようだ。

　険しい顔をした父を見据えて、叔父が泣き声じみた声を上げる。

「こいつが毒を入れたんだ！　今すぐこいつを牢に入れろ！」

「馬鹿な」

　父が苦虫を噛み潰したような表情で吐き捨てる。だが、叔父は気が狂ったように叫び続けた。

「そいつだ、間違いない！　俺が見た！　この目で見た！」

「バハル、お前の見間違いではないのか」

「見間違いなわけがない！　おい、お前は人殺しの肩をもつのか！　族長でありながら仲間を殺した奴を見逃すのか！　それとも、お前もこいつの仲間なのか……ッ！」

　半狂乱な叔父の言葉に感化されたように、周りにいた村人たちがざわめき始める。

「まさか族長までグルなのか……？」

「そんな……イェフィムを見捨てて、アジムに売り飛ばす気じゃ……」

　村人たちの声に、父の顔がすぅっと色を無くしていく。その唇が神経質に引き攣るのが見えた。

「お前は……自分が何を言っているのか解っているのか」

「……あぁ！　あぁあぁ、解ってるに決まってる！　お前もアジムの仲間なのか！　どうなんだ、答えろ！」

「そんな訳がないだろうが。我々がイェフィムを裏切る訳がない」

「ならッ！　なら、こいつを処刑しろ！　イェフィムを奪い、村人を殺しに来たこいつを殺せぇえ！」

　叔父は地団駄を踏みながら喚き散らしている。まるで駄々を捏ねる子供のようだ。

　父の顔が真っ白になって、握り締められた拳にくっきりと青筋が浮かんでいるのが見えた。

　その瞬間、解った。父は、もうカヤを守れない。カヤを守れば、ミド家が裏切り者の烙印を押されてしまうから。

　再び村人たちがカヤを取り囲む。カヤは茫然自失のまま地面にしゃがみ込んでいた。

　カヤへと無数の手が伸ばされる。その光景を見た瞬間、憎悪が弾けた。背負っていた弓を両手で握って、人だかりへと向かって棍棒のように大きく振りかぶる。

「ユーティ！」

「カヤに触るな！　俺の妻だ！」

　カヤを守るように背にしたまま、牽制するように弓を構える。

　だが、次の瞬間、頭部に重い衝撃が走った。真横から頭を殴られたらしいと気付いたのは、地面へと倒れた後だった。

　カヤがユーティの肩を掴んで、泣き出しそうに名前を呼んでいるのが聞こえる。その声に応えたかったのに、唇はかすかに震えるばかりで言葉が出てくることはない。その直後に、意識がプツリと途切れた。

　

 

　目が覚めると、暗闇が広がっていた。

　石床の冷たさが殴られた顔面にじんわりと染み込んでくる。ゆっくりと顔を持ち上げて左右を見渡すと、小さな窓から射し込む月明かりと物々しい鉄格子が見えた。どうやら牢に閉じ込められているらしい。

　うつ伏せになっていた身体を静かに起こす。途端、身体中の骨がパリパリと罅割れるように痛んだ。ぐぅう、と呻き声を漏らすと、暗闇から声が聞こえてきた。

「起きたか」

　カヤの声だ。目を凝らすと、隣の檻の端に座っているカヤの姿が見えた。だが、暗くてカヤの影しか見えない。鉄格子で隔てられた隣の檻へとゆっくりと近付く。

「カヤ、無事か……」

「あぁ、俺は大丈夫だ。お前こそ頭は痛まないか」

　聞こえてくるカヤの声に、ほっと息が漏れる。檻を仕切る鉄格子を両手で握り締めて、ユーティは唇を開いた。

「少し痺れは残っているが、痛みはそれほどでもない」

「そうか、良かった」

　ふ、ふ、とカヤの小さな笑い声が聞こえる。だが、その笑い声はかすかにくぐもっていた。まるで何かを隠すために笑っているような。

「……カヤ、こっちにおいで。顔を見せてくれ」

　そう囁き掛けても、カヤは動こうとしない。

「頼むカヤ……君の顔が見えないと不安で堪らない……」

　哀願じみたユーティの声に、ようやくカヤが鈍く動き出す。ほとんど床を這うようにして、カヤはユーティの近くまで寄ってきた。

　その姿が射し込む月明かりに照らされた瞬間、ユーティは息を呑んだ。

「カヤ……ッ、その傷は……！」

　カヤの顔や身体には無数の殴打痕が残っていた。ユーティの傷なんかよりもよっぽど痛々しく、容赦のない暴力の痕が浮かび上がっている。

　だが、カヤは赤紫色に腫れ上がった頬をぎこちなく動かして、淡い笑みを滲ませた。

「ユーティ、大丈夫だ」

「大丈夫なわけないだろ……！　こんな……っ！」

　あまりの痛ましさに言葉が詰まる。

　鉄格子を掴む指先が震えると、カヤの指先がそっとユーティの手のひらを撫でた。その指の爪が何枚も剥がされているのが見える。剥がされた爪のあとには、まだ血を滴らせる赤い肉が生々しく覗いていた。

「カヤ……カヤ、すまない……。こんな酷い目にあわせて……」

「お前のせいじゃない」

「俺のせいだ。君を守ると誓ったのに……」

「ユーティ、自分を責めるな。お前は、俺を守ろうとしてくれた。自分の立場が危うくなるのも構わず、俺を妻だと呼んでくれた。だから、もういいんだ」

　まるで慰めるようなカヤの声。それはすでに何かを悟っているような声音に聞こえた。すべてを諦めて、受け容れたような――

　はっとして顔を上げる。見開かれたユーティの瞳を見つめて、カヤはそっと微笑んだ。

「俺は、明日処刑される」

　その一言に、目の前が真っ暗になる。咄嗟に鉄格子の隙間から、カヤの手首を掴んでいた。掴んだ皮膚は、まるで死人のように冷たかった。

「駄目だ」

「ユーティ」

「ダメだダメだ、絶対に君を死なせない」

「ユーティ」

「君は何もしていない。イェフィムに懸命に尽くしてくれた。それなのに、なぜ殺されなくてはならない。君は悪くない。何も悪くないのに……」

　もう自分が何を言っているのか解らなかった。ただ繰り言のように、ダメだダメだ、と俯いたまま繰り返す。

　ふと頬に触れる手のひらを感じた。顔を上げると、カヤの柔らかな表情が見えた。慈しむような、愛情に満ちた表情だ。

「ユーティ、もういいんだ」

「何が……何も、いいわけがない……」

「いいんだよ」

　不意に、目の前が真っ赤になるような憤怒が込み上げた。感情が咽喉から迸ほとばしる。

「いいわけがない！　君は明日殺されるんだぞ！　畜生のように、首を切られて……」

　首を切られる、という自分の言葉に、また頭の奥が真っ白になる。

　カヤは明日処刑される。足を引き摺りながら追い立てられるように処刑台へと上がらされて、村人たちの前で首を切り落とされる。カヤの頭が地面の上を転がっていく――

　感情まかせの怒声を浴びせられても、カヤは動じなかった。ただ、なだめるようにユーティの頬を撫でている。

「いいんだ、ユーティ。これが俺の運命だ」

「こんな……こんな最低な運命があるものか。こんな残酷な運命があってたまるか……」

　もう堪え切れなかった。眼球から涙が溢れ出して、頬を撫でるカヤの手のひらをしたたかに濡らす。唇が震えて、情けない嗚咽が咽喉から零れ出した。

　苦しい、心臓が潰れそうだ。なぜ、どうして、こんな酷い運命ばかりがカヤに与えられなくてはならない。なぜ、こんなにも懸命に生きてきた人間が虐げられ、魂をいたぶられるのだ――

　しゃくり上げるユーティへと、カヤが静かに語りかける。

「ユーティ、俺はずっと考えていた。なぜ、父やアンジェにあんなにも残酷な運命が与えられたのかと。二人の人生は幸福だったのかと――でも、ようやく解った。運命に、いいも悪いもない。ただ、運命は訪れるだけだ。それがどれだけ残酷でも、幸運でも、ただ等しく、平等に与えられる。だからこそ、運命は受け入れるしかないんだと。……それに、俺はこの運命がそれほど悪いものだとは思わない」

「どうしてだ、どうして」

「お前に出会えた」

　涙に濡れた瞳を上げると、微笑むカヤの顔が見えた。琥珀色の瞳には温かい愛情に溢れている。悲しいくらい、穏やかな表情だ。

「俺を嫁にしてくれてありがとう。足弱の男を、殺しもせず労ってくれてありがとう。あのとき死ななくてよかったと心から思えた。短い間だったけど、この村で暮らせて楽しかったよ。それにお前と一緒に生きれて幸せだった。もう十分だ。悔いはない」

　悲しみで胸が潰れそうだ。狂おしいほどにカヤが愛おしくて、だからこそ悲しくて堪らない。

　縋るようにカヤの腕を掴んで、ユーティは首を左右に小さく振った。

「カヤ、やめてくれ……。頼むから、そんなことを言うな……」

　震えるユーティの身体をさすって、カヤが唇を開く。

「ユーティ、よく聞いてくれ。きっともうそろそろ義兄さんたちがお前を迎えに来る。お前だけなら解放してもらえる。ここから出たら、すぐに家族全員でこの村から離れてくれ。明日にはきっとアジム族が攻めてくる」

　駄々を捏ねるようにユーティは首を振り続けた。

「いやだ、絶対にいやだ……君も一緒じゃないと……君を見捨てるぐらいなら死んだ方がマシだ……」

　本気だった。カヤがいない人生など意味がない。カヤを見捨てて生き残るぐらいなら、いっそ一緒に息絶えた方がいい。愛しい人を守れない自分に生きる価値はない。

　だが、泣きじゃくるユーティを見つめて、カヤは微笑むばかりだ。

　カヤの両手がそっとユーティの両頬を包み込む。鉄格子の隙間から、カヤの唇が静かに落とされた。重なる唇の柔らかさと、ほんのわずかなぬくもりに、吐き出す息が震える。

　唇が離れると、カヤは祈るように囁いた。

「――愛してるよ、ユーティ。どうか俺を忘れて、幸せに生きてくれ」

　その瞬間、心臓が裂ける音が聞こえた。ビリビリとまるで紙でも破るような、身体が真っ二つに引き裂かれるような――

　開きかけた唇が震えて、言葉が出てこない。ユーティはカヤを見つめた。その琥珀色の瞳を。

　目の前の光景が罅割れる、粉々に砕ける。純粋な愛情が自分の心をバラバラに壊していくのを、その瞬間ユーティははっきりと感じた。

　その時、誰かの足音が聞こえた。足音は鉄格子の前で止まった。

「……ユーティ、出るぞ」

　茫然自失のまま視線を振り仰ぐと、苦渋に顔を歪めたボラドとイギーの姿が見えた。

　檻が開かれて強引に引き摺り出される。立ち上がろうにも、膝から力が抜けて歩けなかった。半ば人形のようになったユーティを、左右からボラドとイギーが支えて、牢から出て行く。

　出ていく瞬間、肩越しにカヤを見た。カヤは声を出さず、唇だけを静かに動かした。

『さようなら』と唇が言葉を描く。

　その光景を最後に、鉄扉は重く閉ざされた。










　雨だ、と天を仰ぎ見て言ったのは、ボラドだったのかイギーだったのか。それとも自分だったのか思い出せない。

　マント状の雨除けの上着を被せられた瞬間、大粒の雨が空から降り注ぎ始めた。ぱたぱたと上着に雨が打ち付ける音が聞こえる。

　ぼんやりと虚空を見つめたまま動かないユーティを見かねたのか、イギーが真横から顔を覗き込んでくる。

「ユーティ……お前、大丈夫か……」

　不安げな声に、ユーティは緩慢に瞬いてから声を漏らした。

「あぁ……」

　自分の声が遠い。まるで膜一枚隔てたかのように世界が色褪せて、生きている感覚が薄くなっていた。

　ゆっくりと一歩を踏み出す。湿った土がぐちゃりと音を立てるのが聞こえた。ぐちゃぐちゃと足音を立てながら足を進めていく。

　勝手に歩き出したユーティの後を、ボラドとイギーが慌てて追い掛けてくる。

「おい、ユーティ、どこに行く気だっ」

「どこ？　さぁ、どこだろうな」

　上の空でいい加減に答える。実際、自分がどこに向かっているのか、ユーティ自身ですら解らなかった。ただ身体が自分の意志とは関係なく動くのだ。何か冷たい歯車のようなものが自分を突き動かしていた。

　ボラドがユーティの腕を強く掴む。

「待て、ユーティ。どこに行くのか、ちゃんと教えろ」

「叔父さんのところだ」

　唇まで勝手に動き出した。自分の声を聞いて、ユーティはその瞬間自分がこれから何をしようとしているのかようやく理解した。

「叔父さんは嘘を吐いた。カヤに濡れ衣を着せて、処刑させようとしている。その理由を聞きに行くんだ」

「……お前、それは聞きに行くって面じゃねぇぞ……」

　イギーがユーティの顔を見据えたまま、引き攣った声を上げる。だが、イギーにそう言われても、ユーティは今自分がどんな表情をしているのかさっぱり解らなかった。ただ、体内が凍り付いたかのように寒い。

「カヤが死んだら、叔父さんも殺す」

　また唇が自動的に言葉を紡ぐ。もしかしたら本当に自分は壊れてしまったのかもしれない。

　口角が引き攣って、笑みの形に吊り上がるのが解った。

「全身をバラバラに引き裂いて、苦しみながら死なせてやる。償いは必ずしてもらう。必ず」

　物騒を通り越して残忍なユーティの言葉に、ボラドとイギーが目を見開く。まるで化物でも見ているかのような眼差しだった。

　そんな二人を尻目に、ユーティは再び歩き出した。大股で、叔父の家へと足を進める。その後を再び二人が追って来る。

「待て、俺たちも一緒に行く」

「二人はエマや母さんを連れて、村の外へ逃げてくれ。アジムが村を襲撃に来る前に」

　カヤから説明されたことを掻い摘んで説明すると、ボラドとイギーは言葉を失った。わずかな沈黙の後、ボラドが呻くように呟く。

「それが事実なら……父さんはきっともう気が付いている。エマも母さんも安全な場所に逃がしてるだろう」

「兄さんたちも早く行った方がいい」

「馬鹿言うな。弟一人残して、どこに行けるって言うんだ。お前が残るなら俺たちも残る」

　ボラドが吐き捨てるように言う。それに続くようにしてイギーが口を開いた。

「バハル叔父をまずは吐かせるぞ。なぜこんなことをしたのか解れば、解決策が見つかるかもしれないしな」

　イギーがユーティへと向かって、腰に差していた短刀を差し出す。鞘に入った短刀を片手で受け取って、じっと見つめる。

　ユーティの不穏な眼差しに気付いて、イギーが釘を刺すように呟いた。

「殺すなよ。もし殺すなら全部終わった後だ」










　バハル叔父の家は静まりかえっていた。

　扉を蹴破る勢いで開くと、居間の椅子に力なく座っていた叔父がビクンと肩を揺らすのが視界に入った。

「お、お前たち、い、いきなり何だっ！」

　動揺に震える叔父の声を聞きながら、ユーティは室内へと足を進めた。靴にこびり付いた泥を払いもせず、ずかずかと叔父へと詰め寄っていく。

　ユーティの様子に尋常ではないものを感じ取ったのか、叔父が部屋の片隅へと逃げていく。逃げ道を塞ぐように、叔父の進行方向の壁へとユーティは右足裏を叩き付けた。薄い壁がギギッと軋んだ音を立てるのが聞こえる。

「叔父さん、どこに行くんですか。どこに逃げるつもりですか？」

「に、逃げるなんて……」

「逃げるんでしょう？　他人に濡れ衣を着せた上に、この村を見捨てて嘘吐き野郎は逃げ出すんだ」

　ユーティは叔父の顔を覗き込んで、淡々と言葉を漏らした。まるで能面のように凍り付いたユーティの顔を見上げて、叔父が怯えたように視線を逸らす。

「お……俺は嘘なんてついていない、本当にあいつが……」

「カヤが井戸に毒を投げ込んだ？　よくもまあそんな白々しい嘘が付けますね」

「だから……嘘じゃないと言っているだろうがッ！」

　自棄やけになったように叔父が咽喉から怒鳴り声を張り上げる。そのヒステリックな金切り声を、ユーティは鼻白はなじろんで聞いた。

　荒い息をつく叔父を冷たく見据えたまま、言葉を続ける。

「で、いくらですか？」

「……は？」

「いくらでイェフィムをアジムに売ったんですか？」

　事務的なユーティの声に、叔父がぶるりと皮膚を震わせる。

「金で自分の故郷や仲間を売ったんですか？　貴方は、井戸に毒が投げ込まれるのを黙って眺めていたんですか？　悶え苦しんで死んでいく仲間たちを嘲笑っていた？」

「お、俺はそんな……そんな……」

　わなわなと叔父が唇を戦慄かせる。その惨めな痙攣を見つめながら、ユーティはそっと叔父へと顔を寄せて吐き捨てた。

「本当の裏切り者はあんただろう」

　寒々とした一言に、叔父が勢いよく顔を上げる。その瞳はまるで憐憫れんびんを乞うように潤んでいた。

「違うっ！　俺は裏切るつもりなどなかった！」

　その言葉は言外にカヤへと濡れ衣を着せたことを肯定しているも同然だった。

　背後に立っていたボラドとイギーが苦々しく口元を歪める。

「では、なぜあんな嘘を吐いたんだ」

　ボラドがそう問い掛けると、叔父はずるずると壁を背にしてその場にしゃがみ込んだ。両手で頭を抱えて、力なく首を左右に振る。

「い……言えない……」

「叔父さん、これ以上隠しごとをすると自分のためにならねぇぞ」

　イギーがそう諭すものの叔父は取り付かれたように首を振るばかりだ。

「言えない……。どうしても、言えないんだ……」

　その時、不意に気付いた。ユーティは顔を上げて、左右を見渡した。そこに普段いるはずの存在がない。

「……ヨヨは、どこに行ったんだ」

　そう呟いた瞬間、叔父がハッと目を見開いてユーティを見上げた。その恐怖を滲ませた眼差しですべてを悟る。込み上げてきたのは、吐き気を催すような不快感だ。

「ヨヨを……人質に取られているのか」

　口に出した途端、叔父がわぁっと声を上げて泣き出した。まるで小さな子供のように蹲って、頭を抱えて泣いている。

「すまない、すまない……！　こうするしかなかったんだ……！　どうか許してくれ……っ！」

　哀れに許しを乞う叔父の姿を、静かに見下ろす。

　ヨヨを人質に取られて、叔父はアジムに命じられるままに動いた。カヤに濡れ衣を着せ、処刑させるように動いた。それもすべて一人娘のためだった。

　叔父にはヨヨしかいない。本当に、ヨヨしかいなかったのだ。

「……叔父さん、ヨヨはどこに捕らえられている」

　かすかな脱力感に襲われながらも問い掛ける。叔父は涙でぐちゃぐちゃになった顔を上げて、しゃがれた声を上げた。

「北の山の……中腹にある廃屋に……」

　聞くなり、ユーティは外へと向かって歩き出した。

　背後から泣き叫ぶような叔父の声が聞こえてくる。

「やめてくれ……！　お前たちに話したことがバレたら、ヨヨが殺される……ッ！」

　懇願する声に、ユーティは肩越しに視線を向けた。ぐしゃぐしゃに歪んだ叔父の顔を見据えて、唇を開く。

「バレなくても、ヨヨは殺される」

　現実を突きつけるようなユーティの言葉に、叔父の表情が凍り付く。その面へと吐き捨てる。

「ヨヨを連れて戻ってくる。そうしたら、貴方にはカヤの誤解をといてもらう。自分のツケは自分で払え」

　そう言い放って、ユーティは家から出た。

　まだ外は雨が降っている。夜明けまで、あと数時間もなかった。










　山道のため馬には乗れなかった。足音を極力立てないよう気を付けながら、傾斜のある道を駆け上っていく。こめかみの下で血管がどくどくと脈打つのを感じながら、荒くなる呼吸を必死で堪える。

　獣のように駆け続けるユーティの後ろを、ボラドとイギーが必死に追っているのが判った。二人との距離は、すでに数十メートル以上離れている。だが、二人を待ってやろうという気持ちは欠片も湧いて来なかった。一秒でも早くカヤを助け出したい。その思いしかなかった。

　廃屋の前に辿り着いた頃には、全身が汗と雨で濡れそぼっていた。

　数十メートルほど離れた樹木の後ろに隠れたまま、廃屋の様子を窺う。壊れた窓から薄っすらとランプの灯りが覗いているのが見えた。扉の外には、見張りらしき男が一人立っている。

「あれか」

「どうするユーティ」

　追い付いたボラドとイギーが傍らの木の裏に隠れたまま、小声で話し掛けてくる。

　二人へと横目で視線を流してから、ユーティは傍らに落ちていた手のひら大の石を拾い上げた。それを廃屋へと向かって無造作に投げつける。ユーティの行動に、ボラドとイギーが目を剥く。

　石は、丁度見張りの男から数メートル離れた位置へと落ちた。見張りの男が身体を強張らせて、恐る恐るといった様子で石へと近付いて行く。ユーティたちへと背を向けている格好だ。

「二人はここで、中から出てきた奴らを打ってくれ」

　そう言い残して、ユーティは一気に駆け出した。風のように駆け抜けて、見張りの男との距離を一瞬で縮めていく。見張りの男が近付いてくる気配に気付いて振り返った時には、もう遅かった。

　腰から引き抜いた短刀で、目の前の首を真一文字に掻き切る。噴水のように噴き出した血潮が廃屋の窓硝子にビシャッと水音を立てて飛び散るのが見えた。断末魔の一つも上げずに死にゆく男を地面へと蹴り倒す。それと同時に、廃屋の中から三人の男が飛び出して来た。

「誰だ貴様！」

　その叫び声が男の最期の声になった。

　扉から出るなり、兄二人が放った矢によって二人の男が絶命した。矢は真っ直ぐ頭部や胸部を射抜いている。

　一人生き残った男へと、ユーティは地面を蹴って駆け寄った。この髭面の男には見覚えがある。確かカヤの輿入れの際、ギバとヤッソと一緒に居た男だ。

　髭面の男が長刀を斜めに振り下ろす。その切っ先の軌道を、ユーティは上半身を折り曲げて避けた。握り締めていた短刀を、目の前にあった男の左太股へと突き刺す。

「ギャ、アァぁアァッ！」

　甲高い絶叫が煩わしいと思った。

　地面へと仰向けに倒れた髭面の男の手から長剣を遠くへと蹴り飛ばしながら、ユーティは短く呟いた。

「うるさい、黙れ」

　吐き捨てながら、今度は男の右太股へと短刀を振り下ろす。切っ先がずぶずぶと肉へと埋まっていく感触を柄越しに感じながら、男の悲鳴を聞く。

　開かれた扉から廃屋の中へと素早く視線を向けると、部屋の端で震えるヨヨの姿が見えた。まるで化物でも見たかのように目を見開いて、ユーティを凝視している。怯えた様子ではあるが、怪我はしていないようだ。

　近付いてきたボラドとイギーが地面の上で悶え苦しむ男を見て、目を見開いている。

「ユーティ、お前……」

　人が変わったようなユーティの残虐さに、ボラドが言葉を詰まらせる。ボラドへと視線を向けて、ユーティは淡々と声を上げた。

「ボラドは、ヨヨを保護してくれ。イギーは周囲に敵がいないか確認を。あまりにも敵が少なすぎる」

　ユーティの言葉に、ボラドとイギーが慌てたように動き出す。ユーティは地面で藻掻く男へと、ゆっくりと視線を落とした。

「ここにはお前たちだけか？」

　問い掛けても、男は呻き声をあげて悶えるばかりで答えようとはしない。血を滴らせる短刀を振り上げて、覚えの悪い子供に教えるような口調で囁く。

「答えなければ、お前の指を一本ずつ削いでいく。指が終わったら鼻を、その次は耳を、腕を、足を、どこまで耐えられるか見物だな」

　恐怖に見開かれた髭面の男の目を、ユーティはぐっと覗き込んだ。男の黒々とした瞳に、どこか壊れたような表情をした自分の顔が見えた。

「あぁ、それとも全身を切り裂いて木に括り付けるのも良いかもしれないな。禿鷹どもが喜んでお前の肉を食い散らかすだろう。生きたまま食われるのも一興だ。なぁ、そうだろう？」

　ぐにゃりと唇が歪む。狂ったように微笑むユーティを凝視して、髭面の男がぶるぶると震え出す。その髪を鷲掴んで、眼球へと短刀の切っ先を突き付ける。

「その前に目玉を抉り出してやる」

　切っ先が徐々に男の眼球へと近付いていく。

　だが、切っ先が埋まる直前、髭面の男は耐え切れないように悲鳴じみた声を上げた。

「こっ……ここには俺たちだけだ……ッ！」

「では、他の奴らはどこに行った」

「村だッ……！　カヤの処刑を見物してから村を襲撃すると言って出て行った……！」

　その言葉を聞くなり、ユーティは握り締めた短刀の柄を髭面の男のコメカミへと叩き付けた。血をだくだくと流したまま気絶した男を放り出して、ボラドとイギーへと言い放つ。

「イギー、弓を貸してくれ」

　唐突なユーティの言葉に戸惑いながらも、イギーは担いでいた弓矢を差し出して来た。弓矢を受け取って、肩へと担ぐ。

「ボラドは、ヨヨを叔父さんのところへと連れて行って欲しい。イギーは父さんにこのことを伝えて、可能な限り村人に武装を促してくれ。処刑を見物すると言っていたのなら、アジム族は広場の近くに潜伏している筈だ。おそらくは……広場の裏山だと思う。人数を集めて、背後からアジムを叩いてくれ。俺はカヤの処刑を止める」

　淡々と言い放つユーティの姿に、イギーが動揺したように唇を大きく開く。

「ユーティ、一人で行くのは危険だ！　殺されるぞ！」

「それがどうした」

　あまりにも現実味のないユーティの淡白な返答に、一瞬虚を突かれたかのようにイギーが唇を半開きにする。

　その呆然とした表情を見据えたまま、ユーティは静かに呟いた。

「カヤが死んだら、俺も死ぬ。カヤは、俺の命だ」

　当たり前のように、その言葉は唇から零れ出した。

　カヤは、ユーティの命だった。いつの間にかユーティの心臓の奥へと潜り込んで、鼓動を刻んでいた。もう失うことはできない。失えば、ユーティの魂は死んでしまう。

「二人とも悪いが後のことは宜しく頼む。イェフィムを守ってくれ」

　そう言い残して、ユーティは再び駆け出した。

　雨はいつの間にか止んでいた。雲が晴れ始めた空は、すでに朝日に白みかけていた。

　濡れた雨除けの上着を脱ぎ捨てて、山道を転がるように駆けた。すでに足の感覚はない。疲労も苦痛も感じない。焦燥感にせき立てられるようにして駆け続ける。

　目蓋の裏に蘇ってくるのはカヤのことばかりだ。

　最初に会った時の獰猛な眼差し、拒絶的な言葉、屈辱に打ち震える肩、それらすべてがゆっくりと綻んで、柔らかく溶けていく様。カヤの泣き笑いの顔、愛おしさに満ちた微笑み、切実な交情、死を受け入れ、ユーティに自分を忘れてくれと願った声――

　悲しくて、憎らしくて、涙が出てきそうだった。カヤは、一体ユーティを何だと思っているのだ。妻を失ったことすら忘れて、新しい妻を娶れるような薄情な男だとでも思っていたのか。

　悔しい、悔しい、カヤが憎くて堪らない――

　あの瞬間、ユーティはカヤを殺したいとすら思ったのだ。他の人間の手に掛かるぐらいなら自分の手で殺してやろうと。カヤを殺して、自分も死のうと。

　だが、できなかった。カヤを愛していた。愛しているから殺したかった。だが、愛しているから殺せなかった。その矛盾がユーティを壊した。

　生まれて初めて人を殺したというのに、恐怖も、罪悪感すら感じない。感じられない。カヤさえ生きていれば、他の奴らはどうなったって良い。そう考えてしまう自分が吐き気をもよおすほど邪悪に思えた。

　気が付いたら、走りながら泣いていた。涙が溢れ出す端から、目尻を伝って後方へと流れていく。もう心は滅茶苦茶だ。

　村に辿り着いた時には、すでに空は白々と晴れ渡っていた。他の人間に会わないよう、村の円周をぐるりと回るようにして広場へと向かっていく。

　広場に、カヤはいた。一メートル程の高さの台の上で、膝を着いたままじっと俯いている。その傍らには大降りな斧を持った男が立っていた。処刑人のようだ。

　処刑人が斧を振りかぶる。その光景が見えた瞬間、ユーティは弓を手に構えた。矢をつがえた状態で、声を張り上げる。

「止めろ！」

　処刑を眺めていた村人たちが何事かとばかりに振り返る。その眼差しを受けながら、ユーティは弓矢を構えたまま処刑台へと足を進めた。

「カヤは無実だ！　今すぐ解放しろ！」

「ユーティ、気が狂ったか！」

　昨日カヤを捕らえに来た年嵩の男が強張った声で叫ぶ。男へと鋭い眼差しを向けながら、ユーティは唸るように声を上げた。

「バハル叔父が吐いた。カヤが毒を撒いたんじゃない。すべてアジムの策略だ」

「馬鹿な！」

　信じられないと言いたげに年嵩の男が首を左右に大きく振る。だが、ユーティは構わずカヤへと近付いた。壇上へと上がって、処刑人の男を睨み付ける。

「どけ。まだ下らない茶番を続けるつもりか」

　鈍い声で吐き捨てると、処刑人の男は躊躇うように顔を強張らせた。だが、その顔面へと矢を向けると、処刑人の男は慌てたように壇上から退いた。

　カヤの後ろ手を縛っていた縄を短刀で切る。すると、ようやくカヤが顔を上げた。

「……ユーティ、どうして逃げなかった」

「君の言うことを聞く筋合いはない」

　素っ気ないユーティの返答に、カヤが戸惑ったように視線を揺らす。カヤの傷付いた眼差しに、今は欠片の罪悪感も抱かなかった。

　だが、次の瞬間、視界の端で何ががチカリと煌めくのが見えた。咄嗟にカヤの身体を庇うようにして壇上へと倒れ伏す。矢がユーティの頭上を掠めて、年嵩の男の肩に一直線に突き刺さるのが見えた。

「ギャアッ！」

　年嵩の男の叫び声を皮切りに、村人たちの間に恐怖と悲鳴が広がっていく。

　カヤの身体を壇上から引き摺り下ろして、台の裏へと身を隠す。

「始まった」

　独りごちると同時に、山の斜面を駆け下りてくる足音が無数に聞こえた。どうやらアジムたちは手っ取り早く白兵戦はくへいせんを行うつもりらしい。

　弓を手放して、短刀を握り締める。

「カヤ、君はここに隠れてろ」

　そう言い放つなり、ユーティは台の横を走り抜けようとしていた男の足を切り付けた。悲鳴を上げて、地面へと倒れ伏した男の心臓を背後から一気に貫く。男が手に持っていた長剣を奪い取って、カヤへと手渡す。

「近付いてくる奴は全員斬れ」

　それがアジムでもイェフィムの者でも。酷薄こくはくにそう命じるユーティを、カヤが目を見開いて凝視している。自分はきっと今おぞましい顔をしているんだろうと思った。体内が凍えるように冷たい。まるで全身が鉄屑にでもなったかのようだ。

　ユーティを凝視していたカヤの表情が不意に強張る。

「ユーティ、しゃがめッ！」

　反射的に上体を地面へと張り付かせる。瞬間、風を切る音が頭上から聞こえた。顔をねじ曲げるようにして後方へと視線を向けると、ヤッソが剣を勢いよく振りかぶっている様が見えた。

「このっ死にぞこないがァ！」

　その言葉はカヤへと向けられていた。再び振り上げられた長剣の矛先も。

　それを見た瞬間、目蓋の裏が真っ赤に染まった。内臓がぞわりと隆起するような憎悪に、身体が勝手に動く。

　伏せていた身体を、跳ねるように起き上がらせる。身体をくるりと反転させるのと同時に、握り締めていた短刀を目の前の腹へと斜め下から突き刺した。ずぶずぶと内臓に刃が沈んでいく感触が手のひらに伝わってくる。

「……え？」

　一拍置いて、ヤッソの不思議そうな声。ヤッソはきょとんとした眼差しで自分の下腹に突き刺さった刃を見つめていた。

「死に損ないはお前の方だ」

　そう吐き捨てた瞬間、ユーティは短刀を一気に引き抜いて、真横へと振り薙いだ。ヤッソの咽喉がぱっくりと一文字に裂けて、その隙間から血液が噴き出す。ヤッソの身体は、そのまま地面へと仰向けに倒れた。生にしがみ付くようにピクピクと痙攣する四肢が惨たらしい。

　周囲はすでに騒然としていた。襲いかかるアジム族から必死に逃げている者。武装をして立ち向かっている者。だが、戦いに慣れたアジム族に対して、イェフィムの抵抗はほとんど意味を為していない。地面にはすでにいくつもの死体が転がっている。血に濡れた地面から噎せ返るような血臭が辺りに広がっていた。

　だが、それを悠長に眺めている暇はなかった。突然、熱いものが触れたかのような痛みが右腕に走る。

「貴様ぁ！」

　剣を構えたギバが立っていた。息子を殺された怒りからか、その目は赤黒く見えるほど血走っている。

　咄嗟に短刀を左手に持ち替えて、真っ正面から振り下ろされる剣を受け止めた。ギギッと剣と剣が擦れ合う音が聞こえる。

「よくも、よくも息子を……！」

　怒りに我を忘れたようにギバは太刀を振るう。流石一族の長だけあって、一打が強力だ。重い衝撃に、握り締めた短刀が弾け飛ばされそうになる。必死で攻撃を受け止めながら、ユーティは唸るように吐き出した。

「自業自得だ」

「何だとッ！」

「お前たちだってカヤの父を殺したはずだ」

　ただ自らの行いが自分に返っているだけだと言い放つ。だが、そんな言葉一つで我が身を省みるはずもなく、ギバは剣を振って叫んだ。

「欲しい物を、力ずくで奪って何が悪い！」

　誇りも威厳もない、我儘な子供のような台詞だ。実の兄を殺してまで欲しかったものが族長の座なんて、ユーティには理解できない。理解したいとも思わない。

「畜生以下だな」

　思わず唇から侮蔑の言葉が零れ出していた。ユーティの一言に、ギバの目がますます怒りに燃えたぎる。

　真上から振り下ろされた剣を受け止めた瞬間、短刀の刃がパキッと軽い音を立てて真っ二つに折れるのが見えた。その光景に、臓腑がぞくりと震える。

　ギバが口元を笑みに歪めながら、再び剣を振り上げた。息を呑んで、煌めく刃を凝視する。

　殺されると思ったその瞬間、突然木の枝のようなものがギバの咽喉から飛び出してきた。咽喉を背後から矢で貫かれていると気付いたのは、ギバがごぶごぶと血反吐を吐き出し始めた時だ。

　矢が放たれた方向へと視線を向けると、壇上に立ったカヤが矢を放った体勢のまま固まっていた。その目は、死に行くギバを真っ直ぐ見据えている。

「ユーティに、手を出すな！」

　その叫び声に、不意に心臓の奥からせり上がってくるものがあった。

　ギバが仰向けに倒れて動かなくなる。

　族長を失ったことに気付いたのか、アジム族の戦士たちの間に動揺が広がるのが解った。戦うべきなのか、退くべきなのかを思案している様子だ。

　ざわめく者たちへとカヤが続けざまに叫ぶ。

「恥を知れ！　お前たちは、アジムの誇りを忘れたか！」

　まるで空間を射抜くようなカヤの声に、それまで騒然としていた周囲が一気に静まりかえる。緊張に張り詰めた空気の中、カヤは血走った眼差しで辺りを見渡した。

「イェフィムはアジムを侮辱などしていない！　イェフィムを侮辱したのはアジムの方だ！　男なんかを花嫁に送って……それでもイェフィムはアジムを許したのに、お前たちのこの行為はなんだ！　武器も持っていない相手に一方的に襲いかかって……情けない、愚かしいとは思わないのか！　こんな……こんな誇りの欠片もない……」

　カヤの声が少しずつ小さくなる。まるで嘆くようにカヤは首を小さく左右に振った。その目はかすかに潤んでいる。

「……アジムの魂は死んだ……。お前たちはもうアジムではない……。ただの蛮族だ……。我が一族は……仲間は消えた……」

　カヤの切ない悲嘆に、心臓が小さく痛む。カヤはこの瞬間、生まれ育った故郷を、仲間たちを永遠に失ったのだ。

　カヤは顔を上げると、再び手に持った弓を構えた。それを眼下にいるアジム族の戦士たちへと向けながら言い放つ。

「イェフィムは俺の家族だ。俺の家族に剣を向ける奴らは決して許さない。まだこんな馬鹿げた争いを続けるつもりなら、お前たち全員を地獄に引き摺り込んでから死んでやる」

　さぁ、どうする。と最後の選択を叩き付ける。向けられた矢尻に、アジム族が身体を強張らせるのが見えた。

　数十秒の沈黙の後、アジム族が次々と手に持っていた剣を地面へと落とし始めた。

　最初に武器を手放した男がカヤへと声を掛ける。

「カヤ……悪かった……」

「……俺に謝る必要はない。たくさんの人が死んだ」

「……そうだな」

　自嘲気味な相槌を小さく漏らして、アジム族が去っていく。

　その姿が見えなくなった途端、全身の力が抜けたようにカヤがその場に座り込んだ。

　カヤは、声もなく泣いていた。両手で顔を覆って、必死で声を上げるのを堪えている。両手の隙間から、ぽろぽろと透明な涙が止め処もなく零れ落ちていた。










　その直後も、しばらく騒然とした時間が続いた。

　ボラドに連れて来られたバハル叔父は、カヤを目の前にして土下座して謝罪した。村人たちへと自分の嘘を正直に告白し、カヤの無実を証明した。

　村人たちは入れ替わり立ち替わりカヤの元へと訪れては、頭を地面へと擦り付けながら「すまない、酷いことをしてしまい本当にすまなかった」と繰り返した。

　すべての謝罪を、カヤはただ穏やかな表情で受け入れた。

「イェフィムは怒りも恨みも水に流す。だから、俺にもそうさせて下さい」

　そう口にするカヤを見て、村人たちは目を潤ませた。

　挨拶もおざなりに、怪我の手当をするからカヤを連れて帰ることを伝える。半ば強引にカヤを引っ張って歩いていると、死体の埋葬をしていた父と兄二人が声を掛けてきた。

「私たちはエマと母さんを迎えに行ってくる。自分たちで怪我の手当てはできるな？」

　父の問い掛けに、あぁ、といい加減な返答を返す。再び歩き出すと、背後からイギーの声が聞こえた。

「あんまり酷いことしてやるなよ」

　そんなことは言われなくても解ってる、と怒鳴りそうになった。下唇を噛んで、衝動を必死で堪える。らしくもない乱暴なユーティの様子に、カヤが戸惑ったように視線を揺らしているのが解った。

　先ほどの喧噪が嘘のように、家の中は静まりかえっていた。カヤを部屋まで連れて行ってから、薬箱を取りに行く。

　怪我の手当をしている間も、カヤは黙り込んだままだった。切れた頬や目蓋に塗り薬を丹念に塗って、剥がれた爪の痕に静かに包帯を巻いていく。

　指先に包帯を巻き終わった時、カヤがそっと手を伸ばしてきた。

「……ユーティ、右腕の手当てをしないと……」

「掠り傷だ」

「でも……化膿したらいけないから……」

　まるで親の機嫌を窺う子供のようだった。弱々しい声で言うと、カヤはユーティの袖をまくって、傷口を丁寧に消毒し始めた。

　消毒が終わると、包帯を巻きながらカヤがか細い声で問い掛けてきた。

「……怒っているのか」

「あぁ」

　一言冷たく返す。すると、カヤの指先がぴくんと跳ねた。その指先を見下ろしたまま、言葉を続ける。

「俺は、君にとても怒っている」

　カヤの視線が怯えたように伏せられる。その震える目蓋を睨み付けたまま、ユーティははっきりとこう言った。

「君が嫌いだ」

　見開かれたカヤの目がユーティを見つめる。真顔で見返すと、途端カヤの瞳から涙が溢れ出した。ぼろぼろと大粒の涙が頬を伝って落ちていく。

「す、すまな……」

　言葉が涙で途切れる。カヤは泣きやもうとするように何度も両目を瞬かせていた。だが、涙は溢れるばかりで止まる気配はない。

「すまない、ユーティ、すまない……で、出て、いくから……今日中に、この家を出る、から……」

「出て、どこに行くって言うんだ」

「……わ、わからな、……でも、すぐ消えるから……お前の前から、いなくなるから……」

　まるで譫言うわごとのようだ。どこか呂律の回っていない口調で呟くと、カヤは夢遊病のような動きで立ち上がった。そのままふらふらと歩き出すのを止めるように腕を掴む。

「カヤ、座って」

「ご、ごめ……出て、いくから……」

「座りなさい」

　繰り返すと、カヤは顔をくしゃくしゃに歪めて腰を下ろした。その両肩を掴んだまま、カヤの顔をじっと覗き込む。

「どうして俺が君に怒ってるのか、君を嫌いだと言うのか、理由が解っているのか？」

「お……俺が厄介ごとばかり、起こすから……」

　ふぅと溜息を吐く。そんな小さな音にさえ、カヤは過敏に震えた。

「たとえ君が厄介ごとを起こそうが、そんなことはどうでもいい。君が誰かを殺してしまったとしても、俺は君を心底から嫌いになることなんてできない」

「な、なら、どうして……」

　動揺したようにカヤが唇を震わせる。

「俺は、君を愛している」

　事実だけを告げるように、淡々とした声で漏らす。カヤが唇を半開きにしたまま、目を丸くする。

「だからこそ、俺を遺して死のうとした君が憎くて堪らない」

　伏せていた視線の奥で、じんわりと眼の奥が湿るのを感じた。唇が惨めに歪んでいく。

「君が嫌いだ。でも、君を愛している」

「……ユーティ」

「忘れてなんて……さようなら、なんて言うな……。二度と、言わないでくれ……」

　お願いだから……。情けなく呻いた瞬間、俯いた頭をぎゅっと抱き締められた。カヤがユーティの頭を両腕で抱き締めたまま、頭へと鼻先を埋めている。

「ユーティ、すまない。……俺が悪かった……」

「愛してる、カヤ。……本当に君を愛してるんだ」

「うん、俺も愛してるよ。俺には、お前だけだから……」

　カヤの両手がユーティの頬をそっと包み込む。そのまま、静かに口付けが落とされた。かすかに涙の味がする。

　ぼんやりと口付けを受け入れていると、まるで雨のように何度も唇が降ってきた。目蓋や頬に唇が触れて、次第に熱を孕んだ吐息が皮膚に触れる。

「ユーティ……はしたないと思わないでくれ」

「……カヤ」

「今すぐ、お前と繋がりたい」

　切実な声音だった。熱情だけではない、どこか切迫した響きがあった。カヤが自身の服を脱ごうと手を動かす。だが、指が痛むのか、その動きはたどたどしい。

「カヤ、おいで」

　もどかしく指先を動かすカヤを呼ぶ。寝台へと横たわらせると、カヤの胸が大きく上下した。上着を開くと、カヤの小麦色の肌に赤黒い痣がいくつも散っているのが見えた。

「痛いだろう」

「……痛くてもいい」

　カヤの両腕が伸ばされる。ユーティのうなじに絡まると、そのまま引き寄せられた。直ぐに舌が絡まった。唾液がなじんだ舌をこね合わせていると、カヤの手がユーティの下腹へと伸ばされた。布の上からまだ萎えている陰茎を手のひらで撫でさすられて、その淫靡な動作に息が上がる。

「ユーティ、はやく、はやく硬くしてくれ」

　甘く強請る、カヤの即物的な声。カヤの目は、すでに蜂蜜のようにどろどろに蕩けていた。まるっきり発情した獣のようだ。その様子は、死を目前にしていた人間が必死に生を享受し、骨の髄まで味わおうとしているように見えた。

「少し落ち着け。そんな乱暴にすると、指が痛むだろう」

　下衣へと強引に手を突っ込もうとするカヤを制しながら、そっとその両手首を掴む。すると、むずがる子供のようにカヤが身を捩らせた。

「ユーティ、じゃあ口で」

　代案のように出された言葉に、ユーティは目を丸くした。唇を半開きにしたまま硬直していると、カヤが口をゆっくりと開いた。その唇の隙間から赤い舌が覗き見える。

「口で、してもいいか？」

　乞うように問われると、嫌だなどとは口が裂けても言えなかった。こくりと唾を飲み込むと、ユーティの様子を見たカヤが口角を吊りあげるようにして笑う。まるで暗闇へと誘い込むような蠱惑的こわくてきな微笑みだ。

　カヤは犬のように四つん這いになると、そのままユーティの下肢へと顔を近付けてきた。下着をずり下げて、剥き出しになった性器へと唇を寄せる。カヤの舌が伸ばされて、先端へと触れた。濡れた生温かい感触に、内股が小さく震える。

　カヤは、先端を執拗に舐めた。ぺちゃぺちゃと音を立てて先端を舐めしゃぶって、時々浮き上がった裏筋を辿るように舌を這わせる。

　陰茎が完全に勃起して、鈴口すずくちから先走りが溢れ出すと、カヤはうっとりとしたように目を細めた。

「ん……ユーティ、おれの口、気持ちいい、か……？」

　うっそりと笑いながら問い掛けてくる。その欲に溶けた眼差しに、ますます下腹部に熱が溜まって行く。

　膨らんだ先端が咥内へとぱくりと含まれる。そのまま、ずるずると咽喉の奥まで飲み込まれた。

　裏筋にピッタリと舌を貼り付かせたまま、カヤの頭が上下に揺れ始める。短い赤毛がリズミカルに揺れる様を、ユーティは食い入るように見つめた。

「……ぅ、グ……んぶ……んっ……！」

　先端で咽喉を突かれるのが苦しいのか、時折眼下から唸り声が聞こえて来る。それでもカヤは口淫を止めようとはしない。

　じわじわと腹の底から込みあげてくる快感に、目が霞む。

　指を唾液で湿らせて、口淫に必死になっているカヤの下半身へと伸ばす。下衣をズラして、その尻の狭間に指先を滑らすと、カヤが咽喉を震わせた。

　陰茎を咥えたまま、カヤが驚いたようにユーティを見上げる。その視線を受けながら、ユーティは欲情し切った表情で微笑んだ。

「一緒に」

　囁きながら、濡れた指先で窄まった後孔の縁を撫でる。そのまま一本目の指を内部へと挿し込むと、カヤの背が大きく跳ねた。

　口に含んでいた陰茎からプハッと唇を離して、カヤが掠れた声をあげる。

「ユ……ユーティっ……！」

「カヤ、口が留守になってるぞ」

　そう指摘すると、カヤは少しだけ悔しそうな表情をして再び奉仕に戻った。だが、後孔に突き刺さった指が気になるのか、その愛撫はどこか大人しくなっている。

　まるでミルクを舐める猫のように、ぺちゃぺちゃと先端だけを舐めているカヤを見下ろしながら、後孔へと突き入れた指をゆっくりと動かす。

「……ぁ、あ、……ッん……」

　苦しげだった息づかいが次第に甘く溶けていく。一本目に添わせるようにして二本目の指を潜り込ませると、カヤは耐えられないと言いたげにユーティの陰茎へと頬擦りをした。カヤの滑らかな頬に、半透明に濁った先走りが擦り付く。

　二本の指が滑らかに動くようになった頃、三本目を捻り込んだ。三本の指で狭い肉筒を押し広げて、イイところを指の腹で擦り上げる。すると、カヤが首を左右に打ち振って叫んだ。

「もうっ……もう、いっ……から……！」

　もう挿れてくれ……。懇願するような小声に、飽きることなく熱が煽られる。

　後孔から指を引き抜いて、カヤの身体を膝の上へと抱き寄せる。カヤの服を脱がせて、向かい合うように抱き合ったまま、綻んだ後孔へと先端を押し当てた。

　カヤの首筋がぶるりと震える。その脈動にも似た震えを感じながら、掴んだカヤの腰をそっと下ろしていった。

「ふ、あぁあァアァ……ッ」

　ずぶずぶと肉と肉の隙間に埋没して行く感覚が堪らない。きゅうきゅうと火照った肉筒がユーティの陰茎を柔らかく食みながら、奥まで呑み込んでいった。

「ゆー……てぃ……ふかっ……深いぃ……」

　自身の体重で下腹までユーティの陰茎を呑み込んだカヤが譫言のように呟く。その舌ったらずな声音が可愛い。

「ん、痛くないか」

「……ぁ、ん……いたく、ない……ぃ」

　繋がりが解けてしまうのを恐れるように、カヤは痛くないと繰り返して首を小さく左右に振った。その両腕がぎゅうぅっとユーティの首裏へと絡み付いてくる。まるで子供が必死に親を繋ぎ止めようとしているかのような仕草だ。そんなカヤが痛ましいほどに可愛かった。

「カヤ、動くぞ」

　カヤの膝裏を両手で掴む。そのまま上下に全身を揺さぶるようにして動いた。下から突き上げると、押し出されるようにカヤの唇から嬌声が溢れる。

「お、奥ッ……そ、……なっ……ゴツ、ゴツっ、されたら……！」

　喘ぎ声混じりのカヤの声はひどく不明瞭だった。先端で奥をこね回すと、カヤがイヤイヤするように首を左右に打ち振る。そのまま律動を更に激しくして行った。

　寝台が割れそうなぐらい強く、体重に任せて奥の奥までねじ込んで犯していく。

「やッ……！　ユーティ、ゆ……てぃ！　もっ、だめ、だめ……ぇ！」

　そう叫ぶのと同時に、カヤの背が仰け反った。全身を硬直させて、ぱっくりと開いた鈴口から白濁を迸ほとばしらせる。ビクビクと全身を痙攣させながら絶頂を味わうカヤの姿に、瞬間、頭の奥が真っ赤になるような興奮を覚えた。

「ッ、いや……やだ……っ！　でて……出てっ……のに……っ！」

　泣き叫ぶカヤの声が聞こえる。気が付いたら、寝台にカヤの身体を押し倒して、絶頂にキツく窄まる後孔を夢中で突き上げていた。

　ユーティの激しい律動によって射精が強制的に引き延ばされているのか、カヤの陰茎から精液がピュッ、ピュッと断続的に噴き出ているのが見えた。その光景に余計に高ぶる。

「……ぁうぅ、……あー……ぁ……」

　もうカヤは放心状態で、ガクガクと揺さぶられるがままだ。それでも唇を重ねれば、無意識に舌を絡めてくる。その従順な様子が堪らない。

　真上からズンズンと奥まで突き上げながら、小さく囁く。

「カヤ……愛してるよ」

　そう漏らすと、カヤの瞳から一筋の涙が伝い落ちるのが見えた。その光景を見た瞬間、弾けた。腰を引こうとすると、カヤの両手がユーティの腰を掴んだ。

「ぁ、あ……ゆーてぃ……いちばんおく……奥に……」

　強請る声に抗うこともせず、カヤの一番深い場所に熱情を吐き出した。まるでユーティの精液を味わうかのようにカヤの内部が蠕動ぜんどうしている。その感触に、熱い息が漏れた。

　溜まりに溜まった欲をすべて吐き出すように、射精は長く続いた。小刻みに痙攣するカヤの内腿を掴んだまま、尿道から熱い液体を流し込んでいく。続く絶頂感にユーティは背筋を震わせた。

　ようやく射精が終わった後も、しばらくこめかみがドクドクと脈打っていた。カヤの胸に額を押し付けたまま、荒い息を吐き出す。

　カヤの中から引き抜こうとした時、挿入したままの陰茎がギュッと締められる感覚があった。カヤがユーティの腰を掴んだまま、熱のこもった眼差しで見上げてくる。

「ユーティ、まだ……抜かないで、くれ……」

　羞恥心を堪えながらもそう強請るカヤの言葉に、収まっていた熱が再び高まって行く。萎えかけていた陰茎が体内で硬度を取り戻していくのが分かったのか、カヤが悶えるように腰を揺らした。その口元には艶つややかな笑みが浮かんでいる。

「は、ぁ……ユーティ、硬くなってる……」

　甘えるような声に、頭に血が上るのを感じた。カヤの腰を鷲掴んで、根本まで入ったものを一気に引き抜き、再び奥へと叩き付ける。奥を突き上げた瞬間、結合部からブチュッと下品な音を立てて、先ほど吐き出した精液が溢れるのが分かった。

「ひッ、あぁあああぁッ！」

　体内を抉られる衝撃に、カヤが甲高い嬌声を張り上げる。

　嬌声を振り払うように、強引に抜き差しを繰り返す。突き上げるたびに中で精液がぶちゅぶちゅと泡立てられていく。

　濡れそぼり柔らかくなったカヤの中も、先ほどとは違って最高だった。中がうねうねと絡んで、まるで味わうように陰茎にしゃぶり付いてくる。

「っぁ、んっ！　ゆー、てぃ……すきっ……すき……ぃ……！」

　ユーティの首にしがみ付いて、健気に叫ぶカヤが可愛らしかった。その声に煽られて、陰茎がぐんっと大きさを増すのを感じた。

　亀頭を奥に押し付けたまま、ゆっくりと腰を回してやると、カヤの咽喉から潰されたような声が漏れた。

「ん……ぐぅ、んんんッ……や、ぁ、やら……そこぉ……」

　カヤの口角からだらりと唾液が零れている。下顎を伝う唾液を舐め取りながら、ユーティはカヤへと囁いた。

「そこがいいのか？」

　カヤの返答を待たず、再び奥の行き止まりを先端でゴツゴツと小刻みに突き上げてやる。途端、カヤが両足をビクビクと大きく痙攣させた。

「ひぃ、ンンっぁ！」

　ぎゅうっと中が締め付けられる刺激に、思わず達しそうになる。奥歯を噛み締めて衝動を堪えて、ユーティは震えるカヤを見下ろした。

　カヤは打ち上げられた魚のようにヒクつきながら、無防備に力の抜けた四肢を投げ出している。だが、その陰茎はいまだ勃ち上がったまま、先端からは透明な液体をだらだらと溢れさせていた。

「カヤ、達したのか？」

　問い掛けると、カヤは虚ろな目をユーティへと向けた。

「……いッ……いから、動いて……くれ……」

「大丈夫なのか？」

　不安げなユーティの声音に、カヤは口元に淡く笑みを浮かべた。ユーティの頭を抱き寄せて、唇を合わせてくる。

「ん……大丈夫、だから……もっと、ユーティが、ほしい……」

　口付けの合間に囁かれる言葉に、胸の奥から愛おしさが込み上げてくる。

　唇を合わせたまま、そっと律動を再開させる。今度は優しく、カヤの中をゆったりと堪能する。ほぐれきった中をゆっくりと擦られる感覚に、カヤから鼻声のような声が漏れ出た。

「ふ、ぅんん……」

　舌を絡ませながら、微睡みのような緩やかな結合を楽しむ。

　時々、悪戯するようにカヤの舌を甘噛みすると、仕返しのように舌をきつく吸われた。ぬるつく舌同士を擦り合わせて、お互いの唾液を混ぜ合わせていく。

「ぁ、あ……ユーティ……きもちいい……」

　吐息混じりにカヤが囁く。

「俺も、すごく気持ちいい」

　そう囁き返すと、カヤは嬉しそうに笑みを深めた。ユーティの両頬を手のひらで包んで、はぁと熱のこもった息を吐き出す。

「全部、おまえでいっぱいで……こんな、幸せな……」

　それは独り言のようにも聞こえた。カヤがユーティの背を掻き抱いて、子供のように小さく鼻を鳴らす。

「ユーティ……お願いだ、はなさないでくれ……」

　祈るような声に、不意に胸が張り裂けそうになった。カヤの背を抱き返して、その耳元へと囁く。

「何があっても、離さない」

　それは約束だろうか。それとも呪いだろうか。自分の言葉がどのような意味を孕んでいるかも理解しないまま、ユーティはカヤをきつく抱き締めた。

　奥まで入っていた陰茎を少しずつ勢いをつけて動かしていく。緩やかだった動きが次第に激しさを増していくのを感じたのか、カヤの呼吸が乱れていく。

「んっ、ん、あぁあ……っ！」

　体重をかけて、ずんずんとカヤの奥の奥まで拓いて行く。ぶちゅぶちゅと短い頻度で先端を奥に叩きつけるたびに、左右に大きく開かれたカヤの両足の爪先がピクピクと痙攣していた。

「ふか、深いっ……ユー、てぃ、……ふか、いぃ……ッ！」

　すすり泣きのようなカヤの声を聞きながら、律動と同時に下腹でカヤの陰茎を上下に擦り上げる。敏感な亀頭が固い下腹に擦れる感触に、カヤは身も世もなく悶え泣いた。

「いゃ……ぁ、あぁ……だめ、ぇっ……ダメッ……！」

　首を左右に打ち振りながら、カヤが堪え切れなかったように陰茎から白濁を漏らす。今度は飛び散るというよりも、壊れた噴水のように先端からだらだらと白濁が溢れていた。

　長い絶頂に、カヤの腰がガクガクと跳ねる。その腰を鷲掴んで、ユーティは奥の行き止まりまで先端を押し付けて射精した。熱い精液に奥の奥まで拓かれる感覚に、カヤが涙目のまま掠れた吐息を漏らす。

「ふ、ぁ……あ、ぁ……」

　ユーティは最後の一滴までカヤの中に吐き出した。何度も腰をゆすって、尿道に残った残滓すらも注ぎ込む。

　しばらくの間、呼吸が乱れたまま戻らなかった。

　大きく息を吐き出して、ようやくカヤの中から陰茎を引き抜く。途端、開かれたままのカヤの後孔からどろりと泡立った精液が零れてきた。その淫靡な光景を眺めて、ユーティは呟いた。

「腹が壊れないかな」

　独りごちるように漏らすと、荒い息混じりに小さな笑い声が聞こえた。

「ふ、ふふ……最初のときから、思いっきり中に出したくせに」

　カヤの口調は、まるで愛犬とじゃれているかのように和やかだった。ユーティを見上げる視線は、ひどく優しい。

「あのときは、こういうことをするのは初めてだったんだ。そこまで余裕がなかった」

「うん、そうだな」

　忍び笑いを漏らしたまま、カヤが呟く。

　カヤは両腕をユーティの背へと回すと、はぁと短い吐息を漏らした。

「なぁ、俺、おかしいのかな」

「おかしいって？」

「お前のことが好きすぎておかしい。おかしくなった」

　ユーティの肩口へと顔を埋めたまま、カヤが囁く。その言葉の切実さに、不意に胸を突かれた。

「男なのに、お前に抱かれて嬉しくて堪らない。お前の妻になれて涙が出そうなくらい幸せだ。ユーティ、愛してるよ。きっとずっと死ぬまでお前だけを愛してる」

　微睡むような、たゆたうような、そんな柔らかな声音でカヤは言った。瞬間、涙が出そうになった。涙を堪えるようにカヤの頭をキツく抱き締める。

　ふふっ、とカヤが小さく笑う声が聞こえてきた。

「俺の夫だ」

　幼く誇らしげな声が苦しいぐらい愛おしかった。










　アジムの襲撃から一月ほどは、騒動の後始末に追われた。

　死体の埋葬や毒によって汚された井戸を埋め立てて、新たな井戸を引き直すためにユーティもカヤも毎日汗水垂らして働いた。

「カヤさん、休憩したら？」

　泥まみれになりながら地面に穴を掘っているカヤに声をかけたのは、近所に住む五人の子持ちの女性だった。女性は、和やかな表情でカヤを見つめている。

　カヤは顔にこびり付いた土を手の甲で雑に拭いながら、女性を見上げた。

「いいえ、あともう少しだけ」

「でも、革具がよじれているわ。ちょうどお茶も入れたし、みんなで休憩しましょうよ」

　女性がカヤの左足に付けられた革製の補助具を指差しながら言う。カヤは自身の左足を見やると、あぁと小さく声を漏らした。

「ありがとう、気付かなかった。それじゃあ、少し休憩します」

　そう言って、カヤは指先で補助具の捩れを直した。女性へとにこやかに笑みを浮かべるカヤに、村に来た当初のような険呑さは欠片もうかがえない。女性の隣に立っていた男性が差し出した手のひらを、カヤは躊躇なく掴んだ。そのまま穴から這い上がって、身体についた土埃をパタパタと払う。

「お疲れさま」

　同じく汗だくになったユーティが声をかけると、途端カヤがパッと花咲くように満面の笑みを浮かべた。

「ユーティ」

　まだ補助具に慣れていないのか、ややぎこちなく、だが以前よりもずっと早い足取りでユーティに駆け寄ってくる。

　カヤの左足も、少し前に村医者が作ってくれた補助具を付けるようになってから随分と回復した。全速力で走るまではいかないが、今は普通に歩いたり、小走りで駆けるぐらいは当たり前にできるようになっている。それがユーティには嬉しくて仕方ない。

「足は痛まない？」

　心配げに訊ねると、カヤは子供のように得意げな笑みを浮かべた。

「平気だ。前よりずっと楽になった。ダンスだって踊れるぞ」

　おどけるようにカヤが軽やかに跳ねる。だが、疲労のせいかその足元が危うく揺れた。慌ててカヤの腕を掴んで、倒れるのを食い止める。

「……カヤ」

　たしなめるように名前を呼ぶと、カヤは悪戯がバレた子供みたいに小さく笑った。

「悪い。でも、本当に前より調子がいいんだ」

「分かってるよ。でも、今は少し休もう」

　カヤの肩を軽く叩いて、石の階段に座るように促す。カヤの隣に、ユーティも腰を下ろした。甲斐甲斐しい動きで、カヤの左足についた補助具を外していく。補助具が外れると、その膝頭をゆっくりと手のひらで撫でて、温めていく。

「ユーティ、大丈夫だって」

「うん。俺がこうしたいだけなんだ」

　そこまでする必要はないと声をあげるカヤへと、ユーティはにこやかに返した。途端、カヤがかすかに顔を赤らめる。焼けた肌にパッと散った朱色を愛しく眺めていると、ふとエマの声が聞こえた。

「外ではそれぐらいにしておいてね」

　呆れたようなエマの声に、カヤが慌ててユーティの手のひらを押しのける。ユーティは手持無沙汰になった手のひらをいい加減に宙で振りながら、エマをじっとりと見やった。

「いいじゃないか。夫婦なんだから」

「夫婦だって限度っていうものがあるんだからね。みんなの公認になったからって調子に乗り過ぎよ」

　エマが溜息を吐きながら、カヤとユーティへとお茶を差し出してくる。お茶を受け取って、ユーティは乾いた咽喉を湿らせた。だが、カヤはお茶の器をもぞもぞと両手で弄ったまま口を付けようとはしない。

　どこか恥ずかしそうなカヤの様子に、ユーティは周りを見やった。村人たちがニヤニヤと笑みを浮かべながら、ユーティとカヤのやり取りを眺めているのが視界に入る。

　いつの間にか、ユーティとカヤの仲は村人たちの周知するものとなっていた。騒動の後、ユーティやカヤに娘を嫁として貰ってくれないかという話が殺到したからだ。それは二人が部族間の騒動で無理やり婚姻を結ばされたと思っている村人たちからの好意だったのだと思う。だが、その申し出をユーティはすべて断った。

「お気持ちは有難いのですが、俺はカヤを愛しているんです。ですから第二夫人を迎え入れるつもりはありません。カヤも同じです」

　勝手にカヤへの申し出まで断ったユーティの対応に、村人たちは皆そろってぽかんと口を半開きにした。村人たちが確かめるようにカヤを見やる。カヤは一瞬だけ唖然としたようにユーティを凝視したが、その後目尻を赤く染めた。

「あの……俺のような者に、お申し出はありがとうございます。でも、すいません……」

　もごもごと言うカヤの姿を見て、村人たちはようやくユーティの言葉が本当だと分かったのだろう。誰しもが呆然とカヤとユーティを見詰めて、言葉もなかった。

　その沈黙を破ったのは、聞きなれた声だった。

「認めるよ、ユーティ」

　いつの間にか、村人たちの中にボラドの姿があった。その横にはイギーの姿も見える。

「ボラド、イギー」

　名前を呼ぶと、ボラドは柔く目を細めながら続けた。

「お前たちを夫婦と認めている。少なくとも俺とイギーは」

「認めなきゃ、お前ら二人で駆け落ちでもしちまうだろう。俺たちは弟を家から追い出す気はねぇんだ」

　素直じゃないイギーの言葉に、ボラドがその肩を小突く。あれほどユーティとカヤと添い遂げることを渋っていた二人が認めてくれたことに、ユーティはじんわりと心臓が温かくなるのを感じた。隣を見やると、カヤがかすかに目を潤ませていた。

「あ……ありがとうございます」

　カヤがぎこちない声でお礼を言うと、ボラドは大きく首を左右に振った。

「敬語は使わなくていい。もう俺たちは家族なんだ」

　はっきりと家族と口に出された瞬間、カヤの目からぽろりと涙が零れた。ユーティが肩を抱くと、カヤは顔をくしゃくしゃにしてその目から大粒の涙を流した。

　ユーティが指先で涙を拭おうとした時、ふと目の前に小さな手巾が差し出された。差し出していたのはエマだ。エマが静かに微笑んで、促すように小さく肩を動かす。

　ユーティはありがとうと手巾を受け取って、そっとカヤの目元へと押し当てた。

「ユーティ」

　カヤが鼻声で名前を呼ぶ。うん、と応えると、カヤは少し赤くなった目でユーティを見詰めて囁いた。

「この村に来れて、本当によかった」

　ぽつりと呟かれたカヤの言葉に、知らず口元に笑みが浮かんだ。相槌を打ちながら、カヤの背をゆっくりと撫でる。

　その時、ふと村人の一人が口を開いた。

「新たなミド家の一員を歓迎します」

　カヤが赤くなった目で村人たちを見つめる。村人たちは、ひどく穏やかな目でカヤを見返していた。

　その日から、ユーティとカヤの仲が村公認となった。ただカヤと一緒にいるだけで「今日も仲がよろしいことで」などとニヤニヤと声をかけられる。その声音に、嫌な感じはない。むしろ、おどけながらも静かに迎え入れてくれているような温かさを感じられる。

　村人たちと話すカヤの雰囲気も、以前よりもずっと柔らかくなった。緊張することも怯えることもなく、当たり前のように村の一員として日々を過ごしている。

　カヤは手に持ったお茶を一気に飲み干すと、ゆっくりと立ち上がった。

「ほら、ユーティ。仕事に戻ろう」

　そう促すカヤの目は、生気に輝いている。琥珀色の瞳がまるで太陽の光のように見えた。










　ようやく村が日々の安寧を取り戻してきた頃、父から離れを建てることを提案された。母屋から少し離れた場所に、ユーティとカヤの家が持てるのだ。その提案を、ユーティは喜んで受け入れた。

　それからは家族全員が協力して、二人の家を建ててくれた。母屋よりかは勿論小さいが、狭すぎず広すぎず、温かみのある家だ。

　数ヶ月後には家もほとんど完成して、後は荷物を運び入れるだけとなった。荷物を離れへと運んでいると、不意に背後から声が聞こえてきた。

「ユーティ！　ユーティ、待て！」

　カヤが何かを手に持って、ユーティへと小走りに駆け寄ってくる。

「カヤ、どうした？」

　ユーティの前で立ち止まって、カヤが手に持っていたものを差し出す。それは婚礼の時にカヤが頭から被っていた純白のベールだった。

「荷物を整理していたら懐かしいものが出てきた。お前にも見せてやろうと思って」

「あぁ、すごく懐かしいな。これを被っていた時の君はものすごく怖かった」

「怖かった？」

「猛獣みたいだった」

　歯に衣を着せずに言い放つと、カヤは声を上げて笑った。はははは、と高らかな笑い声が突き抜けるような青空に吸い込まれていく。

「そうだな。あの時は、隙あらばお前の喉笛を噛み千切ってやろうと思ってた」

「今も噛み千切ろうと思っているのか？」

「今は……ふ、ふ、どうだろうな」

　笑い声混じりに呟いて、戯れるようにカヤが純白のベールを頭から被る。

　そのまま、カヤは円を描くようにして踊り始めた。くるくると回ったり、ゆらゆらと揺れたり、子供のお遊戯のように朗らかで楽しげだ。

　ふと目蓋の裏に、婚礼の時のカヤの姿が蘇った。

　ベールの隙間から垣間見えた、硬く握り締められた拳、屈辱に震える唇、心臓ごと射抜くような琥珀色の瞳――

　踊るカヤへと、ユーティはそっと手を伸ばした。ベールの合わせ目へ、静かに指先を滑らせる。

　純白のベールに覆われた下で、彼は一体どんな表情を浮かべているのだろう。











番外編　朝の風景




　あの日のことを覚えている。イェフィム族へと花嫁として連れて行かれた、屈辱と憎悪に満ちた日を。

「俺に、触れるな」

　伸ばされた手のひらを払い飛ばして吐き出した声は、自分でも吐き気を催すぐらい刺々しかった。手のひらを差し出してきた男がどこか唖然とした眼差しで、カヤを見つめている。

　目尻がやや垂れた、柔らかな面立ちをした男だった。自分とは真反対な、見るからに甘やかされて育ったお人好しのお坊ちゃんという印象の男だ。

　目の前の男の喉笛を噛み千切って、その優しげな顔を引き裂く想像をする。男の惨めな断末魔を聞けば、このどうしようもない憎悪が少しでも晴れるのだろうか。







＊＊＊







「そう思ってたはずなのになぁ」

　ぽつりと呟いてから、隣で眠る男の顔を眺める。人差し指を伸ばして柔らかな頬をつんつんと突くと、男は「んんん」と小さく唸り声を漏らした。だが、一瞬顰められた顔も、すぐさまふにゃりと緩みきった寝顔に戻ってしまう。

　警戒心の欠片もない、子供のような寝顔を見ているうちに、ふ、ふ、と小さく笑い声が漏れた。自分でも驚くぐらい、その笑い声が幸福に満ちているのが分かる。

「ユーティ」

　目の前の男を起こさないように、唇を布に押し付けたまま小さく囁く。口に出すと、ふわりと胸の奥に溶けるように愛おしさが浮かんできた。

　笑い声を噛みしめながら、手のひらを伸ばして男の剥き出しの腕へと触れる。なめらかで張りに満ちていて、まだ二十歳にもなっていない瑞々しい皮膚だ。その腕に昨晩抱かれたことを思い出す。力強く腰を掴まれて、何度も何度も、カヤすら知らない奥まで暴かれて、欲望を注ぎ込まれた。

　思い出した瞬間、下腹の奥でむずむずと熱がうずくのを感じた。男の腕に添えていた手のひらをゆっくりと動かしていく。腕から鎖骨、胸元から腰、そのまま下腹部まで手のひらを滑らす。その更に下には、昨晩カヤの腹の奥まで突き刺さっていたものがあるはずだ。こくりと生唾を飲み込みながら手のひらを下へと動かそうとした瞬間、不意に手首を掴まれた。

「……カヤ」

　薄っすらと目を開いたユーティがカヤを見つめていた。まだ寝ぼけているのか、その目はどこかぼんやりとしている。

「ユーティ、おはよう」

　さらりと挨拶を述べると、ユーティは「おはよぉ」と不明瞭な声で答えてから大きな欠伸を零した。もう片方の手で目元を擦りながら、ユーティが訊ねてくる。

「何しようとしてたの？」

「別に何にも」

　白を切るようにそう言い返すと、ユーティはじっとりとした目でカヤを見つめてきた。だが、カヤがぷいと視線を逸らすと、諦めたように溜息を漏らした。

　ユーティの手のひらが動いて、カヤの指先へと絡められる。その柔らかな手のひらの感触に、また喜びがふわふわと込み上げてくるのを感じた。

「朝からやらしい気分になったらどうするのさ」

「ふ、ふふ、どうしようか」

　含み笑いで返すと、ユーティがまたじと目でカヤを見据えてくる。今度はまっすぐ見返していると、ユーティの顔が近付いてきた。まるで子供でもなだめるみたいに、鼻頭にちゅっと触れるだけの口付けが落とされる。

「さ、起きよう。今日も忙しいよ」

　そう言うと、ユーティはさっさと起き上がってしまった。傍に置いていた服をちゃきちゃきと身につけて、カヤへと手を差し伸べてくる。

「ほら、カヤおいで」

　差し出された手を、カヤはそっと掴んだ。初めて会った時から変わらない、温かくて優しい手のひら。その手のひらの感触に、飽きることなく胸がときめく。

　初対面の時には、その喉笛を噛み千切ってやろうと思った相手。お気楽そうな笑顔を滅茶苦茶に引き裂いてやろうと思っていたのに、今はその男を狂おしいほど愛している。

「ユーティ」

　ゆっくりと起きあがってから呼び掛けると、ユーティが「ん？」とかすかに首を傾げた。

「今日も愛してるよ」

　確かめるように囁くと、ユーティは一瞬驚いたように目を丸くした後、ふにゃりと子供のような満ち足りた笑顔を浮かべた。

「俺も、カヤを愛してるよ。今日も明日も」

「明日も？」

「明日も明後日も、十年後も、百年後も」

　どんどんスケールがでかくなっていくユーティの発言に、思わず噴き出してしまった。ケラケラと声をあげて笑っていると、両肩を掴まれた。瞬く間もなく、ユーティの顔が近付いてくる。

　今度は唇に口付けが落とされた。温かくぬめった舌先が咥内へと潜り込んできて、舌を絡め取られる。舌の腹同士をぬるぬると擦りあわせて、混ざり合った唾液を飲み込む。

　それほど長くはない口付けだった。唇を離すと、ユーティはカヤの肩口に額を押し当てて溜息を漏らした。

「あぁ……やらしい気持ちになっちゃった……」

　愕然とした声でそんなことを言うものだから、また笑いが止まらなくなった。笑い声を漏らしながら、ユーティの背中をぽんぽんと軽く叩いて呟く。

「一回するか？」

「時間がないだろ……」

「じゃあ、夜のお楽しみだな」

　そう告げると、ユーティは、はぁああぁ、と長い溜息を漏らした。未練がましくカヤの腰をぎゅうっと抱き締めて呟く。

「君は本当にずるい」

　真面目くさった口調でそんなことを言うものだから、また笑いが込みあげた。











番外編　似たもの夫婦




　じーっと恨みがましい目つきで、黒髪の男を睨み付ける。両手は休むことなくタライに浸かった洗濯物を洗いつつも、目線だけは遠く離れた男へと注ぐ。

　だが、黒髪の男は、カヤのもの言いたげな視線に気付くこともなく、三人の女の子に囲まれて和やかにお喋りしているままだ。風に乗って、その会話がかすかに耳に届く。

「あの……ユーティさんは、この布地には何色の刺繍糸がいいと思いますか？」

　布地を両手に抱えた小柄な少女が黒髪の男を見上げて問い掛ける。腰まで伸びた黒髪を両サイドでおさげに結っており、目も大きく、カヤの目から見てもとても美しい少女だった。黒髪の男を見つめる少女の眼差しは、遠目から見ても甘い恋心に満ちているように見える。

　だが、肝心の男はそんな眼差しに気付く様子もなく、悩ましげに下顎を手のひらでさすっている。

「ええっと、難しいなぁ。布地の色が綺麗な青だから、刺繍糸は白だと映えるんじゃないかな」

　一瞬、馬鹿真面目に答える男へと駆け寄って、その頭を張り飛ばしてやりたくなった。ムカムカと怒りを込めて、タライの中の服をもみ洗う。

　おさげの少女の隣に立っていた、少し鼻がツンと尖った少女が声をあげる。

「ユーティさんは青色が似合いますよねー」

「そうかな？」

「青地に白の刺繍とか、ユーティさんにすごく似合いそうですよー」

　今度は、もう一人のふくよかな少女が合いの手を入れるように言った。にまにまと笑いながら、二人の少女が後押しするように、おさげの少女の背中を軽く叩く。どうやら二人は、おさげの少女の恋を応援しているらしい。

　他人事であれば、微笑ましい光景だと思ってニコニコと笑って眺めていられただろう。だが、今は苛立ちしか覚えない。大人げなく会話に割り込んで「それは俺の夫ですが！」と叫びたい衝動に駆られる。

　アジムとの騒動が終わった後、ユーティに第二夫人を、という話は幾度となく出ていた。カヤでは子を産めないから、せめて子孫を残すために第二夫人を娶った方がいいと説得される姿を何度も見てきた。

　そういった話があがる度に、ユーティは笑顔のまま断っていた。

「俺はカヤを愛していますので、他の女性を娶ることは生涯ありません」

　そうはっきりと断っているにも関わらず、未だにユーティには第二夫人の申し込みがちらほらと舞い込んでくる。

　おさげの少女の父親も、執拗に「うちの娘を妻に」と申し込んでくる者たちの一人だ。目の前の光景を見るに、娘がユーティに恋心を抱いているから、父親としても何としても娘の恋を成就させてやりたくて、というところだろう。何にしても腹立たしいことこの上ない。

　引き千切れそうなほどの勢いで洗濯物を揉み洗っていると、不意に背後から声を掛けられた。

「カヤさん、そんな力込めてたら服が破れちゃうわよ」

　その声にビクッと肩を震わせて、恐る恐る肩越しに振り返る。背後に立っていたのはエマだった。

「エマさん……」

　弱々しい声で名前を呼ぶと、エマは何も言わずにカヤの隣にしゃがみ込んだ。

「私も手伝うね」

　そう言って、両手をタライの中へとさしいれて服を洗い始める。カヤが俯いたまま黙々と手を動かしていると、エマはぽつりと独り言みたいに呟いた。

「ユーティのこと気になるの？」

　その言葉に、カヤはわずかに視線をあげた。エマの顔をじっと見つめたまま、小さく頷く。

「はい……情けないんですけど……」

「情けなくなんてないわよ。悪いのはユーティなんだからっ」

　語尾のところで、エマの手がバチャンと水を跳ねさせる。空中に大きく散る水を見て、エマが慌てて「ごめんね」と声を漏らす。カヤは小さく首を左右に振った。

　大きく息を吐き出しながら、エマが言葉を続ける。

「ユーティって本当に自分のことになると鈍感なのよね。カヤさんが来る前も、自分から勇気を出して話しかけてきた女の子の気持ちにも全然気付かなくって」

「……ユーティって、やっぱりモテるんですか」

　カヤの落ち込んだ声で、自分の失言に気付いたのかエマがハッと口元を押さえる。

「え、えーっと、違うのよカヤさん」

　弁明するようにエマが声をあげるけれども、一度沈んだ心はなかなか浮上しなかった。肩を落としたまま、じっとりと湿った眼差しをユーティへと向ける。ユーティは未だ少女たちに囲まれたまま、和やかに微笑んでいる。

「そりゃ、そうですよね。ユーティは優しいし、偉ぶらないし、いざとなったら頼りになるし、何だかんだで男らしくて格好良いし、結婚相手としては理想的だ」

「カ、カヤさん、それは惚れた欲目だと思うわ」

「そんなユーティが男なんかと結婚するなんて勿体なさ過ぎるって、俺だって思います」

　エマの制止の声にも止まらず、自分のものとは思えないウジウジとした言葉が次々と唇から零れてくる。口に出せば出すほどに鬱々とした気持ちが心臓にずしんとのし掛かってくるのを感じた。

　完全に俯いたカヤの背中へとエマが手を伸ばしてくる。小さな手のひらが背中を撫でる感触に、惨めったらしく泣き出しそうになった。自分自身の手を思う。可愛らしさの欠片もない、ゴツゴツとしたマメだらけの固い手のひら。

　もっと自分の手が小さかったら、背が低かったら、あのおさげの女の子のように可愛らしい顔立ちをしていたら……ユーティの子を産むことができれば、何の躊躇いもなくユーティの隣に立てたのだろうか。夫が他の女に話しかけられていても、動揺することなくドンと構えていられたのだろうか。そんな叶いもしない理想ばかりが脳裏を過ぎる。

　昔の自分はこうじゃなかった。男であることを誇らしく思い、固く強くなっていく手のひらを頼もしく思っていたはずだ。一族の長として、皆を率いる自分の姿を疑いもしなかった。

　それなのに、ユーティを想うようになってから、自分の男である部分がひどく疎ましく感じる時がある。なぜ、自分は柔らかな女の身体ではないのかと――

　どんどん思考が沈んでいく。背中を撫でるエマの手のひらの感触がどうしようもなく苦しい。ヒュッと息を呑みそうになった時、不意に頭上から声が聞こえてきた。

「カヤ、どうしたんだ？」

　顔を上げると、かすかに焦った顔をしたユーティが上半身を屈めてカヤを見下ろしているのが見えた。

「え、あ、ユーティ」

「具合でも悪いのか？　昨日も夜遅くまで刺繍をしていたから、風邪でも引いたのかもしれない。今日はもう休んだ方がいい」

　口早に喋るユーティの姿に、カヤは目を丸くして瞬いた。ユーティがカヤの腕を掴んで、そっと立ち上がらせる。そのままグッと腰を抱き寄せられて、頬が熱くなるのを感じた。

「ユ、ユーティ、ちがう。体調が悪いわけじゃ……」

「エマすまない。洗濯は任せてもいいか？　夕飯の手伝いは、俺がやるから」

　カヤの言葉を遮って、ユーティがエマへと言い放つ。エマは苦笑いを浮かべたまま、片手を軽く振った。

「ちゃんと労ってあげてね」

　そう言うエマへと、ユーティは分かったというように深く頷いた。腰を抱くユーティの手のひらに力がこもって、そのまま家へと促されるように歩き出す。覚束ない足取りで一緒に歩き出した時、ふと背後から声が聞こえた。

「ユーティさん」

　肩越しに振り返ると、先ほどのおさげの少女が立っているのが見えた。おさげの少女は耳まで真っ赤にして、泣き出しそうな顔でユーティを見つめている。

「あ、あのっ……」

「すまない、妻の具合が悪いようだから、話はまた今度でもいいかな」

　喋りかける暇すら与えず、ユーティが端的に言い放つ。それでも、おさげの少女は意を決したように声を張り上げた。

「ユーティさんの好きな色はなんですかっ!?」

　それは健気な少女が精一杯ひねり出した言葉だったのだろう。その一生懸命さに、ひやりと心臓が冷えるのを感じた。それ以上、何も言わないでくれ。ユーティを想わないでくれ。あなたのような可愛い女の子に立ち向かわれたら、男である自分は絶対に勝てないのだから……。

　おさげの少女の質問に、ユーティはかすかに困ったような笑みを浮かべた。カヤの腰を抱いたまま、柔らかな声で答える。

「俺は、赤と金色が好きかな」

　呟いた後、ユーティはカヤへと視線を滑らせた。

「カヤの髪と瞳の色だから」

　そう答えるユーティの表情は、幸せそうに緩んでいた。カヤは一瞬息を止めて、じっとユーティを見つめた。

　途端、おさげの少女の顔がくしゃくしゃに歪んでいく。その様子を見ていたエマが小さくため息を漏らして、呆れたように呟く。

「相変わらずユーティは、自分の好きなものしか見てないんだから」

「自分の妻を見るのは悪いことじゃないだろ」

　平然と言い返すユーティへと、エマが諦めたように首を左右に振る。そのまま、エマはしっしっと追い払うように手のひらを動かした。

　ユーティが肩を竦めて、カヤの腰を抱いたまま離れの家へと歩き出す。つられて歩きながら、カヤは肩越しにおさげの少女へと視線を向けた。おさげの少女は耐えるように俯いたまま、小刻みに肩を震わせている。その姿へとかける言葉をカヤは持っていなかった。どんな言葉をかけても、今は残酷でしかない。

　エマを見遣ると、大丈夫よ、とばかりに頷かれる。エマへと向かって小さく頭を下げて、カヤはユーティに促されるままに離れへと向かって歩いた。

　離れの家へと入ると、即座に布団の中へと押し込まれた。声をあげる間もなく、分厚い掛布をぼふっと頭から被せられる。そのまま、ずしずしと何枚も掛布を重ねられて、重みに潰されそうになった。

「ゆ、ゆーてぃ！」

　布の下からくぐもった叫び声をあげると、ようやく押し潰し攻撃が止まった。布の端っこから顔をぶはっと覗かせると、不安げに見下ろしてくるユーティの顔が見えた。

「カヤ、大丈夫か？　気分は悪くないか？」

　そう心配そうに訊ねてくるものだから、不満の言葉が咽喉の奥でぐっと詰まった。子犬のような眼差しを向けてくる男の頭へと、そっと手を伸ばす。頭をゆっくりと撫でると、ユーティはほっとしたように目を細めた。

「ユーティ、体調が悪いわけじゃないんだ」

「でも、さっき君がすごく苦しそうに見えた」

　そう呻くように口に出すユーティの方がよっぽど苦しそうに見えた。その表情を見た瞬間、ふと思った。

　もしかしたら、自分は自分が思っている以上に、目の前の男に愛されているのかもしれないと。

　思った瞬間、身体が勝手に動いた。両腕をユーティの首裏に回して、ぐいとその顔を引き寄せる。驚きに見開かれたユーティの瞳を見つめたまま、その唇に吸い付いた。

「カ、カヤっ……？」

　唇の隙間からユーティの驚きの声が漏れ出る。その隙間を埋めるように唇をキツく押し付けた。ねだるように下唇を舌先で舐めると、ユーティの顔がかすかに赤く染まるのが見えた。

　唇が淡く開かれる。唇の合間から舌を潜り込ませると、すぐさま迎え入れるように舌が掬われた。舌の裏側を舐め上げられて、そのままぬるぬるとぬめった舌の腹同士を擦り合わせる。

　ユーティの薄い舌の感触、唾液の生ぬるい味、すべてが愛しくて堪らない。

　唾液で繋がった舌を放すと、ユーティの唇から小さな吐息が漏れた。

「いきなり、どうしたんだ」

「イヤだったか？」

「イヤなわけがないだろう。君からのキスなら何万回されても足りないぐらいだ」

　当然とばかりに答えて、再び唇にちゅっと軽くキスを落とされる。その答えに胸の奥がふわりと軽くなるのを感じた。ユーティの頬に頬を擦り寄せながら、小さな声で囁く。

「お前のそういうところ大好き」

　耳の穴に吹き込むように囁くと、くすぐったかったのかユーティが潜めるような笑い声を漏らした。

「俺も、きみのヤキモチ焼きなところも大好きだよ」

　その一言にギョッとして顔を離す。唖然とした表情で、ユーティの顔を見上げる。

「気付いてたのか」

「いや、今ふと思ったんだ。やっぱり、きみはさっきの女の子にヤキモチを焼いていたのか」

　カマかけが当たった、とばかりにユーティが笑みを深める。その嬉しげな表情を見ていると、どこか釈然としないような不満が込み上げてくるのを感じた。

　仕返しのつもりで、手を伸ばしてユーティの耳をギュッと軽く引っ張る。ユーティはイタタと小さな声をあげたが、その顔から笑みが消えることはない。

「お前のそういうところ嫌いだ」

「そういうところって？」

「鈍感なくせに、変なところで聡いところ」

　更にぐいっと耳を引っ張ると、ユーティは「ごめん、ごめん」と苦笑いを浮かべて繰り返した。

「ごめんってば。きみがヤキモチ焼いてくれたのが嬉しくって。ヤキモチ焼くぐらい俺のことが好きってことだろう？」

「調子に乗るなよユーティ」

　唸るように呟いて、掴んでいた耳を離す。そのままそっぽを向くと、ご機嫌を取るようにユーティがカヤの頬を片手で撫でてきた。

「ごめんな、カヤ。きみが真剣に俺を想ってくれてるのが嬉しいんだ」

　甘い声で囁く男を、横目で睨み付ける。すると、ユーティは更に言葉を続けた。

「俺もきみを心から想ってる。他の誰も目に入らないぐらい」

　熱烈な愛の言葉に、わずかに溜飲が下がっていく。ちらと視線を戻すと、ユーティは嬉しそうに目を細めた。

「きみの目の色が好きだ。髪の色も。身体も心も、すべて」

　重ねられる甘い言葉に、だんだんと皮膚がむず痒くなってくるのを感じた。頬から耳にかけてが猛烈に熱くなってきて、またユーティの顔が見れなくなる。どういう顔をしていいか分からず、片腕で目元を隠しながら呻くように呟く。

「お前は、俺を甘やかしてるのか」

「俺は、自分の気持ちを正直に言ってるだけだよ」

　当然のように答える男が憎たらしい。顔を背けようとすると、不意に首筋にかすかな痛みが走った。ユーティが首筋にキツく吸い付いている。

「ユ、ユーティ、痕を残すな……ッ」

「どうして？」

　慌てて叫ぶと、ユーティはカヤの首筋に唇を押しつけたまま不思議そうな声を漏らした。そのまま、また違う場所に吸い付いてくる。

「どうして、って」

　周りの人に見られたら、恥ずかしさに身を縮めるのはカヤだけではなくユーティもだろうとばかりに視線を彷徨わせる。他人ならまだしも、家族や知り合いに情事の痕を見られるのは、何とも気まずい。

　ユーティはカヤの首筋に何ヶ所か痕を残した後、ようやく顔を上げた。ユーティは、その口元にかすかな薄笑いを滲ませている。どうしてだか、その表情に一瞬だけぞくりと背筋が震えた。

「ヤキモチを焼いてるのは、きみだけじゃない」

　その言葉に、カヤは怪訝にユーティを見上げた。ユーティは、柔らかな笑みを浮かべたまま続けた。

「あの女の子たちは、カヤさんの好きな色は何ですか、とも聞いてきたんだ。もしよければ、きみに贈り物をしたいんだって」

　あの女の子たち、というのは、おさげの少女と一緒にいた二人の少女のことだろうか。目を白黒させるカヤを見下ろして、ユーティは笑みを深めた。

「この村の人たちは何度言ったら分かるんだろうね。俺とカヤは本物の夫婦で、俺がカヤを誰にも渡す気なんてないってことを」

　何度ユーティやカヤが偽りの夫婦ではないと説明しても、未だに一部の村の人たちは二人に女性との婚姻の話を持ちかけてくる。カヤも一人で歩いている時に、何度かうちの娘を貰わないかと訊ねられたことがある。その度に苦笑いを浮かべて、俺は足が悪いですし、もう結婚していますから、と断っていたが、それじゃあ子供の顔が見られんだろうと続けざまに言われると、何も答えられなかった。

　ユーティが、はぁ、と深くため息を漏らして、カヤの身体を抱き締めてくる。

「きみが思ってるよりも、ずっとずっときみはモテるんだ。狩りも上手いし、子供にも優しいし、顔だって男らしくて格好良いって――」

　それは先ほどカヤがユーティのことを言ったのと、ほとんど同じ言葉だった。そう思った瞬間、不意に笑いが込み上げてきた。ブフッと噴き出した直後、唇からゲラゲラと大きな笑い声が溢れてくる。

「はっ、ははっ！」

「カヤ、笑いごとじゃないっ。俺は真剣に……」

「分かってる。分かってるよ、ユーティ」

　答えながら、釈然としない表情を浮かべるユーティの背をぎゅっと抱き締める。それでも笑いは止まらず、くすくすと潜めるような笑い声が咽喉から零れ出た。

「それで、女の子たちにはどう答えたんだ」

　カヤに贈り物をしたいと言った女の子たちへ、ユーティがどう答えたのか知りたくて訊ねる。ユーティは一瞬だけ口元をもごつかせた後、拗ねたような口調で答えた。

「カヤの好きな色は俺だけ知ってればいいし、贈り物をおくるのも夫である俺の役目だから、お気持ちは結構です。って答えたら、怒って帰っちゃったよ」

　その何とも大人げない返しに、また笑いが弾ける。ベッドの上で身体をバタつかせながら、カヤはユーティの肩をバシバシと叩いて笑い転げた。

「はははっ、子供かよっ！」

「仕方ないだろっ！　俺では、きみの子を産んであげられないから……」

　ユーティの最後の言葉に、笑いがピタリと止まった。かすかに泣き出しそうな顔をしたユーティをじっと見上げて呟く。

「お前も、そういうことを考えるのか」

「当たり前だろう。俺はきみさえいれば子供はいらないけど、俺の気持ちをきみに無理に押し付けてないかと、そう思って……」

　掠れたユーティの声を聞いていると、どうしてだか心臓の奥がふわりと軽くなるのを感じた。

「俺たちは似たもの夫婦だな」

　唇から無意識に言葉が零れ落ちる。不思議そうに目を瞬かせるユーティをまっすぐ見上げて言う。

「ユーティ、正直に言う。俺は、子供が欲しくないとは言わない」

　そうはっきりと告げた瞬間、ユーティの顔が一瞬痛みを耐えるように歪んだ。その悲しげな瞳を見つめながら続ける。

「だが、そのために女性を娶るつもりはない。お前にも娶って欲しくない。お前が他の誰かに取られることに俺は耐えられない。子供を得る未来を手に入れるよりも、お前の愛を失うことの方がずっとずっと恐ろしい」

　女性に話しかけられているだけで嫉妬してしまうのに、ユーティが他の女性を抱くと想像しただけで気が狂いそうになる。

　カヤの言葉を聞いて、ユーティが小さく頷く。

「俺も同じ気持ちだ」

「あぁ、分かってる。分かったよ、お前が俺を大好きだって」

　そう茶化すように言うと、強張っていたユーティの肩からようやく力が抜けた。そのまま脱力したように、ユーティがカヤの上へと圧し掛かってくる。

「きみだって、俺のことが大好きだろう？」

　おどけるような口調で訊ねられて、咽喉からかすかに含み笑いが漏れた。

「似たもの同士なんだから言わなくても分かるだろう？」

「きみの口から聞きたいんだ」

　まるで強請るようなユーティの声音に、意地の悪い気持ちが込み上げてくる。ユーティの首を引き寄せると、その首筋へと強く吸い付いた。ユーティに先ほどされたのと同じように、赤い所有痕を残していく。

　この男は俺のものだ、と主張するために。

　カヤの意図をくみ取ったのか、ユーティが嬉しそうに笑い声をあげるのが聞こえた。








番外編　怒ると怖い妻




　カヤが村の男を殴った。その男は、遠く離れた部族から婿養子に来た者だった。

　ユーティは、最初からその男が嫌いだった。まだ若い妻とともにミド家に挨拶にやって来た男は、カヤがユーティの妻だと知ると、露骨に引き攣った表情を浮かべ、その後、嘲るようにカヤを見据えてこう言ったのだ。

「自分が恥ずかしくはないのか」

　その言葉を聞いた瞬間、ユーティは咄嗟に男に向かって水瓶を投げ付けそうになった。慌てた若妻が咎めるように夫の袖口を引くが、男はその手を無造作に振り払った。

　だが、言われたカヤ自身は堂々とした様子でにっこりと笑みを浮かべた。

「何を恥じるのですか？」

　迷いないカヤの返答に、男は一瞬虚を突かれたように頬を戦慄かせ、それからフンッと鼻息を荒く漏らした。若妻が恐縮したように細い肩を窄めながら、掠れた声を漏らす。

「も、申し訳ございません、大変失礼なことを……」

「いいえ、大丈夫ですよ。また今度パンの作り方を教えて下さい。あなたの作るパンはとても美味しいので」

　そうカヤが声を掛けると、若妻は一瞬だけほっとしたように目元を緩めた。だが、男が大きく舌打ちを漏らすと、ビクッと肩を跳ねさせる。そのまま、申し訳なさそうな若妻とともに男は去っていった。










　その後も、男はあからさまにカヤを蔑んだ。すれ違い様にわざとカヤの肩にぶつかってきたり、足元に唾を吐いたり、恥さらしなどと心ない暴言まで吐いた。

　その度にユーティは怒り狂い、男の家へと殴り込みに行こうとしたが、カヤは困ったように笑って「ユーティ、そう怒るな」とたしなめるばかりなのだ。

「俺は気にしていない。俺のために、わざわざお前が悪者になる必要はない」

　頭を胸元に抱き締められて、ぽんぽんと後頭部を軽く叩かれると、何だか子供扱いされているみたいで、ひどくもどかしかった。

「俺では、君の力になれないか？」

　そう訊ねると、カヤはゆっくりと首を左右に振った。

「お前がいてくれるから、俺は何でもできる。お前が俺の力なんだ」

　だから大丈夫、とカヤはユーティの耳元へと吹き込むように囁いた。その甘い響きに、愛おしさが際限なく込み上げてくる。

　カヤの小麦色の頬へと手を当てて、唇へと口付ける。すぐさま迎え入れるように唇を開いてくれるのが堪らない。舌を差し込むと、熱い息が唇へと吹きかけられた。

「カヤ、愛してるよ」

　口付けの合間に囁くと、カヤはぎゅっと目を細めるようにして笑った。首裏に両腕を回して、ユーティの耳元へと再び囁く。

「俺もだ。誰よりもお前のことを愛してるよ」










　そう言ってから一月も経たずに事件は起こった。夕暮れ時に、近所に住む子供が慌てた様子で家へと飛び込んできた。

「ユーティ！　カヤが釜戸場で喧嘩してるっ！」

　聞いた瞬間、両手に抱えていた飼草を放り投げて、ユーティは全速力で駆け出していた。

　釜戸場に辿り着くと、立ち尽くすカヤの姿が見えた。少し離れた位置に、あの婿養子の男が身体を半分に折るようにして立っているのが見える。男はなぜか両腕で腹を抱えたまま、苦しそうに呻いていた。カヤは冷たい眼差しで男を見据えたまま、静かな声で呟いた。

「お前は、自分の妻を敬う心はないのか。自分の所有物だとでも思っているのか」

　カヤの斜め後ろでは、あの若妻がへたり込んで、声を殺して啜り泣いていた。服の隙間から覗く細い腕には、火傷をしたような赤黒い痕が見て取れる。

　カヤの問い掛けに、男は唸るような声をあげた。

「妻は夫の言うことを聞くのが当然だろうがッ！」

　悪びれる様子もない返答を聞くと、カヤはわずかに沈黙した。怒りを静かに煮詰めているような沈黙の後、カヤは低い声で吐き捨てた。

「恥を知れ、愚か者が」

　その言葉を聞いた瞬間、男の髪が逆立った。男が拳を握り締めて、カヤへと向かって足を進める。怒りに歪んだ男の顔を見た瞬間、ユーティは咄嗟に走り出していた。

　だが、ユーティよりもカヤの方が早い。カヤは大きく息を吸った後、近付いてくる男へと左足を振り上げた。革具を付けたまま左足が、男の右側頭部へと容赦なく叩き付けられる。同時に、男の頭から、ゴッと鈍い音が鳴った。一瞬、目では追えないほど強烈な上段回し蹴りだった。

　側頭部を蹴り付けられた男は、ギャッともゲッともつかない悲鳴を上げた後、ふらふらと足元を揺らした。大きく一歩踏み出したカヤが揺れる男の下顎へと一気に右拳を振り上げる。ゴギッと割れるような鈍い音が響いた次の瞬間、眼球をぐるんと裏返して男は地面へと倒れてしまった。

　白目を向いて、男が細かく痙攣している。地面に倒れた男を醒めた目で見下ろしてから、カヤはふと気付いたように視線を上げた。

「ユーティ？」

　どうした、とばかりにカヤが首を傾げる。その姿を、ユーティは呆然と眺めた。

「カ、カヤ、足は大丈夫か？」

　まず最初にカヤの心配をしてしまう辺り、自分も良い性格をしているとは思う。カヤは自身の左足を見下ろすと、あぁ、と小さく声をあげた。

「俺は大丈夫だ。でも、彼女を医者に連れていって欲しい。腕にひどい火傷をしてるんだ」

　カヤが若妻へと視線を向ける。啜り泣く若妻の前にしゃがみ込むと、カヤはひどく穏やかな声で言った。

「すまなかった、あなたの夫を――」

「いいえ、いいえ……私が悪かったんです……夫の言うことを、ちゃんと聞けないから……」

　若妻の声は、涙で掠れてひどく聞きづらかった。だが、カヤは首を左右に振ると、静かな声で言った。

「あなたは悪くない」

　若妻が顔を上げる。涙に濡れた若妻の顔を見つめて、カヤは繰り返した。

「あなたは悪くない。自分を恥じてはいけない」

　そう諭すようにカヤは言った。途端、若妻は両手で顔を覆って、わっと声をあげて泣き出した。

　カヤがユーティを見上げる。その眼差しは、どこか悲しげだった。










　その後、若妻を医者のもとへと連れて行き、父であるバッデロとともに若妻の実家へ足を運んだ。

　若妻が婿養子から虐待を受けていることを伝えると、実家の両親は怒り狂い、婿養子を元の部族へと追い返すと叫び、それからほとほとと涙を零して泣いた。

「自分の娘がひどい目にあってるとも気付かず……情けないことです……」

　涙を零す若妻の両親を見て、カヤはやはり悲しげに目を伏せた。

　離れの家に帰るなり、カヤはユーティへと謝罪を述べた。

「すまなかった。俺の方が問題を起こしてしまって……」

「何を言ってるんだ。きみは正しいことをした。謝ることなんか何もない」

　カヤを促して、椅子へと腰掛けさせる。そのまま革具を外して、マッサージをするように左足の膝周りを撫でた。

「ユーティ。大丈夫、本当に痛みはないんだ」

「せめて、心配ぐらいはさせてくれ」

　今回の件で、ユーティは何もできなかった。悔しさに薄く唇を噛み締める。だが、そんなユーティに対して、カヤはひどく嬉しそうに目を細めた。

「お前のそういうところが好きだ」

「きみはそうやって俺を甘やかす……」

「本当のことだから仕方がない」

　そう囁くと、カヤはユーティの頭をぎゅっと抱き締めた。どこか切実で、縋るような抱擁だと思った瞬間、唇が勝手に動いていた。

「彼女は、次は良縁に恵まれる。必ず」

　だから、きみが傷付く必要はない。そう言い聞かせるように呟いた瞬間、カヤの身体がピクリと跳ねた。短い沈黙が流れた後、カヤは、はぁ、と小さく吐息を漏らした。

「俺は、お前の妻になれて幸せだ」

　ぽつりと呟く声に、両腕を伸ばしてカヤの背を抱き締める。

「俺も、きみの夫になれて、世界一の幸せ者だ」

　祈るように、心を込めて囁く。途端、ぎゅっと抱き返してくる腕を感じて、胸が締め付けられた。

「ずっと傍にいてくれ、ユーティ」

「当たり前だろ。きみが嫌だって言っても離れないよ。もし俺が嘘をついたら、頭を蹴り飛ばしてくれてもいい」

　そう返すと、途端カヤがぶっと大きく噴き出した。

「お前を蹴ったりしないよ」

「あぁ、きみの蹴りは痛そうだった」

　困り果てたように呟くと、更にカヤはけらけらと声をあげて笑い出した。

「でも、お前が浮気をしたら蹴るかもしれないなぁ」

「まさか、浮気なんてするわけないだろっ」

　慌てて答えると、カヤは分かってると言わんばかりに微笑んで、ユーティの唇へと音を立てて口付けた。








番外編　ヨヨの婚礼




　息を吐き出しながら、ゆっくりと弓を引く。

　長い弓が大きくしなって、強い張力ちょうりょくに上腕の筋肉がミチミチと音を立てて引っ張られているのを感じる。矢の脇から斜めに視線を向けて、白い身体へと狙いを定めた。キリキリと引き攣った音を立てる弦をキツく掴んだまま、断続的に震える呼吸を繰り返す。パッと矢を放した途端、猛烈な勢いで矢は飛んでいった。瞬息しゅんそくの後、草むらの向こうで「キッ！」と甲高い悲鳴が聞こえる。

「よくやった」

　短い賞賛の声とともに、肩を叩かれた。ポンと軽く触れられただけだというのに、頬にじんわりと血がのぼっていくのを感じた。隣に立っていたカヤさんがわずかにぎこちない動きで草むらの方へと走っていく。その背を眺めながら、私はカヤさんに触れられた肩をそっと手のひらで押さえた。

「ヨヨ！」

　呼び掛ける声に視線を向けると、カヤさんが息絶えた白うさぎを片手に掲げていた。春の眩しい日射しに照らされて、白うさぎの身体から滴り落ちる血がキラキラと輝いている。

　慌てて駆け寄ると、カヤさんは目を細めて笑った。初めて会った時から十年も経って、カヤさんももう三十歳になったというのに、その笑顔は昔と変わらず若々しく、溌剌としている。

「腕をあげたな」

「カヤさんに比べたらまだまだだよ」

　折角カヤさんが褒めてくれているというのに、無愛想な返事しか返せない。私は、小さいときから喋るのが上手じゃない。子供の頃は喋らなくても、ただにこにこ笑っていれば許された。だけど、もう十五にもなれば笑っているだけでは済まされない。むしろ意味もなく笑っている自分が滑稽に思えて、だんだんと笑うことすらも下手くそになってしまった。

　この歳にもなって口下手な自分が恥ずかしくて俯くと、くしゃりと頭を撫でられた。癖毛のせいでくちゃくちゃな私の黒髪を、カヤさんがゆっくりと撫でていく。

「俺が教えた子どもの中で、ヨヨが一番筋が良いよ」

　その優しい声に、また胸の奥がきゅうっと締め付けられるのを感じた。嬉しいのに、どうしてだかひどく苦しい。カヤさんが他の人のものだと、私は痛いくらい知っているから。

　カヤさんが肩を竦めながら呟く。

「それに、ユーティよりもずっとヨヨの方が命中率が高いぞ」

　十年も教えてるのに、あいつは全然弓が上達しないんだ。とカヤさんが呆れたような声を漏らす。その名前に、ギクリと肩が強張るのを感じた。

　ユーティ。私の従兄で、カヤさんの年下の旦那さん。カヤさんを助けるために躊躇いもなく人を殺す姿を、五歳の私は間近で見た。あの時のユーティさんの真っ白な面相めんそうを思い出すたびに、背筋に冷たいものが走る。

　普段のユーティさんは、誰に対してもにこやかな笑顔を崩さない人だった。いつも穏やかに微笑んでいて、そのくせ妙にマイペースなところもあって、ユーティさんの周りにはふわふわとした柔らかな空気が流れているようだった。五歳の頃の私は、そんなユーティさんを、むやみやたらにご機嫌な人だなと思っていた。

　それなのに、あの事件の日、男の人の太腿に刃物を突き刺したユーティさんは、まるっきり別人だった。男の人の目玉を抉ると脅しながら、ユーティさんは心底楽しそうに笑ったのだ。人をいたぶるのに良心の呵責など欠片もない、壊れた人の顔だった。その時から、私はユーティさんが怖くて堪らない。

　だけど、ユーティさんは、普段は人が良すぎるぐらい良い人だった。そして、村中から公認になるくらいの大の愛妻家。男の人であるカヤさんを、自分にはできすぎた良妻だと声高に言い、村の人からの申し出も断ってカヤさん以外の奥さんを決して娶ろうとはしない。

「俺はカヤさえいればいいんです」

　照れる様子もなく、そんな事を言う。それを聞いたカヤさんは、恥ずかしそうに俯きながらも心底嬉しそうに微笑む。そのはにかんだ笑顔を見る度に、私の心臓はざわりと波打った。

　血抜きした白うさぎを袋に入れているカヤさんを、横目でちらりと覗き見る。色褪せた赤い髪、はちみつを溶かしたみたいな琥珀色の瞳、一見すると野生の獣のような獰猛さを感じるのに、笑った顔には子供のような無邪気さが滲み出す。

　そんな人を、どうやったら好きにならずにいれたんだろう。五歳の頃から、私はずっと報われない片想いをしている。

　袋を担いだカヤさんが私を見る。その視線に動揺して、咄嗟に俯いてしまった。

「そろそろ帰ろうか。明日は早いだろう？」

　明日、という一言に、また変な動悸が起こった。返事をする代わりに、拗ねた子供みたいに俯いたまま少しだけ頷く。カヤさんは小さく笑って、また私の頭をくしゃりと撫でた。

「大丈夫だ。バハルさんが選んだ人なんだろう？」

　そうだ。お父さんが吟味に吟味を重ねて選んだ人だ。だから、きっと素敵な人に違いない。たぶん私のことを心から大事にしてくれる優しい人。

「大事な一人娘の結婚相手なんだから良い人に決まってる」

　続けられた言葉に、どうしてだか私は泣き出しそうになった。良い人じゃなくても構わない。他の誰でもない、私は目の前の男の人と添いたい。だけど、それは永遠に叶わない夢だ。










　うさぎ数匹を戦利品に戻ると、村の入口のところでユーティさんが立っているのが見えた。私たちの姿を見とめると、ユーティさんは途端満面の笑みを浮かべた。

「ヨヨ、カヤ、おかえり」

「ユーティ」

　カヤさんが嬉しそうにユーティさんの名前を呼ぶ。愛おしさが滲んだ、羽のように柔らかな声だ。

「何か収穫はあった？」

「ヨヨがうさぎを仕留めた」

　膨らんだ袋を掲げて、カヤさんが我がことのように誇らしげに言う。私はどう反応したらいいか分からず、曖昧に微笑んだ。

「すごいなぁ。俺なんかよりもずっとヨヨの方が上手なんじゃないか？」

「それはさっきヨヨとも話してた。ユーティは全然弓が上手くならないって」

　カヤさんがくすくすと潜めるような笑い声をあげる。ユーティさんは形ばかりむくれたような表情を浮かべて、おどけた声を上げた。

「人には向き不向きがあるんだよ」

「お前の向いてるものって何なんだ」

「うーん、羊の放牧とか」

「ユーティの場合は、ぼんやり見てるだけだろうが」

　軽口を叩き合って、二人は示し合わせたように顔を見合わせて笑った。その慣れ親しんだもの独特の空気に、私は置いてきぼりにされているような気分になる。

　足下の小石を無意味に蹴っていると、おぉい、と大きな声が聞こえてきた。道の向こうからボラドさんとイギーさんが歩いてくる姿が見える。その周りでは、七人の小さな子供たちがキャッキャと騒ぎながら跳ね回っていた。四人はボラドさんの子供で、三人はイギーさんの子供だ。

　二人ともとっくの昔にお嫁さんを貰って、たくさんの子供が生まれた。エマさんは何年も前に素敵な旦那さんのもとへ嫁いで行ってしまったけど、今のミド家は以前よりもずっと大所帯になっている。

　騒ぐ子供たちをなだめながら、ボラドさんがにこやかに話しかけてくる。

「ヨヨ。とうとう明日だな」

「うん」

　私はぎこちなく頷いて、ただ相槌だけを返した。

　三歳になったばかりのボラドさんの末っ子くんが、不思議そうに私の袖口をぐいぐい引っ張ってくる。

「よよちゃん、あしたがなんなの？」

　拙い質問にボラドさんが笑いながら、末っ子くんを抱き上げた。

「明日は、ヨヨの婚礼だって言っただろ？」

「こんれー？」

「ヨヨ姉ちゃんは、お嫁に行くんだ」

　ボラドさんがそう言った途端、わーっ！　と大きな声が子供たちからあがった。

「ヨヨちゃん、行っちゃやだー！」

「ずっとおうちにいてよぉ！」

　口々に叫ばれる子供たちの言葉に、少しだけ沈んだ心が慰められるのを感じた。小さく笑顔を浮かべて、腰や足にしがみついてくる子供たちの頭をゆっくりと撫でる。

　ギャアギャアと騒ぐ子供たちへと、イギーさんが醒めた声をあげた。

「お前ら、明日ご馳走食べられなくてもいいのか」

　えぇえ!?　と子供たちがすぐさま甲高い声をあげた。

「やだ、ごちそうたべるっ！」

「ヨヨ姉ちゃんの婚礼がなくなったら、ご馳走もなくなるぞ」

「やだー！」

　とうとう子供たちの数人がわぁわぁと泣き出してしまった。イギーさんが両耳を手のひらで塞ぎながら、うるせえ、とぼやいている。

　泣きじゃくる子供たちを見て、カヤさんは困ったような笑みを浮かべていた。その時、ユーティさんがふと思い立ったように声を上げた。

「そうだ。アベルの散歩に行きたいけど、一緒に行ってくれる子はいないかなぁ」

　そののんびりとした声に、ピタリと泣き声が止まった。

「おれが行く！」

「ぼくもいく！」

「やだ、あたしだもん！」

　子供たちが立候補するように両手をあげる。子供たちはみんな、美しい黒毛の馬が大好きなのだ。

「じゃあ、みんなで一緒に行こうか」

　ユーティさんがにこりと笑って言う。途端、子供たちがはしゃいだ声を上げた。その様子を見て、ボラドさんが苦笑いを浮かべる。

「悪いな、ユーティ」

「いいんだ。ヨヨに何か用事があったんだろう？」

　思わず私はユーティさんをまじまじと見つめた。ボラドさんが頷いて、口を開く。

「あぁ、婚礼の衣装の最後の合わせがしたいから、母さんにヨヨを連れて帰るように言われてな」

　ボラドさんの返答に、ユーティさんは和やかに言葉を返した。

「子供たちはしばらく遊ばせておくから、兄さんたちはゆっくりして」

「ユーティ、俺も一緒に行く」

　カヤさんが声を上げると、ユーティさんは嬉しそうに目を細めた。

「大丈夫？　足は痛んでない？」

「大丈夫だ」

「カヤは大丈夫って言いながら無理をするからなぁ」

「お前が過保護なだけだ」

「まぁ、足が痛くて動けなくなったら、カヤを抱っこして帰れるからいいか」

「見せ物になるから勘弁してくれ」

　また戯たわむれるような言い合いをして、お互いの肩を軽く小突きあう。笑いながら、二人が子供を引き連れて去っていく。

「ヨヨ、また後でな」

　去り際に残された二人の言葉に、私は「うん」と小さく頷いた。カヤさんが少しだけ心配そうな眼差しで、私を見つめている。私は、その視線から目を逸らした。










　暗闇で目を閉じると、鏡に映った花嫁衣装の自分の姿がよみがえる。色とりどりの精密な刺繍が縫いつけられた服は、私に勿体ないくらい美しくて、それから息苦しいぐらい重たかった。

　花嫁衣装を着た私を見て、アーリア伯母さんや、手伝いのために帰省していたエマさんは声高に褒めちぎってくれた。

「綺麗ねぇ、ヨヨちゃん」

「こんなお嫁さんが来てくれるなんて、花婿は本当に幸せものね」

　賛美の言葉に、私はただ馬鹿の一つ覚えのように「ありがとう」と繰り返すことしかできなかった。その時の自分がちゃんと笑えていたのかも覚えていない。

　気付いたら、部屋で掛け布にくるまっていた。何度か心配したお父さんが部屋に来た気もするけど、ちょっと疲れたから寝たいの、と答えると、すごすごと去っていってしまった。

　掛け布の隙間からちらりと顔を出すと、窓の外はもう真っ暗になっていた。暗闇へと目を凝らす。だけど、勿論何か見えるわけでもない。ただ、明日の夜には、もうこの窓から外を眺めることすらできなくなる、という事実だけが私の中に横たわっている。

　そう思った瞬間、掛け布をはね飛ばして起き上がっていた。無我夢中のまま部屋から飛び出して、家の外へと駆け出す。外は雨でも降り出しそうなほどの分厚い雲に覆われていて、あたりは暗闇に覆われていた。真っ暗な中、両腕を大きく振って、全速力で駆ける。

　自分がどこへ向かっているのか分からなかった。ただ、どこかへ行きたかった。どこにも行きたくないから、どこかへ逃げてしまいたかった。

　気が付いたら、村の住居から離れた川縁へと来ていた。暗闇に、私の荒い息づかいと、さらさらと川の水が流れる音だけが聞こえる。

　大きく息を吐き出して、川縁へとしゃがみ込む。その瞬間、不意に背後から声が聞こえてきた。

「ヨヨ？」

　一瞬、心臓が飛び出しそうになった。慌てて肩越しに振り返って、暗闇へと目を凝らす。暗闇に慣れた視界に、少し離れたところに立っているカヤさんの姿が映った。

「カヤさん？」

　私が素っ頓狂な声をあげると、カヤさんは小さく笑いながら近付いてきた。

「こんなところでどうした？」

「カヤさんこそ、どうしてここにいるの？」

　はぐらかすように質問で返す。カヤさんは私の隣にしゃがみ込むと、誤魔化すように足下の草を指先で千切りながら呟いた。

「俺は、なんだか眠れなくてプラプラしてた」

　プラプラという言い方が面白くて、少しだけ笑ってしまう。途端、カヤさんがほっとしたように表情を緩めるのが見えた。

「眠れないのか？」

「ちょっとだけ」

　そう返すと、カヤさんは川縁に腰を下ろした。両足をあぐらの形に組んで、私へと視線を向けてくる。

「じゃあ、眠たくなるまでお喋りでもするか」

「いいの？」

「当たり前だろう」

　当然のように与えられる優しさに、また苦しくなる。膝の辺りをぎゅうっと握り締めながら、私は小さく息を吐き出した。

　お喋りをする、と言ったにも関わらず、カヤさんは静かだった。ただ流れる川をぼんやりと眺めたまま、じっと黙っている。長い沈黙の後、ぽつりとカヤさんが呟いた。

「いざ話すってなると、何を話したらいいか分からないものだな」

「そうだね」

「それにこう暗いと、ちょっと怖いな」

「カヤさんにも怖いものがあるの？」

　その言葉は、ひどく意外に思えた。村一番の弓使いのカヤさんにも怖いものがあるなんて。カヤさんが肩を揺らして笑う。

「怖いものはたくさんあるさ」

「何が怖いの？」

「暗いところは怖いし、たくさんの水も怖い」

「じゃあ、ここってすごく怖いところじゃない」

　暗いし、川縁だし。呆気に取られて呟くと、カヤさんはまた笑った。

「今は一人じゃないから怖くない」

　何気ない一言に、また胸がぎゅうっと締め付けられる。俯いて黙り込んでいると、カヤさんが穏やかな声で続けた。

「それに、ユーティも怖いな」

　思わず顔を上げた。カヤさんの横顔を見つめて、唇を開く。

「カヤさんは、ユーティさんが怖いの？」

「あいつ、怒ったら怖いだろ？」

　その言葉に思い出したのは、血に濡れた短刀を握り締めるユーティさんの姿だ。その残像を振り払うように、首を左右に小さく振る。

「うん……怖いね」

「あいつは、本当はすごく怖い奴なんだ」

　どうしてだか、言葉に反して、カヤさんの声は嬉しそうだった。口元に滲んだ笑みがユーティさんに対する愛おしさを物語っている。

「……怖いのに、どうしてカヤさんは嬉しそうなの？」

　か細い声で問い掛けると、カヤさんは一瞬驚いたように目をパチパチと瞬かせた。

「嬉しそうだったか？」

「うん、すごく」

「そうか」

　そう答える声も、ひどく嬉しそうに聞こえた。カヤさんの頬に満足そうな笑みが浮かぶ。その笑みを見て、どうしてカヤさんが嬉しそうなのか分かった。きっと、カヤさんはユーティさんの怖いところを含めて、何もかもを愛しているのだ。

　そう思った瞬間、ジリッと心臓が焼け付くような羨うらやみを覚えた。

「カヤさんは、幸せ？」

　口が勝手に動いていた。立てた膝頭に頬を押し当てて、カヤさんを見つめる。私の問い掛けに、カヤさんは迷わず答えた。

「幸せだよ」

「そっか」

　素っ気ない返事しかできない自分がひどく惨めだった。

　好きな人が幸せなのに、どうして私は喜べないんだろう。無意識にカヤさんの不幸を望んでしまう自分が嫌で堪らない。

　じくじくと痛み始めるお腹を感じながら、震える息を漏らす。その時、カヤさんが小さな声で呟いた。

「最初は、全然幸せじゃなかった」

　それはひどく淡泊な声だった。カヤさんは、過去を思い返すように川をじっと見つめている。

「仲間だと思っていた者たちから裏切られて、花嫁として見知らぬ男のもとへと嫁がされた時は、死んだ方がマシだと思っていた。こんな最悪な運命があるものかと」

　噛み締めるような口調には、隠し切れない怒りが滲み出ていた。それは十年経っても拭い切れない憎悪なのかもしれない。

「だから、最初はユーティにもひどく当たった。お前のような男の花嫁など冗談じゃないと。隙あらば、あいつの首を噛み千切ってやろうかと思っていたくらいだ」

　ふ、とカヤさんが短く息を吐き出す。カヤさんがゆっくりと私へと顔を向ける。私は、一瞬息を飲んだ。カヤさんは泣き笑うような表情で私を見つめていた。

「それなのに、不思議だよな。こんなにあいつのことを好きになるなんて」

　独り言のように呟いて、カヤさんは少しだけ前屈みになった。背中を丸めたまま、ぽそぽそと呟く。

「ユーティが言ってくれたんだ。いつかきっと、幸せだと思える日が来ると」

　本当に幸せになれた。とカヤさんは吐息を漏らすように呟いた。

　その時、分厚い雲の隙間から覗いた月明かりで、カヤさんの瞳がチカリと満月のように輝いた。カヤさんの目はかすかに潤んでいる。身体の内側に満ちて、溢れそうな幸福によって。

　その美しい輝きを、私は黙って見つめていた。また唇が勝手に動く。

「カヤさん、私も幸せになれる？」

　自分でも情けない、縋り付くような声だと思った。

　私は、ただ言って欲しかった。それが本当じゃなくても構わない。ただ、私の好きな人からこの先を生きていく希望を与えられたい。

　カヤさんはパチリと一度大きく瞬いた後、柔らかな笑みを浮かべた。私の髪へとゆっくりと手のひらを滑らしながら囁くように言う。

「ヨヨ、お前は強くて賢い娘だ。だから、どこに行っても必ず幸せになれる」

　不意に、胸の奥底から込み上げてきた。私は両膝に額を押し付けて、背中を小さく震わせた。飴玉のような涙がぽろぽろと溢れ出してくる。

　背中を撫でる手のひらを感じる。まるで歌うようなカヤさんの声が聞こえた。

「大丈夫。大丈夫だ、ヨヨ。お前は幸せになれる」

　繰り返される言葉に、私は泣きじゃくりながら何度も何度も頷き続けた。










　昨夜の曇天が嘘のように、頭上には快晴が広がっていた。室外に誂えられた台の上に、私は花嫁衣装をまとって座っている。

　ご馳走の香しい匂いが四方八方から漂ってきて、大人たちがわいわいと話す声や、子供たちが騒ぐ声、それから時々お父さんが、うおおぉん、とまるで遠吠えのような声をあげて泣いているのが聞こえてくる。

　だけど、頭から被ったベールのせいで、私の目にはその光景がぼんやりとしか見えない。

　ふと私の目の前に、誰かがしゃがみ込んだ。

「おめでとう、ヨヨ」

　ユーティさんの声だ。私はベールを被ったまま、緩く顔を上げた。

「ありがとう、ユーティさん」

「綺麗だよ」

「見えてないくせに」

　揶揄するように呟くと、ユーティさんは和やかな笑い声をあげた。

「見なくたって綺麗だって分かるよ」

「いい加減なこと言って」

　こういうところがマイペースなんだと思う。くすくすと潜めるような笑い声を上げていると、ふとユーティさんが呟いた。

「ごめんな、ヨヨ」

　私は少しだけ息を飲んだ。小さな声で問い掛ける。

「どうして謝るの」

「ずっと俺のことが怖かっただろう？」

　悔恨を滲ませたユーティさんの言葉に、私はほっと息を吐いた。ユーティさんは、私のカヤさんへの想いに気付いていない。もしかしたら、気付いていないフリをしてくれているだけなのかもしれないけど。

「うん、そうだね」

「悪かった、ずっと怖がらせてて」

「ううん、いいの」

　そう。もういいんだ。

　ベール越しに、ユーティさんを見上げる。白くぼやけた視界の中、ユーティさんはひどく困った顔をしているように見えた。その表情を見た瞬間、胸の奥で強張っていたものがゆっくりとほどけていくのを感じた。

「もう怖くないから、心配しなくていいの」

　口に出した瞬間、それが本当のことになっていくような気がした。きっと私は、もう目の前の男の人を、恐れることなく真っ直ぐ見ることができる。

　ユーティさんが泣き笑うような表情で微笑む。

「ありがとう、ヨヨ。きみが幸福であることを祈ってる」

「ありがとう。ユーティさんも、カヤさんとずっと幸せに」

　その言葉だけでもう十分だった。

　遠くからユーティさんを呼ぶカヤさんの声が聞こえる。ユーティさんが振り返って、嬉しそうに返事をする。その声に滲んでいるのは、純粋な幸福だ。

　挨拶を言って、ユーティさんが去っていく。遠くからカヤさんとユーティさんの笑い声が聞こえた気がした。その時、ふと胸を突き上げるような思いが湧き上がってきた。私は、あの二人のような夫婦になりたい。お互いを慈しみ合い、幸福にし合えるような――

　不意に、物々しい太鼓の音とともに、馬の蹄の音が近付いてきた。私の花婿がやって来る。

　身体を固まらせて待っていると、しばらく後に、隣に座る影が薄らと見えた。私よりも少し大きな影は、まるで置物のように身動ぎひとつしない。ピクリとも動かない影に、むくむくと不安が込み上げてくる。

　もしかして直前になって花婿が逃げてしまって、代わりに木彫り人形でも置いていかれたのだろうか……。

　不安に駆られて、私はこっそりとベールの隙間から隣の影を覗き見た。

　そこには緊張で全身をガチガチに強張らせた青年が座っていた。私よりも数歳年上に見えるけど、まだ少しだけ少年っぽさが残っている、瑞々しい顔立ちをした青年だ。

　青年は私の視線に気付くと、ギギッとぎこちない動きで顔をこちらへと向けてきた。緊張の中、必死に笑顔を浮かべようとしているのか、頬がぴくぴくと動いている。

　そのおかしな顔を見た途端、ぶわっと胸の奥から温かいものが込み上げてくるのを感じた。次の瞬間、私は花婿の顔を見つめたまま、笑い声をあげていた。








番外編　ユーティの日記～春夏秋冬～




【春】




最近とみに温かくなってきた。

睡魔にあらがいきれず、木陰で午睡をとる。

太陽が真上になった頃、カヤが昼食だと起こしにきた。

もう少しだけ、とゴネると、今すぐ起きたらキスをしてやると言われる。

即座に飛び起きると、カヤはケラケラと声をあげて笑った。

ふてくされた気持ちになりつつも、しっかりと唇にキスをしてもらう。

舌を入れようとすると、それは暗くなってからな、とたしなめられる。

夜が楽しみだ。

昼食は、柘榴のパイと鹿肉のスープだった。

とても美味しくて、スープを二回もおかわりしてしまった。

カヤはどんどん料理が上手くなっていく。

本当に良い奥さんをもらった。

とても幸せだ。







【夏】




毎日が暑くて、身体がどろどろに溶けてしまいそうな気がする。

拭っても拭っても、全身から絶え間なく汗が滴り落ちる。

カヤは暑さに強い。

アジム族にいた頃は、真夏の熱射の中、馬に乗って狩りをしていたのだからそれも当然だ。

放牧を終えて家に帰ってくると、カヤが冷えた果実を持ってきてくれた。

俺が帰るのに合わせて、川で冷やしておいてくれたらしい。

にこにこと嬉しそうに笑うカヤが信じられないくらい可愛い。

二人で冷たい果実を食べる。

甘い果汁で濡れたカヤの指をいたずらに舐めると、くすぐったがるようにカヤが笑い声をあげた。

そのまま押し倒して全身を舐めると、あでやかな声を漏らす。

カヤの身体はどこもかしこも甘い。

寝台の上で、小麦色の肌が踊る。

この肌に触れるのが自分だけだと思うと、堪らない気持ちになる。

カヤを妻にできた幸運に感謝したい。







【秋】




アベルに乗って、カヤと出かける。

少し寒くなってきたおかげで、前に座るカヤがべったりと背中をくっつけてくれるのが嬉しい。

寒いかと訊ねると、お前とくっついてるとあったかいと答えてくれるのも、とても愛おしい。

時々、馬上で揺られながら、カヤが小さな声で歌う。

何の歌かと聞くと、ただの鼻歌だ、と小馬鹿にされた。

仕返しに後ろからグリグリと頬を擦り寄せると、バカッ！と笑い声混じりの怒声が聞こえた。

小高い丘で、肉を挟んだパンと塩を溶かした山羊の乳を飲む。

昼食途中に、カヤが突然立ち上がった。

旋回する鷹の影が頭上に見える。

カヤが千切った肉を高く放り投げると、旋回していた鷹が素早くキャッチした。

飛び回る鷹を見上げて、賢い子だ、とカヤが嬉しそうに呟く。

その眼差しに滲むのは、かすかな回顧だ。

よければ鷹と暮らそうかと提案するが、カヤは首を左右に振った。

お前がいれば十分だ、と可愛らしいことを言う。

抱き締めると、確かに抱き返してくれる腕がある。

それがただ嬉しい。

家に帰って、二人で温かい夕食を食べる。

今日は少し疲れたから、何もせず手を繋いで眠った。

カヤの小さな寝息が暗闇から聞こえてくる。

その呼吸音を聞くだけで、胸がいっぱいになる。

怖いくらい、毎日が満たされている。







【冬】




今日は、朝から雪が降っている。

吐き出す息が空中で凍って、そのままパラパラと地面に落ちてしまいそうなほどだ。

朝食に温かい羊肉のスープを飲んだ。

外に出かけようとすると、カヤが帽子をくれた。

柔らかな耳当てがついていて、美しい刺繍が縫い込まれている。

ずっと前から作ってくれていたらしい。

大袈裟なぐらい喜ぶと、それほど上手い出来じゃないんだからそんなに喜ぶな、とカヤがはにかむ。

俺からも、と裏地に毛皮を縫いつけた手袋を渡すと、カヤは顔をくしゃくしゃにして喜んでくれた。

ずっと大事にする、と幸せそうに言ってくれる。

その言葉だけで、今日も一日頑張れる。




夜眠るときは、服を脱いで、裸のまま身体をくっつけて眠る。

この方が温かいんだとカヤは言うけれども、正直不埒な思いが頭をよぎって、なかなか寝付けない。

もぞもぞと所在なく身体を動かしていると、カヤが布団の中で足を絡めてきた。

ふくらはぎをなぞる硬い爪先の感触に、息を飲む。

見下ろすと、カヤがかすかに潤んだ目で見上げてきた。

ランプの灯りがカヤの瞳に滲んで、万華鏡のようにチカチカと煌めいている。

ユーティ、欲しい。

恥じらうような声で囁かれて、そのまま――







「何を、考えてるんだ」

　ぼんやりと思考を巡らせていると、真下から囁く声が聞こえてきた。視線を落とすと、甘い吐息を吐き出すカヤの姿が見えた。布団の外は凍えるように寒いというのに、カヤの額には汗が滲んで、頬は赤く染まっている。その両足は左右に大きく開かれ、中心にはユーティ自身が深々と埋まっていた。

　前のめりになって顔をカヤへと近付けようとすると、更に陰茎が深く潜り込んできたのか、カヤが、ん、ん、と艶やかな声を漏らした。

　柔らかく締め付けてくる中を感じながら、息を吐き出すようにぽつりと呟く。

「日記を」

「にっ、き？」

「頭の中に日記を書いてた」

　奇妙なユーティの返答に、カヤは不思議そうにパチパチと数度瞬いた後、短く笑い声をあげた。

「ふ、ふ、それ今することか？」

「こんなに幸せなのを忘れたくなくて」

　そう答えると、カヤは両腕を伸ばしてユーティの首へと絡めた。そのまま少しだけ上半身を浮かせて、ユーティの唇へと軽くキスしてくる。

「これからだって、幸せだろう？」

　うっそりと微笑んだカヤが自身の下唇をぺろりと舐める。煽るような仕草が堪らなくて、体重をかけたまま強引に奥を突き上げた。先端が行き止まりに当たったのか、カヤが目を見開いて高い声を漏らした。

「ひッ、ああぁっ！」

　そのまま行き止まりに先端を押し付けて、円を描くように回す。途端、カヤの両手が耐え切れないようにユーティの背を掻きむしった。

「ん、んぅヴ～！」

　刺激が強すぎるのか、開かれたカヤの両足の爪先がピクピクと痙攣している。だが、カヤが嫌がる気配はない。快感に没頭しているように、半開きになったカヤの唇から涎が垂れる。

　口角を伝う唾液を舐めあげながら、カヤの内腿を鷲掴んでゴツゴツと奥ばかりを重点的に抉っていく。途端、カヤが藻掻くように両足をばたばたと動かした。

「あっ、あ！　それ、ダメっ、だめぇ……ユーティ、あ、あぁッ！」

　甲高い声を上げて、カヤが背を仰け反らせる。同時に、中がキツく締め付けてきて、下腹部で一気に熱が膨らむのを感じた。息を詰めて、カヤの体内へとそのまま熱を吐き出す。

　中に出されているのを感じたのか、ユーティの射精に合わせて、カヤの引き締まった下腹がひくひくと蠕動してるのが見えた。熱くぬめった体内も、一滴残らず搾り取るようにユーティの陰茎にしゃぶりついてくる。

　放出の快感に、目の奥がチカチカと点滅するように感じた。すべてを吐き出し終わると、ようやく呼吸を思い出した。荒い息を漏らしながら、カヤを見下ろす。

　カヤはぐったりと仰向けになったまま、首を横に倒して虚ろな視線を投げている。そのまま視線を下ろして、ユーティは軽く目を見張った。

「カヤ、出してないのか」

　先ほどの痙攣からてっきり達したものとばかり思っていたが、カヤの陰茎はまだ硬く勃ち上がったままだった。先端からはだらだらと涎のように大量の先走りが溢れて、幹を伝っている。

「すまない、俺だけ出してしまって」

　カヤの方も出させてあげようと、慌てて腰を引こうとする。だが、陰茎が抜け出る前に、制止するようにカヤの右足がユーティの腰に絡んだ。

「カヤ？」

「ゆー、てぃ、抜かないで……」

　ほとんど譫言のように囁きながら、カヤが右足でユーティの身体を引き寄せる。その強請るような仕草に、出したばかりだというのに再び熱が兆してくるのを感じた。

　まだぼんやりとした表情のカヤが自分自身の陰茎へとそっと両手を伸ばす。そのまま、どろどろに濡れた幹を両手で扱き出した。

「は、ぁあ……っ」

　後孔にユーティを咥え込んだまま、カヤはぐちぐちと濡れた音を立てて一生懸命自身の陰茎を慰めていた。まるで自慰を覚えたてのような、幹をただ上下に擦り続けるだけの単調な動作だった。それなのに、カヤはひどく気持ちよさそうに身体をくねらせている。

「ふぁ、あ、あっ、あぁ」

　目の前の淫猥な光景に、どんどん血が昇っていく。その上、快感が深まるにつれてカヤの中がぐにぐにと動き出した。ユーティの陰茎を後孔に頬張ったまま、甘噛みされているような感覚だった。

　腹の中で大きく育っていく熱を感じたのか、カヤが掠れた声で囁いた。

「ぁ、あっ……ゆーてぃ、おっきい……」

　まるで幼児返りしたかのように甘えた声をあげるから、もう我慢がきかなくなった。両手でカヤの腰を掴んで、その顔を覗き込む。

「カヤ、俺も動いていい……？」

　訊ねると、カヤはゆっくりと瞬いた後、ふにゃりと蕩けるような笑みを浮かべた。

「ゆーてぃ、うごいて……」

　許しが与えられた瞬間に、獲物に食いかかる獣のように獰猛に動き出した。先端近くまで引き抜いて、窄まった体内を再び奥まで貫いていく。腹の奥まで犯し尽くすような激しい律動に、カヤが劈つんざくような嬌声をあげた。

「ひ、あッぁアああぁッ！！」

　身体をめちゃくちゃに揺さぶられながらも、カヤの両手はまるで操られたように自身の陰茎を擦り続けている。溢れ出した先走りとも精液ともつかない半透明に濁った液体がカヤの腹をしとどに濡らしていた。

　カヤの中は、まるで常に絶頂を迎えているように、断続的に痙攣を繰り返していた。ちゅうちゅうと陰茎にしゃぶり付いてくる熱い粘膜の感触に、すぐに持って行かれそうになる。

「は、ぁ……カヤ、きもちいい……」

　耳元にそう囁くと、カヤはうっとりと笑った。

「おれ、も、きもちぃ……」

　拙く応える声に、際限なく熱があがっていく。先ほど吐き出した精液があぶくになって、後孔の縁にまとわりついているのを感じる。ユーティが腰を打ち付ける度に、ぶちゅぶちゅと下品な水音があがるのも堪らなかった。

　こんなにも愛しい相手を自分の欲で汚していると思うと、その背徳感に興奮する。今後永遠に、カヤの身体を貪れるのは自分だけだ。自分自身の独占欲に、ぞくりと背筋が粟立つ。だが、それすらも今は快感にしかならなかった。

　カヤの中を突き上げ、掻き回し、熟れた粘膜を硬い陰茎で蹂躙していく。身体を振り回されるような激しい律動に、カヤが譫言のように叫び声をあげる。

「ぁ、あ、ゃあッ、すごぃ、ゆー、てぃ……なかぁ、ぐちゃぐちゃ、ぁ……っ！」

　普段のカヤなら絶対に言わないであろう卑猥な台詞に血が昇って、うっかり達しそうになる。奥歯をキツく噛みしめながら、カヤの内腿を掴んでぐっと持ち上げる。胸に付きそうなぐらいに太腿を持ち上げて、そのまま真上から叩きつけるようにして、どちゅんと腹の奥を貫いた。

　ほとんど殴打のような突き上げに、カヤは、ひぐぅっ、と息を詰めた呻き声を漏らした後、赤く腫れ上がった陰茎からプシュッと勢いよく透明な液体を噴き出させた。

「ぇ、あ…？　あ、ぁ、……な……なに……？」

　戸惑ったカヤの声を聞きながらも、ユーティは律動を止めなかった。真上から何度もずぽずぽと抜き差しを繰り返すたびに、カヤは陰茎の先端からプシッ、プシッと透明な液体を迸らせた。

「ゃ、やっ！　な、なんでっ……！　ゆーてぃ、まっ……ゃ、らぁ！」

　自分自身の身体が制御できないことが恐ろしいのか、カヤが恐慌状態に陥ったように身を捩らせて叫ぶ。だが、叫ぶカヤを押さえて、その奥をどちゅどちゅと鈍い音を立てて犯し尽くす。すでに体内はとろけきって、まるで蠢く触手に陰茎を食べられているかのようだった。

「だい、じょうぶ、大丈夫だよ、カヤ。あぁ、すごく可愛い」

　荒い息の合間に耳元に囁くと、カヤはしゃくりあげながらユーティの背中にしがみついてきた。

　限界が近い。ぬかるんだ粘膜の奥へとねじ込んで、再び熱を吐き出す。

「ぁ、あ、あっ……」

　カヤが短い声を途切れ途切れに漏らして、ドクドクとポンプのように注ぎ込まれる大量の精液に下腹を震わせる。痙攣しながらも、カヤの陰茎からも白濁した液体がとろとろと溢れ出していた。射精はなかなか終わらず、上り詰めた快感が延々と続いているようだった。

　唇の隙間から覗く真っ赤な舌へと吸い付くと、ん、ん、と小さい声をあげながら、カヤが舌を絡め返してくるのが可愛い。そのまま長い絶頂感の中、お互いの舌をぺちゃぺちゃと擦り合わせた。

　舌先に感覚がなくなってきた頃、ようやくカヤの瞳に焦点が戻ってきた。パチパチと数度瞬いた後、カヤはサッと顔を青くした。

「わっ、悪い……！」

　そう叫ぶなり、カヤは慌ててユーティから身体を離した。その拍子に、温かい体内から陰茎が抜け出てしまう。カヤは座り込んだまま、白濁が溢れ出る後孔を片手で押さえて、濡れた敷布を見て呆然と呟いた。

「も……漏らすなんて……」

　カヤは漏らしたと思っているようだが、尿のように黄色くもないし、アンモニア臭もしなかった。背中を緩く撫でると、ピクッとカヤの肩が震えた。

「大丈夫だよ。たぶん漏らしたんじゃないから」

「そ、そうなのか？」

　そうそう、と暢気に返しながら、安心させるように真正面からカヤをぎゅっと抱き締める。途端、カヤはほっとしたように身体から力を抜いた。

「悪い、すぐ布を変えるから」

「だから、大丈夫だって。それは後でいいから、カヤの身体の方を先にしないと」

　カヤが拒まないからといって、二度も腹の奥に出してしまった。後始末をしないと、流石に腹を下してしまう。

　腰の辺りをよしよしと撫でると、カヤは頬を赤く染めた。

「俺のは、別に後でも……」

「駄目だよ。お腹を壊したらどうするんだ」

　吐き出した自分のことを棚に上げてたしなめると、カヤは顔を真っ赤にしたままそっぽを向いた。そのまま、ぼそぼそと何か呟いている。

「でも……お前のが入ってるの……嬉しいし……」

　今とんでもない発言を聞いた気がする。二度も射精したというのに再びみなぎってきそうな気配に、ユーティは慌てて頭を左右に打ち振った。

　カヤが小声で続ける。

「身体に、ユーティが染み込んでいくみたいで……このまま、ずっと入れておきたい……」

　連続の爆弾投下に、頭の中が真っ白になる。

「カヤ……わざとなのか……」

「何がだ？」

　心底不思議そうに首を傾げる仕草が小憎たらしい。今のカヤの発言のせいで、収まりかけていた熱が完全に復活していた。痛々しいぐらいに勃ち上がった陰茎を掛け布で隠しながら、熱を冷ますために大きく息を吐き出す。

　何度も深呼吸を繰り返していると、ふと両肩に手のひらが置かれた。膝立ちになったカヤがユーティを見下ろしている。

「ユーティ」

　甘く名前を呼ぶ声に瞬いた次の瞬間、柔らかな唇が落ちてきていた。唇だけでなく、目蓋や額、頬や鼻頭までチュッチュッと音を立ててキスされる。

「ユーティ、愛してる」

　ふにゃふにゃと緩みきった表情でカヤが囁く。瞬間、プツンと理性が途切れる音が聞こえた。

　獲物に襲いかかる獣のような仕草で、湿った布団へとカヤを押し倒す。荒い息を吐き出しながら真上からカヤを見下ろして、雑な口調で吐き捨てる。

「わざとだろう」

　詰問するような口調で問い掛けると、カヤはかすかに目を細めた。その口角が淡く吊り上がっている。あぁ、完全に確信犯だ。

「君の体力は無尽蔵だな」

　喉元へと唇を寄せながら感心したように呟くと、カヤはくすぐったがるように笑った。

「俺は、お前よりもずっと欲張りなんだ」

　おどけるように呟いて、肉食獣みたくガジリと肩口に噛み付いてくる。ガジガジと甘噛みされる感触に笑いながら、ユーティは呟いた。

「俺が年を取ったら、カヤを満足させられるか不安だよ」

「ユーティがおじいさんになっても好きだから安心しろ」

「こういうことができなくても？」

　茶化すように言い返すと、カヤは、ふふ、と淡い笑い声を漏らした。

「お前がいるだけで幸せだ」

　何の打算もない、純粋な言葉に胸を突かれる。額同士をくっつけながら、ユーティは祈るような気持ちで囁いた。

「俺も同じだ。カヤがいれば幸せだ」

「じゃあ、ずっと一緒にいないとな」

「ずっと一緒にいるよ」

　子供みたいな他愛もない約束をして、二人そろって潜めるような笑い声をあげる。

　ユーティの頬をそっと両手で包みながら、カヤがそっと囁く。

「忘れないように、これも日記に書いておけよ」

　イタズラっ子のような楽し気な声に、ユーティは笑いながら答えた。

「書かなくっても、忘れたりなんかしないよ」

　忘れない。忘れたくない。忘れることなんかできやしない。カヤを永遠に離すことなど絶対にできないのだから。

「愛してるよ、カヤ」

　そう囁くと、カヤはぎゅっと目を細めて、知ってるよ、と嬉しそうに答えた。
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